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プロローグ　踏み外す、第一歩





「ようこそいらっしゃいました、魔術師の領域へ」

　そこは闘技場とでも呼ぶべき閉鎖された空間だった。

　照明灯が備えつけられた高い天井。

　窓のない壁と客席に囲まれた、すり鉢状の広い舞台。

　俺おれ、綾あや瀬せ君きみ色いろと鍵かぎ宮みやリオは、その舞台中央に並んで立っている。

「はじめまして。《ソサエティ》代表、カーシャ・フェルムと申します」

　客席の高いところから声を投げてくるのは、華美なドレスに身を包んだ女性。

　女王様よりもお姫様と表現したい幼さの残る容よう貌ぼう。それでいて荘厳さは大人に顔負けしていない。ロングストレートのブロンドは、ティアラで飾ればそれこそファンタジー世界の王族と言ってしまえそうな貫かん禄ろくだ。

　一方、俺とリオは制服姿である。

　なんせ学校帰り、リオの姉の鍵宮玲れい樹じゆに「これから試験行くわよ、試験」と無理やり車に押し込まれた形でここに来たからな。

　その玲れい樹じゆも、いまは専属メイドの剣つるぎ祭まつり子こと並んで客席に座っている。

「なごやかに手なんか振りやがって……」

「ぼやくな君きみ色いろ。私たちにとってはいい機会だと言える」

　そう言うリオには、緊張の色もない。

　いい機会、か……確かにそうかもな。

「鍵かぎ宮みやリオ。そして綾あや瀬せ君色。これより、お二人の称号魔術師認定試験を執り行います」

　──称号魔術師認定試験。

　それは、魔術師としての称号──玲樹の“〝神装職人マイスター”〟や祭子の“〝完装従者フオロワー”〟のような、いわゆる二つ名を勝ち取るための試験である。

「我々《ソサエティ》は全魔術師の母体組織として、あなたたち《鍵姫宮殿キーパレス》の活動を支援します。この苦難が、明日への糧となることを願って」

　カーシャの言う《ソサエティ》とは、魔術師の総本山とも言える団体だ。

　世のほとんどの魔術師は、この団体の支援を受けて活動している。

　そして《鍵姫宮殿》というのは、玲樹をリーダーとした《ソサエティ》の下部組織。

　つまりは実働部隊みたいなもので、俺おれやリオはここに所属している扱いらしい。

「お二人は《大　家　族グラン・フアミリア》の“〝闇陶芸師セラミスト”〟との戦いを経ていますのでご存知かと思いますが……この世界には、魔術を私利私欲、あるいは身勝手な大義のために悪用する輩やからが多く蔓延はびこっています。我々《ソサエティ》はそういった輩──玲樹風ふうに言えば、悪の魔術師かしらね。彼らを取り締まる役目を担っています」

「ざっくり言えば、警察みたいなもんか」

「ざっくりしすぎですが、そういう解釈で構いませんよ」

　カーシャは上品に微笑ほほえんだ。

　一ヶ月ほど前、俺は“〝闇陶芸師”〟の称号を持つ魔術師と戦った。

　俺の妹の真ま白しろを狙ねらい、魔王復活という野望を掲げていたあの男は、まさしく悪の魔術師と呼ぶべき存在だろう。

　一般庶民だった俺はリオの相棒として、そんな悪の魔術師と戦う道を選んだのである。

「綾瀬君色。あなたはまだ魔術師の領域に足を踏み入れたばかりですから、我々の思想に共感できないかもしれません。いまこの場で覚悟を問うのは酷かもしれませんが──」

「──覚悟なんて、とうにできてるさ。あの日、真白を守ると誓ったときからな」

　決意ある瞳ひとみで見つめ返す。

　するとカーシャは「よろしい」と一言。

「称号とは力です。己が魔術を象徴し、他者へ示す。魔術師の領域内において、たいへん重要な役割を担う真名とも呼べる肩書き。あなたたちにそれを背負う意志がありますか？」

「愚問だな」

「リオに同じくだ」

　俺おれとリオは二人で一組──『テンサウザンドの節約術師』だ。

　魔力を消費しすぎてしまう悪癖を持つリオ。そんなリオの悪癖を『契節約ギアスセイバー』という名の潜在魔術で制御できる俺。両者が揃そろうことにより、魔力の節約術は完成する。

　リオが隣にいれば、どんな敵だって怖くない。

「では、試験を始めましょう──盟めい星せい」

　俺たちの前方、向かい側の入口から、一人の人物がやってくる。

　スーツを着た、三十代中なか頃ごろと見える男性だった。特にこれといった特徴のない、しいて挙げるなら『普通』が特徴と言えてしまいそうな、本当に普通の男性だ。

「試験官を担当します、堤つつみ盟めい星せいです。君たち二人には、僕が繰り出すゴーレムの相手をしてもらいます。手段は問いません。そのゴーレムを機能停止に追い込んでください」

「あなたたちが見せる魔術の輝きを元に、我々が最適な称号を認定し授けましょう」

　試験官、堤盟星の説明にカーシャが言葉を添える。

　俺たちの準備は万全だ。

　相手も察したのだろう。懐からなにかを取り出し、魔術を発動させようとしている。

　あれは……プラモデルか？　間違いなくロボットの模型だ。それでなにを──

「『機神ゴーレム始動ドライブ』──コード・白光騎士バルテリオン」

　堤盟星が唱えると同時、模型を天井高く投げ放った。

　魔力による光を帯びた模型は一瞬のうちにサイズを変え、人が乗り込めそうなほど巨大なロボットへと変へん貌ぼうを遂げる。全長は四、五メートルくらいだろうか。

　驚いたな……魔術ってやつは、巨大ロボットもありなのかよ。

　俺は手元の情報端末『端末図書ライブラリ』を頼りに、相手の魔力量を計る。



【名：‥堤盟星■称号：‥“〝機神操者ギガンテイツク”〟■魔力：‥60／１８０】

【魔術名：‥『機神始動』◇系統：‥支配魔術・供給型◇消費魔力：‥10】



「“〝機神操者”〟か……！　相手にとって不足なしな二つ名だぜ」

「注目するところはそこなのか」

「ちゃんと魔力量もチェックしてるさ。それよりリオ、気合入れろよ」

「無論だ。もう昔の私ではない……っ！」

　俺の右手と、リオの左手。互いの中指に嵌はめられた契約の指輪が煌きらめく。

　騎士甲かつ冑ちゆうを模したと思われるデザインの巨大ロボは、腰の鞘さやから大剣を抜き両手に持って構えた。この巨大さから放たれる威圧感、ちまちました戦法は取れないだろう。

　故ゆえに、狙ねらうは一撃必殺。

　リオの筆頭魔術『界門』での先手必勝だ！

「いくぜ、リオ！」

「任せろ！　『界門』雷帝の──」

　リオが指先に魔力を灯ともし、虚空に魔法陣を描こうとして──やめた。

「おい。どうしたリオ」

「君きみ色いろ。あのロボット、なにか変だ」

　リオに促され、俺おれは対面の巨大ロボに視線をやる。

　確かに変だった。なんか挙動がおかしい。

　構えた大剣がぷるぷる震えている。

　というか、どんどん下がってきてるぞ……あっ、地面についた。

　ついでに巨大ロボ本体も倒れた。

　そしてパッ、と弾はじけるような光の後、元のプラモデルに戻ってしまった。

　数秒、場が静まり返る。

「……盟めい星せい。始まる前から終わってしまったようですが」

「試験の制限時間になるよう、事前に魔力量を調節しておきましたので」

「早すぎます。目測を誤りましたか？」

「いえ、そんなはずは。おそらく、ほら、彼の潜在魔術じゃないですかね」

「ああ」

　ぽん、と客席上のカーシャが手を打った。

「君色くん、『端末図書ライブラリ』で堤つつみさんの魔力容量を確認してみなさい」

　同じく客席上にいる玲れい樹じゆが言うので、俺は言われたとおりに。



【名：‥堤盟星■称号：‥“〝機神操者ギガンテイツク”〟■魔力：‥０／１８０】



　60あったはずの魔力がゼロになっていた。

「……つまり、なんだ。魔力が切れたから、巨大ロボが元に戻っちまったのか」

「すいませんねえ」

「ああ、いえ。で……これってどうなるの？」

　試験官が申し訳なさそうにしているので、俺は代表であるカーシャの判断に頼る。

　カーシャは両手を合わせ、荘厳さはどこにいったってくらい茶ちや目めっ気けのある顔で、

「ごめんなさい。試験官が魔力切れになってしまったので、試験はナシでっ！」



　その後、鍵かぎ宮みや家の車に乗り込んでの帰宅途中。

「きひー！　あーひゃっひゃっひゃっひゃっひゃ！」

　……この鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆとかいう女は、相変わらず品のない笑い方をするな。

　高級車特有の広すぎる後部座席にて、玲樹は涙が出るほど激しく笑っていた。ついでに祭まつり子こもくすくすとではあるが笑っていた。笑わないでくれているのはリオだけだった。

「あー、もう……君ってば本当に、残念な奴やつね！」

「おまえに言われたかねーよ、この変態愚姉」

「だって、ねえ。まさか試験が始まるより先に、試験官の魔力を枯らしちゃうなんて。なんだっけ……『覚悟なんて、とうにできてるさ。あの日、真ま白しろを守ると誓った日からな。キリッ！』とか言ってたのにねー！　あははははははは！」

　うわー、超殴りたい。

「気にするな、君きみ色いろ。私は君色のそういうところが好きだ。うん。愉快だと思う」

「おう、ありが……待て。それはフォローなのか？」

　リオはわざとらしく窓の外を眺めた。現在はトンネルの中を走行中だった。

「いやー、でもホント、君色くんの『契節約ギアスセイバー』が上う手まく働いた良いケースだったと言えるわね。あれが実戦なら、君がやってのけたことはとてもすごいことなのよ？」

　俺おれの潜在魔術『契節約』は、契約者であるリオの消費魔力を抑え安定させる効果がある。

　しかしそれとは別に、効果範囲内にいる他ほかの魔術師の消費魔力量を増加させるという効果も秘めているのだ。

「味方への補助と敵への妨害を両立させたハイブリッド魔術師──それが俺だったな」

「ええ。典型的なサポートタイプね。格好つけられる役じゃないわ」

「わかってますよコンチクショー！」

　おほん、と咳せき払ばらいをしてから祭子が解説を始める。

「堤つつみさんの魔術『機神ゴーレム始動ドライブ』は供給型の支配魔術ですので、発動中は常時魔力を消費し続けていたんです。つまり『契節約』による消費魔力増加の効果を受ける機会がそれだけ多くなってしまったということですね。相性的に見れば最悪です」

「消費魔力の増加量は不安定だけど、君の『契節約』は供給型の天敵と言えるわね」

「魔術講座とか、いまはどうでもいいよ……」

　俺もリオに倣ならって外の景色を眺める。

　いまの気持ちはすこぶるブルーだった。

　だって、さあ……二つ名がもらえなかったんだぜ？

　それも実力不足で試験に落ちたとかならまだしも、俺の潜在魔術が試験を中止に追い込んだとか……自分の能力の微妙さ加減に泣きたくなってくるわ。

「姉様。君色が全力で拗すねてしまった」

「慰めてあげなさい、リオ」

　リオが俺おれの頭をなでてくる。「慰めなどいらん！」と突っ返してやろうかとも思ったが、なんだか気持ちよかったので甘んじて受け入れることにする。くそう、手つきが優しい。

「仕方がないわね。それじゃ君きみ色いろくんに一つ、新しい課題を与えましょう」

　トンネルを抜けたあたりで、玲れい樹じゆがそんなことを言ってきた。

「これをクリアできれば、『契節約ギアスセイバー』のコントロールもパワーアップも自由自在。超絶格好いい称号なんて思いのままよ。どう？　挑戦してみない？」

「……フッ、試練か。おもしろい。やってやるさ」

　一度や二度の失敗で腐ってなんかいられねえ。

　試験でも試練でも、なんでもクリアしてやろうじゃねーか。

　それが妹を救うことに──真ま白しろの『凶まが星ぼし』を取り除くことに繋つながるんならな。

「そう。じゃあ──」

　確固たる目標を見据える俺に、玲樹は告げる。

　それは今後一週間、俺の苦悩の種となる災いの言葉だった。

「──君、うちの妹のリオと結婚しなさい」








第一話　魔術師のいる日常





　朝、目覚めると隣でリオが寝ていた。

「……うぇ？」

　思わず変な声が出た。

　朝、うん、朝だ。ここは俺と真白が暮らす雛ひな森もり荘で、二階の右端に位置する２０１号室だ。そしていまは布団ふとんの中。俺はいつも一人で寝ている。真白は真白で布団あるし。

　じゃあ、なんで隣にリオさんが？

　リオの部屋は隣の２０２号室だ。なんと豪勢に一人部屋である。一緒に引っ越してきた玲樹と祭まつり子こは、二人で左端の２０３号室を使っている。だからここにいるのはおかしい。

　ってか、寝顔かわいいんですけど。

　いつもつり目を作っていた瞼まぶたは優しく閉じられ、小さな唇からはすぅすぅという寝息が聞こえてくる。着ているのは大きめサイズのピンク色パジャマ。学校の制服と同じく袖そでは余りがちだ。そして、甘い。肌からなんか、甘い香りが！

「ん……」

　もじもじと寝返りを打つ姿を見て、俺おれは一瞬、悪戯いたずら心ごころに唆そそのかされる。

　寝たままの体勢で、リオの柔らかな頬ほおをぷにっと指で押してみる。

「ふにゃあ」

　とろけるような声が漏れた。

　……もう少しだけこのままでも、

「あ、おはよーお兄ちゃん」

「うひゃあああああああ!?」

　俺が起きていることに気づいた真ま白しろが、台所からおはようございます!?

「び、びっくりしすぎだよお兄ちゃん。いま朝ごはん作ってるから、早く着替えてね」

「お、おう……」

　布団ふとんから飛び上がった俺は生返事を返す。

　真白は既に制服に着替え、上から白猫さんマークのエプロンをかけていた。俺が子供の頃ころにプレゼントした緑色リボンは本日も愛用。ああ、俺の妹は朝も変わらず天使だなあ。

　それはそれとして、リオ。

　改めて疑問である。こいつ、なんで俺の布団で寝てるんだ……？

「あ、リオさんね、三十分くらい前にうちに来たの」

















　兄の戸惑いに気づいてくれたのか、説明係を買って出る妹。

「二度寝したいから、お兄ちゃんの布団ふとんを貸してほしいって。それでわたしが──」

「部屋の中に入れてあげたのか」

「うん！」

　そして元気いっぱいに答える。叱しかる気も起こらない。むしろ頭をなでたくなる。

　経緯はわかったが、そもそもなんで俺おれの布団で寝たがったのか。

　これは本人に直接問いたださねばなるまい。

「んゥ……おはようございます、君きみ色いろ」

　しばらくして、リオが目を覚ました。

　布団の上にちょこんと座り、起き抜け特有のとろとろな笑顔でふぁ～っとあくびを……くっ、卑ひ怯きような。きつく問いただそうとしたのに、さっそく威勢を削そがれちまった。

「リオ。なんで俺の布団で寝てた」

「君色の布団で寝たかったからです」

「答えを簡略化しすぎだ。詳細に話せ」

「君色が好きだから。君色の匂においがするから。君色との距離が近いと幸せな気持ちになります。あと君色の寝顔はかわいかったです。でも夢の中の君色は格好よかったです」

　俺は恥ずかしさのあまり両手で顔を覆った。

「おまえは、もう、なんていうか……本当にストレートだよな」

「君色が、素直なほうがかわいいと言ってくれたので」

「言った。言ったよ。けどさあ」

「君色、君色」

「うん？」

「好きです。改めて、おはようございます」

　ぺこり、とお辞儀で挨あい拶さつ。

　俺も思わず、ぺこりと「おはようございます」を返した。

　──日本人形を彷ほう彿ふつとさせる長く艶つややかな黒髪。攻撃的とも眠たげとも取れるつり目。年とし頃ごろに見合わぬ全体的に小サイズな身体の作り。どれもこれもが、いまは愛らしく映る。

　鍵かぎ宮みやリオ。

　一ヶ月前の同居生活を経て、魔術の節約パートナーとなった俺たちの関係はずっとこんな感じだった。リオの「好き」という気持ちに対して、俺は未いまだ答えを返せずにいる。

「んゥ……そういうわけで、着替える」

「うわー!?」

　寝ぼけているのか、目の前でパジャマのボタンを外し始めるリオ。俺は慌あわてて外へと退避。ああもう、なんかチラッと黒い下着が見えちまったし！　もっと自分を大切にしろ！

　我が家はアパートの一室だ。プライベートを守るには玄関の外へ出るしかない。

「よお、節約戦士」

　扉を閉じた、そのときである。

　左側から突き刺さる、突然の殺気──振り向くと同時に訪れた上じよう段だん蹴げりを、俺おれは姿勢を右側へ逸そらすことで回避した。雛ひな森もり荘二階の鉄製外廊下で三歩ほど後退し距離を取る。

「ヒュー。相変わらずいい動きするねェ」

　──視界に入り込んできた上段蹴りの主は、ひたすらに長い金髪ポニーだった。

　上は冬にもかかわらずＴシャツ一枚、そして下はジャージ。究極と言えるほどのラフな格好に包まれたスタイルは、出るとこ出ててとにかく脚が長い。モデルと言われても通用する体形だが、この女性、残念なことに首から上はヤンキー顔である。

「出やがったな、金髪ポニー……ッ！」

「大家さん、もしくはお姉さんと呼べといつも言ってんだろうが」

　厳密に言えば、ヤンキーな印象は顔のせいではない。口調と、あとは膝ひざのあたりまで伸びる金髪のポニーテールが原因だ。それはもう、洗髪が大変そうなことこのうえない長さである。

「おめェのとこは相変わらず賑にぎやかだな。だが朝も早いし、近所迷惑にはなるなよ」

「大家としての忠告ご苦労だが、いきなり蹴けりはないだろ」

「気にするな。大家と住人のスキンシップだ」

「どんな殺伐とした賃貸アパートだ！」

　雛森荘の大家（俺は金髪ポニーと呼んでいる）から放たれる拳こぶしと蹴りの連打。

　俺はそれを捌さばきつつ、自身も攻撃を繰り出していく。ちょっとした朝の運動だった。

　一分ほどの激闘を繰り広げた後、俺たちは階段の手すり越しに並び息をつく。

「そこそこやるじゃねェか。かわいい彼女ができて平和ボケしたかと思ってたのによ」

「彼女じゃねーよ。それに、わけあって最近鍛えなおしてんだ」

「へえ。ひょっとして、あの鉄橋下の師匠が戻ってきたのか？」

「いや、自己鍛錬だ。あの人はあれっきり、連絡もよこしてこねーよ」

　中学時代の師匠──町外れの鉄橋下に住み時給一○○○円で弟子を雇っていた変な人は、俺と従姉妹いとこ兼幼なじみの塙はなわ棗なつめにバイトという名目で身体の鍛え方を教えてくれた。

　だが師匠は、俺が中学を卒業する頃ころ『修行の第一段階は完了した。おまえが次なる成長期を迎えたとき、いずれまた師として現れよう』──みたいなことを言って町を去ったのである。

　叶かなうことなら、またじかに会って教えを請いたいんだがな。

「おまえの師匠とはよく獲物を取り合ってバトルしたっけ」

「獲物っていうか、個数限定の特売商品な」

「あいつ変な技使うんだよ。あれはたぶん気功ってやつだな。間違いない」

「ああ、なんかよくわかんないぶっ飛ばすやつな。あれ、俺おれにも教えてほしかったなあ」

　真ま白しろなんかは知らないが、師匠は一部界かい隈わいでは有名人だったりする。隣のこいつともよく飯を食いに行く仲だったそうだ。

「ま、賑にぎやかなのはいいことだ。前はアタシとおまえら兄妹きようだいしかいなかったしな、ここ」

　金髪ポニーは一階の部屋に住んでいる。雛ひな森もり荘は一階と二階で各三部屋、計六部屋あるが、リオたちが引っ越してくるまでは俺と真白しか住人がいなかった。

「つーわけで、だ。これやる」

　唐突な流れで、金髪ポニーが足元に置いていたビニール袋を差し出してくる。

　受け取り中を覗のぞいてみると……なっ、見るからにみずみずしいキャベツが二玉も!?

「こんな上等なブツをいったいどこで……!?」

「朝市だ。おすそわけってやつだよ。お隣さんにも分けてやれ」

「お、大家さん……っ」

「手のひら返したみたいに感激しやがって。出し惜しんで腐らせるんじゃねェぞ」

　ぶっきらぼうに言って、金髪の大家さんは階段を下りていった。

　大家さんは俺に匹敵するほどの節約戦士でもある。夕方のタイムセールなどではよく熾し烈れつな争いを繰り広げたりするのだが、たまにこういう粋なことをしてくれるから頭が下がります。去っていく大家さんを、俺は敬礼のポーズで見送った。



「いただきます」

　寝間着から制服に着替え、そして朝食の時間。

　綾あや瀬せ家の食卓では、兄である俺と妹の真白、お隣さんの鍵かぎ宮みやリオ、そのまたお隣さんの鍵宮玲れい樹じゆと剣つるぎ祭まつり子この五人が、仲良く食事をしている。

「真白ちゃんのお味み噌そ汁しるおいしー。これは将来いいお嫁さんになるわね」

「えへへっ。ありがとうございます玲樹さん」

「玲樹様、この野菜炒めもおいしいですよ。塩加減が絶妙です」

「ま、祭子さんまで……えへへへへへへっ」

　うちの妹は褒められたら褒められただけ嬉うれしくなってしまう、素直な娘さんだ。

　真白は今日もかわいい。それはいい。それはいいとして。

「……このセリフを言うのも何度目かわからんが」

　俺は箸はしを置き、立ち上がって言う。

「おまえら、なんで俺んちで朝飯食ってんだよ！　部屋が隣なんだからそっちで食えや！」

「あら、部屋が隣だからこそこっちに来てごはんを食べているんじゃない」

「そうだよ。ご近所付き合いは大切だよ、お兄ちゃん」

「このやり取りも何度目でしょうね」

　玲れい樹じゆも祭まつり子こも、やれやれと言わんばかりに味み噌そ汁しるをすすっている。

　こいつらが雛ひな森もり荘に引っ越してきてからというものの、食事は毎回と言っていいほど両家合同で取るようになった。ちなみに、食費はちゃんと折半している。

　まあ、これはこれで楽しくはある……でもなあ。

「わかるわよ君きみ色いろくん。真ま白しろちゃんと二人きりじゃないのが不満なんでしょう？」

　わりと図星だった。

「ダメだよお兄ちゃん。妹離れできないと、リオさんに嫌われちゃうんだから！」

「大丈夫だぞ真白ちゃん。私は君色の家族思いなところが好きなので」

「だって！　やった、よかったねお兄ちゃん！」

　リオの許しを得て、真白がむぎゅーっと俺おれに抱きついてくる。俺が妹離れできないシスコン兄貴なら、真白は兄離れできないブラコン妹なのである。

　ああ、美しきかな家族愛。

　リオが「私も……」と近づいてきたそのとき、玄関の扉が乱暴に開け放たれた。

「ね、寝過ごしたぁ────ッ！」

　吐息と共に揺れる小振りなポニーテールは、従姉妹いとこの塙はなわ棗なつめである。

「ちちちちちょっとちょっとぉ！　なんでリオたちが君色と一緒にごはん食べてるの！」

「このパターンも何度目ですかねえ」

　配はい膳ぜん担当の本職メイドさん、祭子が空いている茶ちや碗わんにごはんを盛りながら言う。

　どかどかと部屋に入り込んできた棗は、祭子が茶碗を置いた場所に腰を下ろした。

「ねえリオ！　いまさらだけどお隣さんってハンデきつすぎると思うんだけど！」

「おはようございます棗。そういう棗は幼なじみじゃないか、強キャラだな」

「そ、そう思う？　でもどうにもそのポテンシャルを活かせていない気がして……」

「おはよう棗ちゃん。頭に寝癖ついてるよ？」

「えっ、ウソ!?　うわわ、ちょっと鏡と洗面台とお水借りるぅ──ッ！」

「蛇口はちゃんと閉めろよ」

　……なんて、そんな具合に。

　俺、真白。従姉妹の棗。プラスお隣さんの玲樹、祭子、そしてリオ。

　もともと三人だった綾あや瀬せ家の朝食風景は、騒々しくも六人になった。

　棗がバタバタしている間、玲樹が近づきそっと囁ささやいてくる。

「賑にぎやかな朝はお嫌いかしら？」

「……そうでもない」

「うふふ、正直者ね」

　こいつは相変わらず、人を手玉に取るような発言をしてきやがる。

　フッ、だがな。今日ばかりはただのいじられキャラじゃないんだぜ。

　綾あや瀬せ君きみ色いろ、当方に意趣返しの秘策あり。

「──みんなに重大な発表がある。特に真ま白しろはよく聞いてほしい」

　棗なつめが食卓から戻ってきたところで、俺おれは箸はしを置きおごそかに告げる。

　空気が一変したことにより、皆の注目は見事俺へと向けられた。

　第一段階はクリアだ。ここから間髪入れず、本題に入ろう。

「実はな……俺とリオが恋人っていうのは、真まっ赤かな嘘うそなんだよ！」

　言葉に勢いをつけるため、わざわざ立ち上がって言い放つ。

　真白は俺とリオが恋人同士だと勘違いしている。元凶は一ヶ月前、玲れい樹じゆが俺をいじって遊ぶためだけに真白に嘘を吹き込んだのが始まり。以降、俺は真実を伝える機会もなく、ずるずると日々をすごしてきた。

　だが、そんな勘違いライフも今日で終わりだ。

　真実を知った真白はきょとんとした顔で、

「え？　知ってるよ」

　驚きを口に──していないだと!?

「し、知ってるのか!?」

「うん。昨日きのう、玲樹さんにこっそり教えてもらったから」

　玲樹のほうに視線移動。ドヤ顔でピースする残念女子がそこにいた。

　馬ば鹿かな……あいつから真白に真実を告げるだなんて！

　なにかきっと裏があるに違いない。だって悪寒がするもん。

「お兄ちゃんとリオさんは結婚することになったから、恋人じゃなくて夫婦だよね！」

　ほらきたーっ！

「本当はすぐにおめでとうって言おうとしたんだけど、玲樹さんが『本人たちが報告するまで待ってあげて』って言ってたから。わたし、昨日からずっと我慢してたんだよ？」

「そ、そうなのか。それは偉いな……いや、そうじゃなくて」

「ちょ……ちょちょちょっとリオ色！　なにそれどういうそれことうぇ──ッ!?」

「お、落ち着け棗。いろいろこんがらがってる。ってかリオ。あと玲樹。説明を──」

　助けを求める視線を送った先、リオは顔を赤くして俯うつむいていた。

　ものすごく恥ずかしそうに、でも嬉うれしそうに、俯いていた。

　玲樹は、なんかもうぶん殴りたくなるくらい笑いを堪こらえていた。

「に、逃げ場がない……っ！」

　──結局、俺は曖あい昧まいに返事をすることしかできず。

　真白には「で、でもいますぐってわけじゃないからな！」とか、棗には「こ、これには魔術式よりも複雑な事情があって……ぐっ！　急に右みぎ眼めが！　鎮まれ……っ！」とか。

　あとになって思う。

　今回は別に、真ま白しろを人質に取られて貞操の危機を按あんじているわけでもない。

　じゃあ、なんで俺おれはもっと強く否定しなかったんだろう……と。



　その日、学校の昼休みにて。

「なあ君きみ色いろ。おまえにはもう、俺はいらないんじゃないかと思うんだ」

　後ろの席に座る我が友人、広橋コウタが冷めた目でこちらを見てきた。

「なっ……おい、待てよ親友。いきなりなにを言い出すんだ？」

「俺はパン屋の友として、親友であるおまえに日々パンの耳を譲り渡してきた」

「譲り受けてねーよ。きちんと二○円で買い取ってるっつーの」

「それは君色、おまえが常つね日ひ頃ごろから『安い、多い、美う味まい』を求めてきたからだ」

　ボサボサ髪がトレードマークのコウタは、こう見えてパン屋の息子だ。

　節約戦士である俺は、ほぼ毎朝こいつからパンの耳を売ってもらっている。なぜなら安くて量があるからだ。残念ながらそんなに美味くはない。だってパンの耳だしな。

　とはいえ、

「……情けない話だが、コウタが持ってきてくれるパンの耳には何度も助けられた。特に高校入学の際、教材を揃そろえるために一日の昼食代を三○円まで切り詰めていた時期は本当に助かった。あのときばかりはおまえんちのパンを定価で買ってもいいと思えたよ」

「でも結局買ってないよな」

「天然酵母だかなんだか知らねーが、高いんだよおまえんちのパン」

　節約戦士は常にコストパフォーマンスを念頭に置くのである。

「とにかく、俺が持ってくるパンの耳は君色の飢えを満たし財さい布ふの出費を抑えるのに大きく貢献していた。これは自他共に認める事実だと言えよう。だが、もしもその役目を果たす必要がなくなったとしたら──？」

　別離を予感させるセリフに、俺はどうしようもない胸のざわめきを覚える。

　そんな不安顔の俺を前に、コウタは机のある一点を指で示した。

　そこには弁当箱が一つ。向かいには、その持ち主であるリオが座っている。

「問おうじゃないか鍵かぎ宮みや。それはなんだ？」

「私が君色のために作ってきた手作り弁当だ」

「やはりか……お別れだな、君色」

「あばよ親友」

「ちったぁ止めろよ親友ぅうううう！」

　素そっ気けなく返してみたら、コウタが泣きついてきた。どうしてほしいんだこいつ。

　まあコウタは放ほうっておくとして、問題は目の前の弁当箱である。

　リオは昼休みが始まるなり俺おれの席にやってきて、自前の弁当箱を差し出してきた。

　しかも「君きみ色いろのためにお弁当を作ってみた」という一言を添えてだ。

「そもそもリオ。おまえ料理できたのか？」

「できなかった。というか、したことがなかった。でも君色と暮らしているうちに興味が湧わいて、一週間くらい前から祭まつり子こに教わり始めたんだ」

　ああ、同居生活中に俺が作ってやったもやし料理か。

　自ら前職ニートを名乗っていたことに加え、これまで一つも家庭的なところを見せたことがないリオだ。少々不安ではあるが……と、開けてみた弁当は意外とまともだった。

　卵と肉のそぼろで彩られた二色のごはん。おかずにはベーコンを巻いたアスパラや、鶏肉の照り焼きにプチトマトなど。そしてもやし好きの俺へのアピールのつもりなのか、もやし炒めもちゃんとある。匂においから察するに、味つけはめんつゆか。

「……本当に俺が食べていいのか、これ？」

「君色のために作ったんだ。お代はいらないので、感想を聞かせてくれると嬉うれしいです」

「ん。じゃ、じゃあ……いただきます」

「め、めしあがってください」

　なぜか互いに緊張してしまい、かしこまった雰囲気の中で箸はしを取る。

　やはり一番手はもやし炒めだろう。箸で掴つかんでみたところ、しんなり具合は合格だ。

　俺はゆっくりと口に運び──舌の上に置いたところで旨うま味みが弾はじけた。

「おいしい」

　意識せず、素直な感想がこぼれてしまう。

　リオはぱーっと笑みを綻ほころばせ、それを見た俺の顔も自然とにやけてしまうのだった。

「なんだあの幸せ空間は」「いまなら口から砂糖が吐けそうな気がする」「エンドレスシュガーブレス！」「口に角砂糖含んで喋しやべるんじゃねえ！」「もうすっかり公認カップルって感じだね」「ぐぬぬ……」「あ、棗なつめだ。入っていかなくていいの？」「き、機を逃して……」

　……なんだか外野が騒がしいが、それすらもどうでもよくなっていた。

　だって、嬉しそうに笑うリオがかわいすぎて、目が離せなかったから。

「君色、君色」

「ん。なんだリオ」

「好きです」

　──こんな風ふうに、家でも学校でもところ構わず。

　リオはいつだって素直に、そして積極的に、俺に対する『好き』を突きつけてきた。

　それを受け取る俺は……正直に言って、嬉しい。

　だが。

　いまの俺は、リオの直球的な好意に返せる言葉を持たない。

　真ま白しろのこと、魔術師のこと。

　そして玲れい樹じゆから出されたある課題が、俺おれの中でずっと尾を引いていた──



「君、うちの妹のリオと結婚しなさい」

　──話は昨日きのうまで遡さかのぼる。

　称号魔術師認定試験帰りの車内。

　俺の『契節約ギアスセイバー』パワーアップのため、玲樹はリオとの結婚なんて策を提示してきた。

　脈絡のなさここに極まりって感じである。

　なにがどうしてそんな話になるのか、俺は呆あきれてものも言えない。

「『なに言ってやがるんだこの美少女は』とでも言いたげな沈黙ね」

「概おおむね読心できてるが、美少女は余計だ」

「いいわ、説明してあげましょう」

　鍵かぎ宮みや玲樹という女は人の話を聞かないのが特徴だ。

「君の『契節約』は、契約した魔術師一名の魔術使用に伴う消費魔力を減少し、その他ほかの魔術師の消費魔力を増加させる。消費魔力の増減量や効果範囲はまちまちで、おそらくコンディションによる。さらには消費魔力ゼロで常時発動するオートスキル──レアな潜在魔術なので、君自身にもコントロールは不可能。ここまではいいわね？」「もちろん。自分の能力ならしっかり理解しておかないとな」

「ポイントは、この魔術は自分ではなく他者へ影響を及ぼす魔術だってことよ」

「自分ではなく、他者へ……？」

　言われてみれば確かに、俺の『契節約』は俺自身にはなんの影響も及ぼさない。

　影響を受けるのは契約者であるリオ他ほか、周囲の魔術師のみだ。

「魔力は精神力に通ずるって話を以前したでしょう。他者へ干渉する魔術──それも、君みたいな『他者の魔力に干渉する魔術』は『他者の精神に干渉する魔術』であるとも言えるわ。こういった魔術は、双方の精神的繋つながりによって強化、あるいは弱体化される性質があるの。たとえば、私と祭まつり子こ」

　玲樹と祭子が、揃そろって中指に嵌はめた指輪を見せてくる。

　俺とリオのものとは少しデザインが違うが、これも魔術契約のための魔道具なのだろう。

「私の筆頭魔術が『神装創造クリエイターズゴツド』──武器を製造する魔術だってことは“〝闇陶芸師セラミスト”〟との戦いで知ってるわよね。でも、武器を作り出しても身体がそれを扱えなければ意味がない。だから肉体強化の魔術をかける必要があるのだけれど、それは祭子の担当なの」

「わたくしの筆頭魔術『部装強化エクイツプ』は、契約者である玲樹様の身体強化一本に特化しています。わたくしが玲樹様を強化し、玲樹様が武器を作り出してそれを振るう、という戦闘スタイルですね」

　へえ、なるほど。役割分担がきちんとしてるんだな。

「ん、でも待てよ。たしかおまえ“〝闇陶芸師セラミスト”〟と一人で戦ってる場面もあったよな」

「君に初めて会ったときと、真ま白しろちゃんを奪還しに行ったときね。あのときもしっかり祭まつり子こからの支援を受けていたわ。『部装強化エクイツプ』は、距離が離れていても有効だから」

「すげえな、遠距離でも使える強化魔術か。かなり使い勝手がよさそうじゃん」

「そうでもありません。距離の概念を無視できるのは、契約者が玲れい樹じゆ様だからこそです」

　感嘆する俺おれに、祭子からの注釈が入る。

「玲樹様とわたくしは精神的な繋つながりが強いですから、それだけ他者へ干渉する魔術である『部装強化』の効果も強くなるんです」

「じゃあ、玲樹に『部装強化』をかける場合と、まったく知らない赤の他人に『部装強化』をかける場合とでは、効果が雲泥の差ってわけか」

「正解。つまり、お互いの仲がよければよいほど、サポート系の魔術は強化されるって仕組み。これは君きみ色いろくんの『契節約ギアスセイバー』にも言えることなのよ」

「なるほどな……だから結婚、か」

「そういうこと。結婚しちゃえば、必然的に仲がよくなるでしょ？」

「そして魔術もパワーアップ、か」

「一石二鳥ね」

「おお！　素晴らしい名案だな──とでも言うと思ったかぁああああああっ!?」

　語調を急変させ、俺は玲樹を怒鳴りつける。

「システムはわかったが、だからってなんで結婚なんて話になるんだよ！」

「えっ、自然な流れじゃないかしら？」

「どこがだ！」

「だって君、リオのこと好きでしょ？」

　──不意に放たれた一言に、言葉が詰まった。

　車内が数秒、沈黙に支配される。

　横目でチラリ、とリオのほうを見てみれば──上目遣いでこちらの様子を窺うかがっていたり。

　……時の流れを戻そう。

「な、なんで急にそんな、突拍子もない話になるんだよ」

「あら、否定しないんだ」

「肯定もしてねーぞ」

「私の記憶だと、君は既にリオから告白されているはずよ。家族になってくださいって」

　それは……覚えてる。

　一ヶ月前、魔力の節約生活中に、俺はリオから愛の告白を受けた。

　好きです。好きになりました。私の本当の家族になってください──と。

「君、その告白を忘れているわけでもないくせに、いつまでも答えを渋っているわよね」

「うっ。そ、それは……」

「迷惑なら迷惑ってすっぱり言う。短いつきあいだけど、私は君という男の子をそういう人間だと認識しているわ。なのに返事をしないのは、リオのことは好きだけど、恋人としてつきあっていくだけの覚悟はない。そういう考えだと、私は読むけど？」

　ジト目で追求してくる玲れい樹じゆに、俺おれは口ごもる。

　否定も肯定もできないが、なにか言い返したくて、無理やりに言葉を作った。

「れ、恋愛とか……そういうこと、してる場合じゃねーだろ。俺には、真ま白しろの『凶まが星ぼし』を取っ払うっていう目的があるんだ。リオと組んでるのは、あくまでもそのためで……」

　──真白は『凶星』と呼ばれる潜在魔術を身につけている。

　周囲に不幸を振り撒まいてしまうその力は、『契節約ギアスセイバー』を持つ俺がそばにいることでなんとか抑制できている状況だ。将来的には俺とリオの力でこれを完全に除去し、真白を不自由のない身体にしてやりたいと思っている。

　しかし我ながら酷ひどいことを言っているような気がするが、言われたリオはなぜか頬ほおを赤らめていた。なんでだ。俺自身も顔を赤くしちまっていることに関係があるのか。

　すべてを見透かしたような目で、玲樹はやれやれとため息をついてみせる。

「真白ちゃんの『凶星』問題は長い戦いになるわ。君もその点を理解したうえで、リオのパートナーをお仕事として引き受けたのでしょう？」

　俺が魔術師の領域に足を踏み入れる際、玲樹と交わした契約だ。

　鍵かぎ宮みや家の使用人で構成される組織《鍵姫宮殿キーパレス》に所属することで、月々契約料が支払われる。つまり現状、俺にとって魔術師とは使命でもありビジネスでもあるのだ。

「お仕事、そうお仕事だよ。仕事なら、恋愛みたいな私情を挟んじゃいけないだろ？」

「突然なんだけど、君きみ色いろくんって将来やりたい仕事とかある？」

「本当にどうした、突然」

「特にないなら高校卒業後、本格的に魔術師を職業にしてみる気はない？」

　魔術師を……将来の職に、だと!?

「《ソサエティ》所属の魔術師は、兼業の人もいるけどほとんどそれ一本で食べているわ。それは《鍵姫宮殿》も同様。魔術師っていうのはお金になるの。君の『契節約』は能力的に見てもレアだし、使い道も多い。仮に真白ちゃんの『凶星』が消え、リオの悪癖が矯正されたとしても、仕事に困ることはないと思うわ」

　将来、真白をどうやって食わせていこうか。なんていまから考えている俺には、願ってもない話である。なんせこの就職難な時代、俺にしかできない憧あこがれの仕事を斡あつ旋せんしてくれているわけだからな。

「今後も魔術師を続けていくのであれば、こちら側の人間と結婚してしまうのが手っ取り早いとは思わない？　もし一般庶民と結婚して『あなたのお仕事ってなんなの？』『悪と戦う正義の魔術師だよ』なんてやり取りをしてみなさい。即離婚よ」

「そりゃそうだが」

「その点、魔術師としては既にパートナーであり、また相思相愛は確定的なリオと君きみ色いろくんなら、もう結婚してしまうしかないと思うわけ」

「いやでも、俺おれたちまだ高校生で、結婚となるといろいろ費用がな」

「もちろん結婚は先の話。いまは婚約で構わないわ。それにこの高級車に乗っていればわかると思うけど、鍵かぎ宮みや家はお金持ちなの。リオだって君に金銭的な甲か斐い性しようは求めていないし、君が婿入りするという手だってある」

　いつの間にか、俺は玲れい樹じゆに押し倒されそうなほど迫られていた。

　か、顔が近い。さっきは余計とか言っちまったが、こいつ容姿だけは文句なしの美少女なんだよな。興奮しているのか、息が荒い。っていうか唇が触れ……っ！

「姉様のハナゲ」

「はぅぅぅぅぅん！」

　リオの突然の罵ば倒とうに、玲樹が飛び跳ねる勢いで身み悶もだえした!?

　そうだったよ。こいつ外見は美少女でも、妹からの罵倒で興奮できちまうとんでもない残念淑女なんだった。しかしハナゲで身悶えできるのか……すげーな。

「わ、悪い。助かったよリオ」

「ぷいっ」

　俺が礼を言うと、リオはわざとらしく口にしてから顔を逸そらした。

　……なにそれ。ひょっとして、やきもちなんでしょうか。あの、リオさん？

「ふふふ。とにもかくにもそんなわけで、君たち二人の精神的接近はわりと急務なのよ」

　玲樹は十秒ほど車内の床を転がってから復活した。

「魔術師としての成長のため、将来の安定した職業のため、そしてなにより真ま白しろちゃんを不幸の運命から救うため。君色くんはリオとの仲を深めるのが一番の近道だと言えるわ」

「た、たとえそうだとしてもだ！　やっぱり、結婚なんて──」

「じゃあ、いまここではっきり無理ですってリオに返事しなさいよ」

「いや、それはだなっ。あくまでも結婚はいきなりすぎるって話で……」

「ちっ、ヘタレめ」

　あ、グサッとくる。自覚があるだけにグサッときた。

　俺がそうやっていつまでも言葉に詰まっていると、玲樹は妥協案として、

「わかりました。じゃあ一週間後。クリスマス・イブまでに結論を出しなさい」

　と提案してきた。

　クリスマス……そういや、もう一週間後のことか。

　今年は魔術師の仕事料があるからな。いつもより豪勢なクリスマスを送れそうだ。真ま白しろになにかプレゼントを買ってやろう。でもあいつ物欲ないからなあ。なにがいいかなー。

「いい？　クリスマス・イブだからね、クリスマス・イブ。忘れちゃ駄目よ」

「わかった、わかったよ。イブな。うん。あはは。真白になに買ってやろうかなー」

「現実逃避しちゃってますね」

「妹の将来が不安になるわ」

　玲れい樹じゆと祭まつり子こがなにか言っているが、聞こえないね。

　俺おれはただ、最愛の妹とすごす素敵な聖夜に想おもいを馳はせるだけさ。

　だが、

「君きみ色いろ」

　リオが語りかけてくる。

「待ってるから」

　熱のこもった眼まな差ざしに──俺はやっぱり、答えを返せない。

　ただ。

　……一週間、真剣に考えてみようと思った。








幕間　妹の交友関係





　綾あや瀬せ君色が鍵かぎ宮みやリオの手作り弁当を食べていたその頃ころ。

　綾瀬真白の通う中学校でも、昼休みの時間が訪れていた。

「フレアちゃーん！　一緒にお昼食べよーっ！」

「はい。ご一緒しましょう」

　昼休みが始まるなり、前の席に座る少女に後ろから抱きつく真白。

　慣れた素振りで真白のハグを受け止めるのは、彼女の一番の親友だった。

　名前は、来くる巻まきフレア。

　目の覚めるような銀髪に、碧あお色の瞳ひとみ。室内でありながらいつも外すことのない羽根つき帽子を被かぶった姿は、クラスの中でも浮いていた。

　しかし本人も真白も特に気にすることはなく、お互いの机を合わせて仲良くお弁当を並べる。

「真白ちゃん真白ちゃん。最近お弁当にお肉の割合が増えたんじゃありませんか？」

「うん。お兄ちゃんが新しいお仕事を始めて、食費が増えたの」

「ははあ。それは景気のいい話ですね。では次回お兄さんにお会いした暁には、フレアもプレゼントをねだってみることにしましょう」

「あはは。あんまり高いものをおねだりすると、お兄ちゃん冗談でも目を回しちゃうよ」

「ご安心ください。フレアが要求するのはお兄さんの初めての唇……ですので」

「ええっ!?　だ、だめだよフレアちゃん！　お兄ちゃん彼女さんできたんだから！」

「それもご安心ください。冗談ですのでっ」

　フレアはその浮世離れした外見に反し、茶ちや目めっ気けに満ちた少女だった。

「お兄さんの彼女さんといえば、とてもかわいらしい方だと聞きましたね」

「うん。リオさんっていって、お兄ちゃんと同い年の先輩さんなんだけど、すっごく話しやすくて優しい人なの。お隣さんだから、よくうちにも遊びに来るんだよ」

「それは羨うらやましい」

「それにそれに、もう結婚する約束もしてるんだって！」

「さすが高校生！　進んでますっ！」

「今度きちんとお祝いしたいなーって思ってるの」

「ぜひやりましょう！　もちろんフレアも協力します！　いまから楽しみです！」

　和わ気き藹あい々あいと手を取り合う二人は、傍から見ても微笑ほほえましい。

　と、そんな真ま白しろとフレアに声をかける少女が一人。

「……アタシも交ぜてもらっていい？」

　ぼそり、と小さな声でつぶやいたのは、金髪の少女だった。

「しのちゃん！」

　真白がそう呼ぶ彼女は、朝のホームルームで挨あい拶さつを交わしたばかりの転校生だった。

　背丈やスタイルなどはどれも歳とし相応で、普通という印象を漂わせる。しかし首から上、一目で天然物とわかるほど鮮やかな金色の髪が目を引き、髪色に釣られて容姿をよく見れば、こちらもかわいらしく整っていることがわかった。

　席は真白の隣であり、授業の合間の休み時間などで既に何度か話をしたりしている。

「……実はね、真白ちゃんと来くる巻まきさんにお願いがあるの」

「フレアでいいですよ。フレアもしのちゃんと呼びますので」

「……ありがとう。それでね、真白ちゃんフレアちゃん」

　ちなみにフレアは真白の前の席だ。

　席が近い者同士、三人で机をくっつけあって昼食を一緒にする。

「……アタシ、まだこの町に慣れてなくて。予定が空いていれば明日の放課後、二人に買い物につきあってもらいたいの」

「うん。いいよ」

「いいですよ」

　真ま白しろとフレアの答えは即答だった。二人とも、友達からの頼みは基本的に断らない。

　が、しのちゃんは今日知り合ったばかりにもかかわらずあっさり申し出を受け入れられてしまったことに驚いている様子だった。

「なにを隠そう、こちらの真白ちゃんは生まれたときからこの町に住んでいますからね。そのちっちゃな頭の中にはベテラン主婦顔負けのお買い物マップが搭載されているのです。期待してくれていいですよ？」

「……フレアちゃん、自分のことじゃないのに自じ慢まんげ」

「自慢の嫁ですので」

「ええっ!?　ち、違うよ！　わたしとフレアちゃんはお友達だよ！」

「冗談です。このとおり、フレアと真白ちゃんはとても仲の良い親友同士です」

「……真白ちゃんは純粋なのね」

　両手をぱたぱたさせながら赤面する真白を見て、しのちゃんはそう評した。

　真白は「あうー」と、恥ずかしさを紛らわせるため声を大にして提案する。

「あの！　それじゃせっかくだし、お兄ちゃんとリオさんにもお願いしてみようと思うんだけど！　ちょうどフレアちゃんにもリオさんを紹介したかったしっ。しのちゃん、わたしのお兄ちゃんと彼女さんも一緒じゃダメかな？」

















「……構わない。むしろ、こちらからお願いしようと思っていたくらい」

　しのちゃんは淡白に言い、口元だけで薄く笑みを作った。

　フレアはその些さ細さいな変化を見逃さず、きゅぴんと目を光らせる。

「しのちゃん。いま笑いましたね」

「……そんなこと、ない」

「いいえ、フレアは確かに見ました。どこか悪っぽい笑みでした。しのちゃんは、もしかして──」

　フレアは深刻そうな表情を作ってしのちゃんに迫る。

　そして指を差し、芝居がかった演技で言い放つのだ。

「君きみ色いろお兄さんに、えっちなイタズラをするつもりですね!?」

　真ま白しろが「ええ!?　そ、それはダメだよいけないよ！」と大おお慌あわて。しのちゃんは「……そんなことしない。フレアちゃんって、おもしろい人ね」と微笑。フレアは「はい。フレアはおもしろいことが好きです」と言ってケラケラ笑った。

　とにもかくにも明日。みんなで買い物に行くことになった。








第二話　彼女だからこそわかってしまうこと





　昨日きのうのことである。家に帰ると、妹が「お兄ちゃんの明日の予定をください！」とお願いしてきたので、俺おれは刹せつ那なの反応速度で「オーケーシスター！」と返した。以上。

「悪いなリオ。つきあわせちまって」

「ぜ、ぜんぜん悪くないです。むしろ正義です」

「なんだそりゃ」

　そのあと「リオさんと一緒に来てね」ともお願いされたので、俺とリオは放課後、二人で真白との待ち合わせの場所へ向かっていた。

　なんでも、昨日転校してきた新しい友達のために買い物につきあってほしいとのこと。

　それくらいならお安いご用である。まあ、兄という生物は妹に頼られると無条件で嬉うれしくなってしまうので、如い何かな無理難題であろうと断る気はなかったがな。

「ときに君色」

「なんだ」

「これはひょっとして、で、デートというものではないでしょうか」

「違うだろ。二人きりってわけじゃないんだし」

「そ、そうですか」

　最近気づいたのだが、リオは動揺あるいは緊張しているとき、口調が丁寧語になるようだ。つまり、いまこいつは緊張している。なぜか。初対面の人間と会うからだろう。

「あんまり気負うなよ。相手は真ま白しろの友達で、しかも中学生の女の子だぞ」

「べ、別に気負っているわけでは……ただ、その、君きみ色いろと二人というのが、その……」

　顔を伏せ、俺おれの鞄かばんを指で摘つまみながら歩くリオ。

　俺が一言「危ないぞ」と注意すると、リオは紅潮した顔をゆっくり傾けてきた。

　……上目遣いの視線と俺の視線が交差し、見つめ合う。

　数秒後、ハッとしてどちらとでもなく目を逸そらした。

「そ、そういえば、真白ちゃんの親友というのはどんな子なのだろう？」

　リオが話題を変えてくる。俺は即座に乗った。

「来くる巻まきフレアって言ってな。一言で説明するならお茶目な奴やつだ」

「君色とも仲がよさそうな口ぶりだな」

「おう。あいつとは真白が天使たる所以ゆえんについて三日三晩語り合える仲なのさ」

「そうか。真白ちゃんは学校でも愛されているんだな」

「いや……それは、どうだろう」

　リオのふとした言葉に、俺は思わず考え込んでしまう。

「どうしたんだ君色？」

「真白のことで、兄として一つ気がかりなことがあってな」

「私でよければ相談に乗るが」

「……あいつ、ひょっとしたらフレアしか友達がいないんじゃないかって思うんだ」

「あの人当たりのいい真白ちゃんが？　それはないと思うが……」

「もちろん昔は友達もいっぱいいたさ。でも現在に限ってはそうなんじゃないかってな」

「……詳しく訊きいてもいいだろうか？」

　俺はリオに道すがら話をした。

「あれは中学二年の夏……俺と真白が二人暮らしを始めて少し経った頃ころ、だいたい師匠と出会ったのと同じ時期だったかな。真白と仲のよかった友達が、家の都合とかでみんな一斉に転校するって事件が起こったんだ」

「みんな一斉に……君色。それって、もしかして」

「ああ。いま思えば、『凶まが星ぼし』の力が働いたんじゃないかって思う」

　真白の『凶星』は周囲の人間に不幸を撒まき散らす。そのせいで俺たちの両親が仲を悪くし離婚したように、真白の友達にも同様のことが起こったのかもしれない。

「しかし、君きみ色いろの『契節約ギアスセイバー』の力が働いていれば『凶まが星ぼし』は無効化できるはずでは」

「そこは玲れい樹じゆにも訊きいてみたんだが、なんとも言えないみたいだぜ。《ソサエティ》でも『凶星』のことは全部わかっているわけじゃないらしいからな。俺おれやリオが聞いた話には多分に推測が含まれてるんだとよ」

　俺はポケットの中に忍ばせた『端末図書ライブラリ』のことを思う。

　魔術師や魔術のデータを調べることできるこの情報端末でも、真ま白しろの『凶星』の消費魔力量を観測することはできなかった。エラーが出るわけではなく、真白を前にしてもなぜかまったく反応してくれないのだ。

「なんらかの理由で俺の『契節約』が機能しない日があった。両親が離婚した直後という時期を考えれば、そのときはまだ俺の『契節約』が不完全だった……って線が濃厚らしい」

「ふむ……」

「そんなわけで小六の夏、真白は友達が一気にいなくなっちまったんだよ。だけど転校した子がいれば転入生もいたみたいでな。幸いにもそいつとすぐに仲良くなれたんだ」

「その子が来くる巻まきフレアちゃんか」

「ああ。で、そのまま中学二年のいまに至るまでずっと一緒……って具合だな。ただそれ以降、真白がフレア以外の友達について話したことって昨日きのうまでなかったんだよ」

　故ゆえに、新しい友達の話を聞いたときは心の中で歓喜にわいた。

　兄でなくとも思う。真白はいい子だ。だからこそもっと友人に恵まれてほしいと思う。

　そして、もし『凶星』が原因であるのなら──改めて、なんとかしなくちゃなと思う。

　玲樹は言っていた。『凶星』を完全除去できる大魔術があると。

　その大魔術に必要な魔力が一千万。唯一発動できる可能性を持つリオの魔力が一万。

　無茶ぶりのようだが、俺の『契節約』を鍛え、リオの魔力を節約すれば希望はある。

　そのためにも、俺は魔術師として成長する──そのためにも、リオとの絆きずなを深める。

「……方法論を突き詰めていくと、やっぱそうなるか」

「なんのことだ君色？」

「なんでもない」

　そんな風ふうに、俺とリオが歩道橋の階段を上ろうとしたところで、

「──逢あい引びき中に失礼します、お兄さんお姉さん」

　段上からこちらを見下ろす、小柄な少女が現れた。

　一発で異人と窺うかがえる銀髪。視線鋭き碧あお色の瞳ひとみ。そしておしゃれさんを主張してやまない羽根つき帽子。これら三種のトレードマークを備えた人物を、俺は一人だけ知っている。

「銀髪に……碧へき眼がん!?」

　だが初対面のリオは大いに驚いているようだ。

　それもそうか。銀髪碧眼の女の子（それも真白ほどではないが、おすまし顔がキュートな美少女）なんて、普通はフィクションの中にしか存在しないからな。

「鍵かぎ宮みやリオさんですね？　噂うわさは聞いていますよ」

　少女は妖よう艶えんに笑い、ゆったりとした歩調で階段を下りてくる。

　この口ぶり……こいつ、初対面のリオの反応を見て楽しんでやがるな。

「君きみ色いろ。まさかあの娘こは、私たちを狙ねらう敵魔術師──」

「いや、普通に知り合いだ」

　リオがいらんことを口走りそうな気がしたので、俺おれはとっととネタばらしする。

「紹介する。真ま白しろの友達の来くる巻まきフレアだ」

「はじめまして。来巻フレアといいます」

　フレアはぺこり、と礼儀正しくお辞儀をした。

　リオもすぐに腰を曲げ、ぺこりと挨あい拶さつ。

「……普通に知り合いで、しかも真白ちゃんの友達なのか？」

「そうだよ」

「だって、銀髪碧へき眼がんだぞ？」

「ハーフなんだってさ」

「そんなオリゼロみたいな設定の女の子がいてたまるかっ！」

　リアル魔術師がなに言ってんだ。

　少し意外な反応ではあるが、リオはフレアの銀髪碧眼な容姿に素直に感動しているようだ。だって目を輝かせて「かわいい……」とかつぶやいていた。二回ほどつぶやいてようやく「あ、真白ちゃんと同じ制服だ」と気づく。

　そんなリオの姿を見て微笑するフレア。

「話に聞いていたとおりかわいらしい人ですね、リオ先輩」

　その言葉にピーンと背筋を伸ばすリオ。

　動きが錆さびついたブリキ人形みたいにぎこちなくなり、お口をもごもご。

「しぇ、しぇんぱい……君色！　せんぱ、先輩って呼ばれた！」

「フレアは中二でおまえは高一だからな」

「先輩……リオ先輩……センパイなんて呼ばれたの初めてだ……」

　どうやら先輩扱いされたことに感激しているらしい。

　両りよう頬ほおを手で覆い、うわ言のように「どうしよう」などとつぶやいている。

「本当にかわいい人みたいですね、お兄さん」

「あんまりからかうなよ。こいつ、真に受けやすいタイプだから」

　俺が保護者っぽく紹介してやると、リオとフレアは互いの手を取りぶんぶん振りながら「よろしくお願いします」「こここちらこそ」と連呼していた。微笑ほほえましいな。

　しかし二人並べてみると、なんと鮮やかな黒髪と銀髪のコントラストだろう。

　リオのイメージが日本人形なら、フレアは西洋人形。背丈も近いため、和洋の人形系美少女コラボレーションと言えなくもない。ここに真ま白しろを加えたら、アイドルユニットでもプロデュースできてしまいそうな──って、それは言いすぎか。

「ところで、君きみ色いろお兄さん」

「うん？　どうした」

「あそこに棗なつめ先輩が隠れているのは、なにかの遊びでしょうか？」

　フレアが指差す先──俺おれたちの後ろの電柱から、ひょっこりはみ出るポニーが見えた。

　三人揃そろって視線をやると、さすがに無理だと感じたのか、電柱の陰から棗が出てくる。

「き、奇遇ね。みんなで揃ってどこかにおでかけかしら？」

　偶然を装おうとする棗。

「いやおまえ、いま隠れてたよな？　明らかに隠れてたよな？」

「な、なんのこと？」

「察してやろう、君色。棗はきっと、一人のけ者にされて寂しかったんだ」

「んなっ!?　だ、誰だれがそんな……いや、えと、そのとおりだけど」

「あれ。真白ちゃんはたしか、棗先輩にも声をかけると言っていましたよ？」

「ああ。朝飯のときに誘ったけど、棗はバイトがあるって断ったんだよ」

「そうだったのですか。でもここにいるということは、予定が空いたのですか？」

















「う、うん。けっこう無理言って代わってもらったんだよね……あはは」

　そこまでして……いや、わかるぜ。仲間はずれは寂しいもんな。

　俺おれだって真ま白しろがリオや棗なつめと遊びに行くっていうのに一人のけ者にされたら寂しい。

「なにはともあれ、これで全員ですかね」

「だな」

「リオ先輩のお姉さんにも声をかけると聞いていましたが、一緒ではないんですか？」

「姉様は行く気満々だったのだが、昼休みに『急用ができたから、やっぱり行けない』と連絡をもらった」

「そうですか。それは残念です」

　……あの女の子好きを公言する玲れい樹じゆが、真白との約束をパスするほどの急用、ね。

　ひょっとして魔術師絡みだろうか。

　それもビギナーの俺やリオに話を回さないってことは、かなり重要な案件と考えられる。

　とはいえ……不安な顔を浮かべていたら、楽しそうにしているリオに悪いか。

「そういえば、フレアはなんでここに？　真白は一緒じゃないのか？」

「真白ちゃんはしのちゃんと一緒にこの先の公園で待っています。フレアはお兄さんの彼女さんとやらが気になったので、一足先に挨あい拶さつに伺わせていただいたのです」

「か、彼女さんじゃないから！　リオが君きみ色いろの彼女さんっていうのは誤解だから！」

　なぜか誰だれよりも早く、棗が強く否定する。

「失礼しました。彼女さんではなくお嫁さんでしたね」

「それも違ぁ────う！」

　お、お嫁さんって……真白の奴やつ、もうリオとの結婚話を広めちまったのか。

　相手はフレアだし、外堀が埋まるってことはないが……うん。誤解を解くのも面倒だ。

「……否定しないのか？　君色」

「……真白を嘘うそつきにはしたくねーからな」

　横断歩道橋を渡る途中、リオは俺の真横にぴったりとくっついてきた。

　そしておもむろに手を握ってきたりしたが、また赤面して俯うつむいたまま歩かれても危ない。

　だから俺は、リオの手をしっかりと握り返してやった。



　待ち合わせ場所の公園までやってきた。

　制服姿の真白は噂うわさの転校生と並んでベンチに座り、こちらに気づくとにこやかな顔で手を振ってくる。俺もすぐに振り返す。うーむ、我が妹は一挙手一投足が天使だな。

「紹介するね。お友達のしのちゃん。つい最近この町に越してきたんだって」

「……しのちゃんです。しのちゃんと呼んでください」

　さっそくの自己紹介。

　真ま白しろの新しい友達は、よくも悪くも普通という言葉が似合う女の子だった。

　注意深く見れば容姿もいいし発育も歳とし相応だと思うのだが、なぜだか印象が薄い。髪は金髪でむしろ目立ちそうな外見なのにな……不思議なこともあるもんだ。

「よろしくな、しのちゃん」

　しのちゃんはリオと棗なつめにそれぞれ挨あい拶さつをし、俺おれに対しては──

　チラッ。ぷいっ。

　一いち瞥べつをくれただけで、言葉も握手もくれなかった。

「……なあ真白。お兄ちゃん嫌われたかな」

「きっと照れてるだけだよ。しのちゃんは恥ずかしがり屋さんだから」

　そっか……ま、まあこの中で男は俺一人だけだしな。見た目もおとなしそうだし、初対面の男性に対して気後れしているだけだろう。うん。きっとそうだ。そうであれ。

「それで、しのちゃんはどこを見て回りたいの？　なにかご要望はある？」

　世話焼きさんの棗は、臆おくすることなくしのちゃんに話しかけていく。

「……町を散策してみようとも思ったんだけど、今日は買い物を優先したいので」

　緩慢な動作で、しのちゃんは公園向こうの大きな建物を指差した。

「……あそこに行ってみたいな」



　俺たちは町のデパートを訪れた。地域密着型百貨店というやつである。

「確かに、ここならなんでも揃そろうが……俺たちの案内なんていらないんじゃないのか？」

「細かいことを気にしないの。みんなで遊びに来たと思えばいいじゃない」

「そうだぞ君きみ色いろ。私もここに来るのは初めてだから、少しわくわくしてる」

　女の子は好きだよな、こういう場所。棗もリオも例に漏れずらしい。

　俺たちはまず日用雑貨と消耗品の売り場を訪れた。

　最近こちらに越してきたばかりというしのちゃんはいろいろ買い揃えたいものがあるようで、売り場を一通り見て回ることにしたのである。

「しのちゃんしのちゃん！　これなんてどうでしょう？　『目の前で手を叩たたくとリズムに合わせて踊り出す観葉植物型ロボット』ですって！」

「……それは必要ない」

「あ、見て見てしのちゃん！　しゃもじとお箸はしが一体化した『おはしゃもじ』だって！　これならごはんをよそいつつそのまま食べられるよ！　お兄ちゃんもどうかな!?」

「……それもいらない」

「うーん、いらないな」

　アイディア用品コーナーと銘めい打たれた一画で、中学生トリオは掘り出しものを漁あさっていた。しのちゃんではなく、主にフレアと真白が、だが。

　しのちゃん自身も物色してはいるみたいだが……なんか、どれを手に取っても反応が薄い。というより興味がなさげだ。第一印象のとおりドライな性格なんだろうか？

「いいもの見つからないのか？　しのちゃん」

「……お構いなく」

　親切心から声をかけると──おおう。ぷいっとそっぽを向かれてしまった。

　俺おれ、真面目まじめに嫌われてる？　真ま白しろにもっと真剣に相談しようかな……。

「あ、見てお兄ちゃん！　食器用洗剤がいまだけ特価だって！」

　と思ったが、緊急事態エマージエンシー──すれた心に節約戦士の情念を呼び戻す。

「報告しろ！　いくらだ真白！」

「一○八円！」

「よし、確保だ！」

「ラジャです！」

　俺の指示を受け、真白が特価品のワゴンに突っ込んでいった。標的は無事確保。

　フッ、デパートなんてそう来るもんでもないが、思わぬ獲物を手に入れちまったぜ。

「……あの兄妹きようだいはいつもあんな感じなの？」

「あんな感じですね」

「うん。あんな感じね」

「君きみ色いろが活き活きとしている」

　外野は約一名を除いて呆あきれた風ふうだったが、この反応もいまさらと言えよう。

　俺と真白。節約に日々勤いそしむ綾あや瀬せ兄妹が揃そろって買い物に出れば、当然こうなる。

「わかってるな、真白。この世は常在戦場……いつ何なん時どきお買い得商品に遭遇するかわからない。財さい布ふには常に余裕を持たせ、身体は素早く反応できるようにしておけ」

「うん。ところでね、お兄ちゃん」

「どうした」

「洗剤、一昨日おとといくらいに九八円のやつを買ってたよ。すっかり忘れちゃってたっ」

「そっかー。よし、戻してこい」

　真白は「はーい」と返事をして、食器用洗剤をワゴンに戻しにいった。

　たとえ一いつ時とき安かろうとも、無駄なものは買わない。これもまた節約戦士の鉄則だ。



　次に訪れたのは、上の階にあるファッション雑貨コーナーだ。

　やはりこれだけ女の子が揃っていると誰だれかしらが足を止めてしまうもので、棗なつめが展示されたアクセサリーの前で神妙に唸うなっている。

「むむむ……こういうのつければ、あたしも一発逆転あるかな……」

「なにを逆転するって？」

「のっひゃあ!?」

　俺おれが後ろから声をかけると、棗なつめは飛び上がりながら反転しこちらを向いた。

　相も変わらず、リアクションが達者な奴やつである。

「き、きききき君きみ色いろはさ！」

「なんだよ」

「こういうのって、どう思う!?」

　棗は『ご自由にお試しください』のタグがついたアクセサリーを自分の髪に装着してみせる。蝶ちようを象かたどった淡い紫色の髪留めだった。

「似合ってるんじゃないか？　棗がそういうのつけてるのって、なんか新鮮だな」

「にあ、う……？　そ、そう……かな？」

「ああ。かわいいと思う」

　なにせ棗とは幼い頃ころから顔を合わせているからな。

　普段からあまり着飾らないだけに、素直に『もっと見たい』と思わせる魅力が──

「じゃ、じゃあ買っていこうかなっ。どうしちゃおっかなっ」

「──いや。それはやめておいたほうがいい」

「へ？　な、なんで？」

　一転して不安げな表情を作る棗。俺の深刻な雰囲気を見ての変化だろう。

















　だがな、深刻にもなるさ。俺おれは大変なことに気づいてしまったのだから。

「これを見てみろ。この蝶ちようの髪飾り──めっちゃくちゃ高いぞ！」

　棗なつめにもわかるように値札を指差す。

　そこに刻まれた数字は、なんと一九八○円……っ！

　明らかなオーバーコスト。衝動買いするには高すぎる金額だ！

「棗。おまえは自分でバイトして小遣いを稼いでいる身の上だろう。俺たち兄妹きようだいほどではないにしても、日々節約を心がけているはずだ。それが一時の衝動に駆られて過ちを犯そうとしている。従兄弟いとことして黙っていられようか。いやいられない！　アクセサリーならこっちの安いのを……って、なにうなだれてんだよ」

「そうだったわ……君きみ色いろってそういう奴やつだった。ううん。あたしわかってた」

　なにやら落胆した様子の棗。俺にはさっぱり原因がわからなかった。

　俺がどう慰めたものかと考えていると、フレアが好奇の目を備え歩み寄ってくる。

「君色お兄さん。こういうときはポンと買ってあげるのが男の甲か斐い性しようでは？」

「男の甲斐性か……フッ。俺が長年追い求めている秘宝レガリアだな、それは」

「でも君色お兄さん。最近は景気がよくなったと真ま白しろちゃんから聞いていますよ？」

「うん？　ああ、まあな」

「差し支えなければ、どんなお仕事か教えてほしいです。興味があります」

　む……内容について問われるとちょっと困る。

　だって魔術師だしな。真白は『玲れい樹じゆさんの秘密のお仕事』で納得してくれているが、このやたらと好奇心旺おう盛せいな後輩にはどう話したものか──よし、あの手でいこう。

「いいのかフレア？　真実を聞いたら、おまえはもう戻れないかもしれないぜ？」

「覚悟はできています。それほどの興味です」

「……わかった。ならば教えてやろう。俺の職務は──戦闘魔術師だっ！」

「戦闘魔術師！」

　フレアは真白の友達だけあって、とにかくノリがいい。

　なのでここはあえて秘さず、嘘うそは言っていないが嘘としか思えない答えで誤ご魔ま化かす。

　大丈夫、フレアは聡さとい子だ。乗ってはくれるが、内心ではちゃんと嘘と見抜いてくれるはず。

「戦闘というからには、何者かと戦っているのですか？」

「ああ。あるときは悪の魔術師、またあるときは強大な魔力を帯びた魔獣だったりだ」

「すごいです！　きっと必殺技とかも持っているんですね！」

　……あったらよかったなあ、必殺技。切実に欲しいよ、必殺技。

「どうしましたかお兄さん。瞳ひとみに哀愁の色が見えます」

「気にするな。それより必殺技な。もちろん持ってるぜ。人呼んで『輪りん廻ね天てん衝しよう』だ」

「四字熟語をちょこっといじってみた系ですね！　素晴らしいセンスです！」

「フッ、あまり褒めるな」

　本当にノリがいいなこいつは。フレアとの会話は純粋に楽しいと思える。

　と、そんな俺おれたち二人のやり取りをじっと観察する少女がいた。しのちゃんである。

「……真ま白しろちゃんのお兄さんって、バカなの？」

「ぐはあっ！」

　今日初めて知り合った子に、ストレートにバカって言われた！

　いや、そりゃそうだろうけどさ！　そうだろうけど！　そうだろうけどさあ……。

「大丈夫だよお兄ちゃん。わたしはお兄ちゃんのそういうとこ、素直に格好いいと思う」

「ま、真白……っ！　俺のことをわかってくれるのはやっぱりおまえだけだ」

「私も、君きみ色いろの言動はおもしろかっこいいと思う」

「リオまで……いや待て。おもしろかっこいいってなんだよおまえ」

　リオは吹けていない口笛を吹いて誤ご魔ま化かした。告白以降たびたび好意を主張してくるようになったが、俺をいじって楽しもうとするところは相変わらずなんだよな、こいつ。

　そして、俺はそんな風ふうに扱われることが嫌じゃないとも思ってしまっている。

　……別にマゾとかではないはずだ。決して。

「お兄さんお兄さん。手を出してください」

　フレアが言うので、俺は反射的に右手を差し出した。

　その掌てのひらに、フェルト生地で縫われたマスコットのようなものが載せられる。

「なんだこれ？　いかにも手作りって感じだが……」

「いかにも。フレアが作りました手作りマスコットさんです」

「これを、俺に？」

「はい。戦闘魔術師の仕事には危険がつきものでしょう。フレアのお手製マスコットにはお守り的な効果があります。ほら、よく見るとこのマスコット、誰だれかに似てませんか？」

　言われてよく見る。

　顔はデフォルメされているが、服装や髪形、リボンのアクセントから察するに──

「まさか……真白か！」

「大正解です！　……恥ずかしいので、真白ちゃんには内緒にしていてくださいね？」

　真白がリオやしのちゃんと別の小物を物色している裏で、フレアが囁ささやいてくる。

　なるほどな。妹のために頑張るこの兄に、妹をモチーフにしたお守りとは。なかなか粋なことをしてくれる後輩じゃないか。まったく、真白はいい親友を持ったものだ。

「ありがとうな。ありがたくもらっておくよ」

「いえいえ」

　俺はなくさないよう、フレアからもらったマスコットを制服のポケットにしまった。



　続いて訪れたのは、さらに上の階にある衣料品売り場である。

　デパートに置いてある婦人服なんて奥様向けのものがほとんどだと思っていたが、この店はなかなかどうして、若者向けの服も多く仕入れているらしい。というか、一部コスプレ衣装としか思えないものもあるな……なんでミニスカチャイナが置いてあるんだよ。

「見てください真ま白しろちゃん。あのショートダッフル、すごくかわいいですよ！」

「あ、ホントだ！　袖そでのところがモコモコしてる！」

　真白とフレアは仲良し中学生の肩書きが実に似合うはしゃぎっぷりを見せていた。

　しかしながら、婦人服売り場に男子高校生一人というのは居いた堪たまれないものがある。隣はよりにもよって下着売り場だし。

　なので、俺おれは近くのベンチで休憩することにした。

　鞄かばんからいつも学校に持っていっているペットボトル（中身は水道水）を取り出し水分補給。遠目から真白の挙動を眺めていると、しのちゃんがこちらのほうにやってきた。

「……ねえ、真白ちゃんのお兄さん。質問があるんだけど」

　正面に立ち、感情の見えない視線を向けてくる。

　俺はしのちゃんから話しかけてくれたことを嬉うれしく思い、弾んだ声を返した。

「おう、いいぜ。なんでも質問してくれ」

「……真白ちゃんのお兄さんは、巨乳と貧乳どっちが好き？」

「ぶふーっ！」

　真顔でなに言ってんのこの子!?　思わず飲んでた水吹いちまったじゃねーか！

「……真白ちゃんのお兄さん、きたなっ」

「おまえがキャラに合ってないこと言うからだろうが！」

「……キャラを見せた覚えとか、ないし」

「うっ。たしかにまだ掴つかみ切れてないところあるけどさ」

「……で、どっち？」

　どっち、と言われましても。

　そもそもそんなこと知ってどうするんだよ……ちなみに、しのちゃんはよく見ればあるほうだと思う。真白やフレアと比較しての判断だが。ってなに観察してんだよ俺は。

「それはとても」

「興味のある質問ね！」

　俺が返答に詰まっていると、いったいどこから聞きつけたのか。

　リオと棗なつめが会話に加わり、興奮気味にベンチの両サイドを塞ふさいできやがった。

「前々から謎なぞだったのだが、君きみ色いろの性癖は窺うかがい知れぬところがある。一週間ほど同居生活を送った私でも、未いまだにシスコンくらいしか把握できていないぞ」

「真ま白しろちゃんに悪影響だからって、年とし頃ごろの男の子が持ってそうな本とか一切持たないのよね。おかげで従姉妹いとこで幼なじみな私もシスコンくらいしか知らないわ」

「俺おれのシスコンは性癖じゃねえ！　家族愛だ──って」

　なんだこの状況。

　正面にはじっと質問の答えを待つしのちゃん。

　左側にはなぜか襟元のネクタイをいじっているリオ。

　右側にはなぜか制服のボタンを一つはずした棗なつめ。いつの間にか囲まれている。

　このまま沈黙を貫き、真白かフレアの助けを待──あっ、駄目だあの二人。売り場奥の帽子コーナーに夢中だ。ああ、キャスケットを被かぶった真白がかわいい。

「……それで、ビッグ、オア、スモール？」

　しのちゃんからの応答催促。

　唇に汗の味を感じた俺は、思い切って──

「ひっ……貧乳っ」

　ぼそりと、本音を口にした。

「き、君きみ色いろ……あんた」

「待て！　これには極めて論理的な理由がある！　聞けば誰だれもが納得するはずだ！」

　誤解されないよう、俺は立ち上がって声高らかに言い放つ。

「──胸が小さいほうが、下着の値段が安いんだよ！」

　俺が指差すその先は、女性下着のコーナーだった。

「初心者はブランド力の差が価格の決定的差と思いがちだが、俺は知ってるんだぜ。下着の値段はサイズによって微妙に変化するってことをな！」

「……知ってるんだ。男なのに」

「おうとも。なんせ真白の初めてのブラは一緒に買いに行ったからな」

「……うわあ」

　しまった。しのちゃんがわりと洒落しやれにならないレベルで引いている。

　一方、リオは「なるほど納得だ」と言いながら頷うなずいていた。

「私はどちらかというと君色の好み寄りだと思うので、少し嬉うれしいというか……」

　頬ほおを染めつつ、自分の胸を制服越しにぺたぺたと触るリオ。

　本人の言うとおり、リオの胸は慎ましいという表現がよく似合うサイズである。

「棗は私よりもあるな」

「ぐぬっ！　なんで勝ってるのに敗北感を背負わなきゃならないのよぉ──っ！」

　悔しそうに歯は噛がみする棗。その胸は、うん、よくも悪くも普通サイズだ。でもたぶん、下着の値段はリオより高くつくに違いな──なにを分析しているんだろう、俺。

「……じゃあ、服は？」

　いまさらの恥ずかしさを覚えていると、しのちゃんからの質問第二弾。

「……女の子の服装。どういうのが好きか」

「あー。それは答えるの難しいな……あんまり意識したことないし」

　第一、女の子の服自体詳しくない俺おれである。女の子どころか男の服だって詳しくない。流行とか知らねーよ。長く着られればいい。というのが節約戦士の主張。

　が、それで納得してくれないのが両サイドの女子二名である。

「君きみ色いろ。聞けば一般庶民の間では、試着という文化があるそうな」

「あるな。別に庶民の文化ではないと思うが」

「ねえ君色。試着するだけなら無た料だよね？」

「だな。あんまり度を越すと冷やかしになっちまうが」

　突然、リオと棗なつめが立ち上がった。

　互いに視線を交差させ、スポーツ漫画のライバル同士が如ごとく火花を散らし合う。

　そして互いに口を揃そろえて、

「決着をつけよう」「決着をつけるわよ」

　……なんの決着だよ、なんの。



　と、そんなわけで。

　リオと棗が勝負をすることになりました。

　ルールは簡単。互いに好きな服を選び、試着して俺に見せる。俺がかわいいと思ったほうが勝ち。ついでに言うと「どっちもかわいいので引き分け！」という最終奥義は開始前から封殺されてしまった。

「買う気もないのにこういうことするのはよくないと思うんだが……店の人に迷惑だろ」

「大丈夫ですよ、君色お兄さん。お店の人に話したら快く許可してくれました」

　しのちゃんから話を聞いたフレアが、俺と並んで試着室の前で待機している。

「ついでに試着した姿で売り場を歩いてくれると宣伝になって良し。とのことです」

「イベント好きな店員さんで助かるよ」

「でもわからないでもないです。お二人ともかわいいですし」

「それは……否定しないが」

　正直なところ、少し楽しみな俺がいる。

　目の前の試着室は二つ。

　右側にはリオとサポートコーディネーターのしのちゃんが。左側には棗と真ま白しろが。

　それぞれカーテンの向こうで制服を脱いだり、自分で選んだ服に着替えたりしているはずだ。ほら、耳を凝らせばしゅるしゅるという衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきそうな──

「お兄さん。いまえっちな想像をしましたね？」

「…………」

「あえて否定しないその素直なところが、君きみ色いろお兄さんの美点だとフレアは思います」

「うるせえ」

　ほどなくして、左側の試着室から「準備できたよー」という真ま白しろの声が聞こえてきた。

「では、棗なつめ先輩の先攻でいきましょう」

　進行役気取りのフレアが言って数秒、左のカーテンがシャッと音を立てる。

　現れたのは、パンク系ファッションに身を包んだ棗だった。

「ど、どう……かな？」

　胸元に用途不明のジッパーがついた濃い赤の綿シャツと、それに合わせた黒のネクタイ。プリーツスカートはうちの制服と同じ赤のチェックだが、こちらは黒のレースつきだ。脚には赤黒ボーダーのニーソックスを通し、ダークブラウンのブーツを履いている。

　しかもいつものポニーは下ろしているから、その衝撃度は計り知れない。

　なんでこんな奇抜な服がデパートに置いてあんだよ、というツッコミは置き。

　……すごいなこれ。格好いいのにかわいいぞ。

　いや、純粋に驚いた。服装一つでこうも印象が変わるのか。

「え、ええと。その、なんだ。なんていうか、あれだな。うん、あれだ」

「あ、あれってなに」

「おやおや？　お兄さん、ひょっとして照れているんじゃないですか？」

「照れてる……？　き、君色が、あたしに照れてるの？」

「うん。お兄ちゃん、間違いなく照れてるね！」

　真白やフレアから囃はやし立てられる。こういうとき、普段の棗ならお姉さんぶって「はいはいあんまりからかわないの」とでも言ってくれるのだが──

「ね、ね、君色。感想……聞かせてほしいんだけど」

　胸元に手を添え、期待感の篭こもった熱っぽい視線を向けてくるその姿は。

　棗であって、棗でない。

　感想──自身のボキャブラリーから、懸命に適した言葉を探す。目の前の棗には、単純なかわいいでは足りない。もっとなにか、洒落しやれた褒め言葉を送りたいと思えてしまう。

「……おまたせ」

　結局、その言葉が見つからないうちに──しのちゃんからの準備完了報告。

　間を置かず、右試着室のカーテンが開け放たれた。

　現れたのはドレスアップしたリオである。

「き、君色……どう、でしょうか？」

　黒を基調とした服装に、これでもかというくらい散りばめられた白のフリル。ひらひら感抜群のスカートより下は、ギリギリ肌色が拝める長さのソックスとシンプルなショートブーツで包む。

　そして髪形。いつものストレートは棗なつめのお株を奪うが如ごとく、一本にまとめられていた。飾るのは鮮やかな黒髪に合う純白のリボンである。

　こ、これは──紛れもなく、ゴスロリ！

　パンク系よりもインパクトが強い。つかなんでゴスロリ。馬ば鹿かだろここの婦人服担当。

「あ。うあ」

　それはともかく、変な声が聞こえた。

　誰だれの声かと思ったら、俺おれの声だった。

「出で揃そろいましたね。さあ君きみ色いろお兄さん、判定を！」

「う。あう」

「お兄さん？」

　どうしよう。

　うわっ。なにこれ。なんだこれ。

　なんかもうやっばいだろフリフリだろゴスロリだろ黒いだろ白いだろちっちゃすぎだろ抱きしめたい撫なで回したい褒め称えたいぎゅってしたい──

「君色？」

　──気づいたら、眼前にリオの顔があった。

　着慣れない服装のせいか、少し照れの見える頬ほお染そめフェイス。自分より背の高い俺の顔を覗のぞき込もうと繰り出される必殺の上目遣いには、はっきり申しまして九回は殺されていますでしょうか。脳内がおかしい。自分でもなにを言っているのかわからない。

　叫びてえ。

　不意にそんな衝動がやってきまして、俺は瞬く間に支配されてしまったのでした。

　反応らしい反応を返せないまま、逃げるように走り出す。

「ちょっと君色!?　どこ行くのよ！」

「すまん、ちょっとトイレ！」

　後ろから聞こえてくるのは棗の声だ。幸いにもリオの呼び止めようとする声はない。

　いやいや、追いかけてこられても困る。俺は他ほかの客にぶつかってもおかしくないくらいの勢いでフロアを走り抜け、そのまま階段を駆け上がり、一つ上の階のトイレに入った。

　中に誰もいないことを確認してから、個室へ。

　そして叫ぶ。

「うぁあああああああああああああかわいいかわいいかわいいかわいいかわいいかわいいなんだよあれもうかわいすぎんだろうもぉおおおおおおおおおおおおおお」

　場所が場所でなければ、床をごろんごろんと転がりたい気分だった。

　つまりは身み悶もだえしている。

　なんかもう、リオがかわいすぎて。

　だってかわいい。かわいい！　超絶カワイイ──ッ！

「……はあ。なにやってんだ俺おれ」

　本当に。なにやってんだろう……。

　自分の顔が真まっ赤かになっているのがわかる。リオの顔を思い出すたびに胸が苦しくなり、ゴスロリリオの姿を思い出すたびに「うあー」と変な声が漏れる。病気か俺は。

　……いや。

　感情を知らないアンドロイドでもあるまいし、気づいてるよ。そりゃ気づいてるさ。

　でもな、気づいていたとしても無理なんだ。

　棗なつめもかなりかわいかったが、たとえそういう注釈をつけたとしても。

　あの場で正直に「リオの勝ち」と判定をくだせるだけの勇気は──俺にはない。

「……戻ろう」

　このままトイレに閉じこもっていたら、変な人まっしぐらだ。

　用を足してはいないがきちんと手を洗い、ついでに顔も洗って、トイレを出る。

　そのまま階段へ向かおうとしたところで、

「君きみ色いろ」

　お面の人に声をかけられた。

　……お面だ。うちの制服を着て髪形をポニーテールにした女の子が、お祈りする天使のお面を被かぶってトイレの前で待っていた。

「棗……だよな？　なんだそのお面」

「もらった」

　天使お面の棗が、フロアの向こう側を指差す。

　そこではシルクハットにタキシード姿の見るからにマジシャンな少年が、道行く人を相手にマジックを披露していた。なにかの催しだろうか。お面に限らず、風船とかビニール棒とか子供の喜びそうなものをポンポン出している。

　おもしろいもんだなあ。と俺はトイレ横の壁に背を預けながら眺めた。

「ちょっと、ね。君色と二人で話がしたくて」

　左横に棗が立つ。その表情は、お面に隠されているために読めない。

　ただ声こわ音ねからは、真剣な様子が窺うかがえた。

「なんだよ、改まって」

「うんと、さ」

　数秒の間。

「君色って、リオのこと好きなの？」

　……いたって平へい坦たんな口調で、そう訊きいてくる。

　どう答えるべきか、迷った。

　迷いはしたが、決断はすぐだった。

「好きだよ」

　──羞しゆう恥ちも見栄もなく、正直にその想おもいを口にした。

　少なくとも、棗なつめにだけは嘘うそをついてはいけないと思ったから。

「やっぱりね」

「やっぱりってなんだよ」

「見ててバレバレなんだもん。真ま白しろちゃんだって、あんたとリオが恋人だってこと疑ってなかったでしょ？　あれ、たぶん君きみ色いろがまんざらでもない態度でいたからよ」

　俺おれの答えに返してくる棗の口調は、平へい坦たんなままだった。

　内心驚くくらい、平坦なままだった。

「でも、リオにはまだ好きって言ってないんでしょ？　告白されたのに。なんで？」

「なんでって……知ってるだろ。恋愛ってのは金がかかるんだよ。俺は、その、真白と暮らしていくので精せい一いつ杯ぱいだからさ。リオとつきあう余裕とかないんだよ、金銭的に」

「リオがそんなこと気にすると思う？」

「それは……気にしない、だろうけど」

　むしろかなりの確率で「金はなくとも愛がある」と言い返してきそうな予感がする。

「結婚の話もリオから聞いた。玲れい樹じゆさんは強要するように言ったみたいだけど、リオは君色に決断を委ねるって。あの子、ずっと答え待ってるわよ」

「…………」

「そんなに悩むんなら、すぱっと断っちゃえばいいじゃん」

「そういうわけには……いかねーだろ。リオとは今後も、魔術師のパートナーとしてつきあっていかなきゃならねーんだし。なるべく不和は作りたくない」

「だからって答えをずるずると先延ばしするの？　最低よ、それ」

「返す言葉もねーよ」

「本当はもっと、別の理由があるんじゃない？」

　さすがだな、と思った。やっぱ棗相手に誤ご魔ま化かしはよくない。

「……自信がないんだよ」

「自信って、リオに好かれる自信？」

「違う。リオのことを真白以上に好きと言える自信だ」

　フロア向こうのマジシャンがハトを出した。近くにいた客が騒ぎ出す。

「魔術師の領域に片足突っ込んでみるとな、余計に思うんだ。仮にリオと真白を天てん秤びんにかけるような事態に直面したとしたら……俺はたぶん、リオを見捨てるんじゃないかって」

　一ヶ月前の“〝闇陶芸師セラミスト”〟との戦いを思い出す。

　あのとき俺おれは、真ま白しろを奪われたうえに魔王復活の生いけ贄にえにされかけた。

　リオや玲れい樹じゆの力を借りて救出することはできたが、無駄に想像力豊かな俺はこう考えちまったのである。

　──リオを渡せば、真白を返そう。さあ、どうする？

　想像上の俺は、真白を助けることを選んだ。

「《ソサエティ》の代表も言ってたぜ。真白の『凶まが星ぼし』は多くの魔術師に狙ねらわれ悪用される危険性があるって。つまり今後、真白のためになにかを切り捨てなきゃいけない場面は必ず訪れる。俺の想像が現実になる可能性は充分すぎるほどあるんだ」

「…………」

「俺にとって、真白はなにものにも代えられない大切な存在だ。たぶん、恋人よりもな。でもこういう考え方はリオに好きと言われた男として……最低のクズ野郎だと思う」

　リオの好きに答えて、結婚して、家族になるんなら──一番じゃなきゃ駄目だ。

　そして俺にとっての一番は、いまも昔も変わらず真白なのである。

　だから、リオには悪いが──

「君きみ色いろってさ、ケチよね」

　棗なつめが、嘆息するように言った。

「なんだよやぶからぼうに。そんなの昔から知ってるだろ」

「お金の話じゃなくて……うまく言えないけど、愛情まで節約する必要、ないと思う」

「愛情の節約……？」

　なんとなく、耳に残るフレーズだった。

　俺は棗に意味を問おうとしたのだが、周囲の騒がしさに意識を奪われてしまう。見るとハトを出しまくっていた少年マジシャンが警備員に追いかけられていた。ひょっとして無許可だったんだろうか。

「さて！　あたしも顔を洗ってくるから、君色は先に戻ってて」

「うん？　あ、ああ」

　結局タイミングを逸してしまい、棗は隣の女子トイレの中へ。

「あ、そだ」

　と思ったらひょっこり出てきて、離れようとした俺を呼び止める。

　お祈り天使のお面を外して、フリスビーのようにこちらに投げよこしてきた。

「そのお面、君色にあげる」

　宙を舞うお面。

　両手でキャッチしようとして、掴つかみ損ねる俺。

「なにやってんのよ」

　その先に見えた棗の素顔は──いつもどおりの快活な笑顔だった。








第三話　忍び寄る影





「ごめーん。みんなおまたせっ！」

　衣料品売り場の目につくところで待っていると、ようやく棗なつめが戻ってきた。

　俺おれがみんなのところに戻ってからさらに十五分くらい帰ってこなかったのでなにをしていたのか訊きいてみると、「顔洗ってたのよ。念入りにね」と笑って返してきた。

　なにはともあれ全員集合だ。俺たちは下の階に下りることにした。

　そこでふと、リオが学校の鞄かばんの他ほかに紙袋を持っていることに気づく。

「リオ。もしかしてあの服、買ったのか？」

「うむ。店員さんが安くしてくれた」

「そ、そうか。よかったな」

　二人並んで下りのエスカレーターに乗る。

　俺が紙袋にちらちらと視線を送っていると、リオが身を寄せて囁ささやいてきた。

「あの……今度、また着てみるので、見てもらってもいいです、か？」

「お、おう」

　なんでもないはずのそのお願いが、なんだか無性にくすぐったい。

「……じゃあ最後。食料品売り場」

　しのちゃんリクエストで訪れたのは、地下一階の食品売り場である。

　夕食の時間が近いということもあって、このフロアは他の階とは比べものにならないほどの人でごった返していた。ま、俺のような節約戦士にとっちゃ見慣れた光景だがな。

「わあ。このお店あんまり来たことないから、なんだか新鮮だねお兄ちゃん！」

「ここのデパ地下、他のスーパーと比べて高いからなあ」

　爛らん々らんと目を輝かせる真ま白しろ。買い物したくてうずうずしているようだが、残念ながら本日の綾あや瀬せ家にお買い物の予定はない。いろいろ見て回ったが、俺と真白は結局なにも買っていないしな。

　俺たちはあくまでも、しのちゃんのつき添いなのである。

　節約戦士は衝動買いをしない。如い何かなる状況下において、無駄遣いは禁物──

『──ただいまよりタイムバーゲンを始めます！　もやしがなんと一袋九円！』

　マイク片手に野菜売り場の店員がアナウンスした、次の瞬間。

「真白！」

「うん、お兄ちゃん！」

　俺おれは真ま白しろに目配せし、お買い得商品を目指してダッシュした。

　無駄遣いは禁物──故ゆえに、チャンスを無駄にしないこともまた節約術の鉄則！

「──こんなところで会うとは奇遇だな、節約兄妹きようだい」

　しかしそこで、俺たちの前に大いなる壁が立ち塞ふさがった！

　Ｔシャツに下だけジャージのラフすぎる格好に、超絶ロングな金色ポニーテール。

　こんな特徴的な輩やからは一人しかいない。

「てめえ……金髪ポニーッ！」

「もう、大家さんって呼ばなきゃダメだよお兄ちゃん」

　真白にたしなめられようとも、ライバルを前にした俺の敵意は揺るがない。

　同じく特価品のもやし狙ねらいだろう。金髪ポニーはこちらを見るなり鼻で笑う。

「はんっ。見たところ偶然この場に出くわしたって感じじゃねェか。用意もなしに戦場に飛び込むとは、まだまだ二流だな」

「フッ、戯ざれ言ごとを。俺たちは訪れるべくして訪れた。神の見えざる手によって、この聖域に招き入れられたのさ……そう、節約神の導きによってな」

　後ろで「……あの二人は何語を喋しやべっているの？」とか「あれは節約戦士のみ使用を許される特殊言語です」とか好き放題言っていたが、いまは目の前の壁をどうするかが問題だ。

　目標たるもやしの数は有限。

　もやしにたどり着くための最短ルートの数も有限。

　シミュレーション──子供づれのママさん二人組の脇わきを潜り抜け、杖つえをついたおじいちゃんを回避、そのまま直進すれば──いける！　だが売り場の狭さとこの人混み！　もやしが尽きる前に最短ルートを通り抜けられる定員は一名のみと考えられよう！

「真白、サポートを頼む！」

「了解ですお兄ちゃん！」

　パートナーに声を送り、眼前の人混みに駆け込む。

　ライバルの横を通りすぎようとした、そのとき──ハッと笑う声が聞こえた。

「若いな。そして未熟だ！」

　クルッ、ファサァッ──

　金髪ポニーが身を翻すと同時、黄金のポニーテールが宙を舞い俺の視界を遮った。

　くっ、ブラインドか！　無駄に長く伸ばしやがって！　だがこんなものは一瞬で──

「なっ！」

　──目隠しの隙すき、俺の前にカードケースを持った見知らぬ男の子が!?

　しかも男の子が持っているカードケース、微妙に開いているッ！　軽くでもぶつかってしまえば、あたり一面にカードが散らばり大惨事は必ひつ須す。目算四十枚ほどと思われる流は行やりのＴＣＧトレーデイングカードゲームを瞬時に拾い集めるのは至難の業わざだッ！

　俺おれはやむをえず足を止め、早足気味に男の子を迂う回かいする。

「お兄ちゃん！」

「諦あきらめるな真ま白しろ……節約の鉄則は『最後まで諦めるな』だ！」

　後ろで「……そのまんまね」とか「そのまんまですね」とか好き放題言っているが、知るか。あ、ちくしょう。金髪ポニーはいつの間にか目標のエリアまで到達してやがる。

　で。

　まあ、もやしは普通に売り切れた。

　悔しさのあまり床に拳こぶしを叩たたきつける俺。慰めてくれる真白。呆あきれた様子のしのちゃんとフレアと棗なつめ。リオは大家さんからおすそわけのもやしをもらっていた。綾あや瀬せ家にもくれるというのでありがたくもらっておいた。

　俺たちより一足先に、金髪ポニーが雛ひな森もり荘へと帰っていく。

　ありがとう大家さん！



　しのちゃんの買い物も終わり建物の外に出てみると、闇色の空に星が輝き始めていた。

「はあ。さすがは十二月。暗くなるのが早いですね」

　フレアが白い息を吐きながら言う。

　デパートを離れ、いまは六人全員で帰宅の途についている最中だ。

「……みんな、今日はありがとう」

　お礼を言うしのちゃんに、真白とフレアが笑顔を返す。

「ううん。わたしも楽しかったから、こちらこそありがとうだよ」

「また三人で遊びましょうね。あ、お兄さんも誘ってあげてもいいですよ？」

「悪いなフレア。今日はたまたまだ。普段の俺はそんなに暇じゃないのさ」

「では、お兄さんの代わりにクラスのイケメン男子を誘って四人で遊びましょう。そして途中で抜けて、真白ちゃんと二人きりにします」

「次もぜひ誘ってくださいお願いします！」

　フレアの冗談は置いておくとして、いつかまた、みんなで出かけたいと思う。

　仲なか睦むつまじく談笑する中学生三人組を見ていると、心からそう思えた。

「なんかいいわよね、こういうの」

「そうだな」

「あたしもまた、君きみ色いろたちに交ざってもいいかな？」

「当然だろ。おまえが遠慮するなんてらしくないぜ」

「うん。そっか。そうだよね」

　はははっ、と棗が笑みをこぼす。

　あえて言及しなかったが……こいつも、いつもの調子に戻ったみたいだな。

　と、そこでリオが、俺おれの服をくいくいっと引っ張ってくる。

「君きみ色いろ。あの……帰ったら、お話ししたいことが」

「ん。いまじゃ駄目なのか？」

「二人きりで、話したい」

　リオは顔を伏せ、俺に表情を読ませなくした。

　下へ手たなことは言わず、この場は「いいぞ」とだけ返す。

　……クリスマス・イブまでに。なんて玲れい樹じゆは言っていたが、俺もそろそろ決断するべきなのかもしれない。このまま現状維持を続けるのは、リオにも棗なつめにも悪いからな。

　右手に嵌はめた、リオとの契約の証たる指輪を眺める。

　そして普段ポケットに入れている、俺という魔術師の生命線にも手を。

　この二種の魔道具は、魔術師の領域を歩むことを決めた俺に決意する力を──

　…………うん？

　あ、あれ……あれ。えっ、嘘うそだろ。

　ポケットの中にあるはずのものが、ない。

　──『端末図書ライブラリ』がない。

「君色？　どうかしたのか？」

「は、はは……ちょっと忘れ物をしたみたいだ。すまん、みんなは先に帰っててくれ」

「え？　でも、もう暗くなっちゃうよ？」

「棗。悪いけど真ま白しろたちのボディガード頼む。な？」

「それはいいけど……大丈夫なんでしょうね？」

　さすがつきあいの長い棗だ。俺が真白を放ほうって別行動するはずがない、と事態の重さを正しく認識しているようである。悲しいかな、その重さは俺の不注意によるものだが。

「ああ、大丈夫だ。リオも頼んだぞ。じゃ！」

「あ、お兄ちゃーん！　晩ごはんまでには帰ってきてねーっ！」

　真白が後ろから呼びかけてくる。

　ああもちろんだとも。俺が真白に一人でメシを食わせるような真ま似ねするかっての。



　来た道を注意深く逆走していったものの、『端末図書』が落ちている気配はない。

　ちくしょう、いったいどこに落としたんだ……？

　あと考えられるとしたら今日あちこち回ったデパートか。

　見た目はスマートフォンに似ているし、忘れ物として届けられているかもしれない。

　よし、ならデパートまで戻ろう。

　俺は目的地までの道のりをショートカットするべく、裏路地へと入った。

　高い建物に挟まれた、街灯もまばらな薄暗い道。当然の如ごとく人通りは皆無だ。

　ならば、と俺おれは全速力で走り抜けようとして、

　──ヒュンッ。

　頬ほおをなにかが掠かすめた。

　熱っぽい痛みを感じ、触れてみると……指先に血が。

　切れている。

　おそらく背後から飛んできたのだろう。前方の地面にクナイが突き刺さっている。

　突然の事態に動揺する俺。しかし休む暇はなく、続いて何者かの気配を察知する。

　黒の装束に身を包み、布で顔を覆った、刺客という名が似合いすぎる風ふう貌ぼうだった。

　そんな奴やつらが、ざっと十人──いや十・体・。俺を取り囲んでいる。

「なんで、こいつらがここに……？」

　いや、違う。

　真に問題視すべきはこいつらがここにいることではなく、俺を囲んでいるという事実。

　だって記憶違いでなければ、こいつらの裏にいる人物は──

「──お探しの品は、これかしら？」

　背後で女の子の声。

　聞き覚えのあるその声にまず驚き……振り返って、見た。

　落としたと思っていた『端末図書ライブラリ』を手にしながら、妖よう艶えんに微笑ほほえむ──

















　真ま白しろの新しい友達の姿を。

「しの、ちゃん……？　なんだよ、これ。どういう状況なんだ」

「……先・輩・が・わかりやすく教えてあげる。一種の新人いびりだっての！」

　今度は聞き間違いかと思った。

　か細かったしのちゃんの声が別人のように明るくなり、薄いと感じていた印象が途端に鮮明なものへと変わる。

　さらに自身の胸元に手をかけると──バッ！

　しのちゃんは中学校の制服を瞬時に脱ぎ去り、中に着込んでいた黒の装束を顕あらわにする。首には地面に届くほど長い赤マフラー。金色の頭髪も加味すると、地味そうで派手という、ちぐはぐな印象に様変わりした。

　周りを取り囲む謎なぞの覆面。そして、しのちゃんのあまりにもらしすぎる格好。

　双方を鑑みた結果、俺おれは一つの解にたどり着く。

「まさかおまえ──忍しのび子こか!?」

「やっと気づいた？　いまさら遅いけどね、おまぬけさん」

　──剣つるぎ忍子。

　鍵かぎ宮みや家専属忍者の肩書きを持つ、玲れい樹じゆたちの仲間だ。一ヶ月前の“〝闇陶芸師セラミスト”〟との戦いでは、忍者らしく真白を陰ながらガードしてくれていたらしい。そのため俺とは顔を合わせたことがなく、名前だけ聞かされていたのだが──

「どうして鍵宮の使用人のおまえが、こんなことをするんだよ」

「だから言ったじゃん？　一種の新人いびりだって。ねえ後輩クン」

「どうでもいいが、なんだよその喋しやべり方。急変しすぎだろ」

「お生あい憎にく様さま。実はこっちが素なのよね。しのちゃんはお仕事用の演技だっての」

　いまさらだが、忍子だからしのちゃんってことか。

　疑問に思わなかった俺もなんだが、あだ名呼びを強調させてまで本性を隠した目的はなんなんだ。新人いびりとは言うが──ぐおッ!?

　思案している最中、覆面の一体が後ろからタックルを決めてきやがった！

「アタシさ、アンタが《鍵姫宮殿キーパレス》の一員になったことに納得いってないのよね。なんでかわかる？　魔力なしの雑ざ魚こ庶民さん」

　衝撃で倒れ、地面を滑る。

　そんな俺を、忍子は見下ろしながら続ける。

「理由の一つはこの『端末図書ライブラリ』。アンタはなにげなく使ってるみたいだけど、これって実はとんでもなく高等な魔道具なのよ？　作動させるだけで相手の名前や称号、魔術の系統に消費魔力まで計れちゃうなんて、すごすぎるとか思わなかったわけ？」

　これみよがしに『端末図書』を見せつけてくる忍子。近くで魔術が発動すればオートで観測してくれるはずのそれは、なぜか黒い画面を映したままだった。

　その疑問はすぐに氷解する。

　忍しのび子こが小型の機械を新たに取り出した。見た目の印象はストップウォッチか万歩計といったところか。それを自身の手の甲に当て、ピピピッと音がするまで待つ。

「一般の魔術師は、こういう簡単な魔力チェッカーを使ってんの。これはじかに触れないと魔力を計れないから、ほとんど自分専用。言いたいことわかる？　『端末図書ライブラリ』を使えるのは、特別な適正を持つ者だけなのよ」

　遠目で読めないが、忍子が持つ魔力チェッカーにはいくつかの数字が表示されているようだった。おそらくは、それが忍子の現在の魔力量なのだろう。

　と、冷静に分析している暇はない。

　俺おれが立ち上がろうとすると、左斜め前の位置から覆面が一体、クナイを手に襲いかかってきた。片腕を大きく振ふり被かぶってからの攻撃。刃が額ひたいに届く寸前、俺は覆面の手首を掴つかみ凶刃の到達を阻む。

「単なる機械じゃない。誰だれが作ったのか、どんな魔術式が組み込まれているかもわからない。そして使用にはなんらかの適正が必要──アンタには偶然それがあったみたいだけどさあ。正直、宝の持ち腐れよね。本人が雑ざ魚こじゃお話にならない」

「誰が……雑魚だって!?」

　攻撃してきた覆面の腹に蹴けりを入れ、ぶっ飛ばした。

　休む暇もなく、後方から次の覆面が二体同時に迫る。それぞれ裏うら拳けんと後うしろ回まわし蹴げりで対処し、続け様に飛びかかってきた奴やつは身を屈めてからの掌底で迎撃。これで息をつけるかと思いきや、第五、第六の覆面がクナイを手に詰め寄ってきた。

「へえ。魔力ゼロのくせにがんばるじゃん」

「こちとら鍛えてるんでな。それに、こいつらとやりあうのは二度目だ」

　とはいえ、あのとき相手にしたのは三体だった。それが今度は十体。さすがに数が多い。

「そうだったっけ。なら『隠おん密みつ人形ドール』の特性も知ってるでしょ」

　過去の戦績になど興味はないらしく、忍子は自身の太ももに手を当てた。

　よく見れば、そこにはクナイをまとめたホルダーが装着されている。

「アタシの『隠密人形』は耐久力がウリなの。完全に破壊しない限り、いくらでも立ち上がる。攻撃魔術を持たないアンタには、完全破壊なんて無理だろうけど……ねッ！」

　ホルダーからクナイを一本抜き、投とう擲てき。

　覆面の間を縫って飛んでくる凶器に反応し、俺は首を横に逸そらした。頬ほおを刃が掠かすめる。血の線が刻まれた。たまらず体勢を崩し、膝ひざを折ったところに覆面の飛び蹴りが。

　直撃。

　口の中で血の味が弾はじけ、俺はまた地面を転がった。

「アタシがアンタを気に入らないもう一つの理由！　その弱っちさ！」

　攻撃の勢いはあえて殺さず、多少大げさに転がって忍しのび子こや覆面たちと距離を作った。

　すぐに起き上がり、口元を拭ぬぐう。唇が少し切れたが、歯は折れちゃいない。

「魔術師の領域ってやつはね、素人の遊び場じゃないのよ！　少しばかりレアな潜在魔術を持ってるからって、いきなりプロの仲間入りとかありえねえでしょ!?　しかもリオ様のパートナーとか……身の程を弁わきまえろっての！」

　怒気を含めて放たれる言葉の数々。悔しいが、それは至極真っ当な先輩の意見だった。

　自分の弱さに自覚はある。改善しようという意識もある。

　だが魔術師の領域とは生死をかけた戦いの世界だ。

　プロの忍子にとって、俺おれの考えはどこまでも悠長なアマチュアの希望的観測でしかない。

「そのうえ、さっきは一般庶民──フレアちゃんに魔術師の事情を暴露するし。ホントありえないっての！　強さだけじゃなくて自覚も足りないのよ！」

「あ、あれは冗談みたいなもので……」

「アタシらプロよ!?　冗談で許されるかっての！」

　ごもっともです先輩。反省はするが、このまま言い負かされるのも気に食わん。

「要は、俺が気に入らないってことだろ。へっ、新人いびりね。まんまじゃねーか」

「アタシって嘘うそが嫌いなの。いい性格してんでしょ？」

「ああ。しのちゃんとは大違いだよ」

　俺は血の混じった唾つばを吐く。

「ちなみに、助けを呼ぼうとしても無駄よ。このへんの裏路地一帯に結界を張ったから」

「相変わらず便利なもんだな、結界魔術」

「結界魔術なんて魔術師の基礎だっての。そんなことも知らないアンタだからこそ、新人いびりの対象になってるって気づけ」

「はっ、にしたって随分と陰湿じゃねーか。玲れい樹じゆやリオだったらド正面から俺をいじり倒しにくるぜ？」

　わざわざ正体を隠し、どこかで『端末図書ライブラリ』を掠かすめ取って俺が一人で動くよう誘い……そこを闇討ち。いっそ清すが々すがしさすら感じる悪党の手口だ。

　さて、この挑発にどう返してくるかと身構えたのだが──忍子は俺がリオの名前を出した途端、表情を潜めた。

「アンタを気に入らない理由、もう一つあるわ。その、リオ様への煮え切らない態度よ」

「あ？」

　重々しく言い、黒装束の懐から小型の機械を取り出す。

「なんだそれ」

「ボイスレコーダー」

　手早く操作して、録音された音声が再生された。

『──うぁあああああああああああああかわいいかわいいかわいいかわいいかわいいかわいいなんだよあれもうかわいすぎんだろうもぉおおおおおおおおおおおおおお──』

　身み悶もだえする綾あや瀬せ君きみ色いろの声だった。

　つまり俺おれの声だった。

「おっ…………おおおおまえ！　聞いてたのか!?　男子トイレだぞ！」

「忍者なめんな。ついでに言うと外まで聞こえてたっての」

「マジで!?」

　ということはまさか、棗なつめにも……？　あ、やばい。羞しゆう恥ち心しんに殺されそう。

　しかし羞恥心を相手にしている暇などなかった。覆面が攻撃を再開してきたからだ。

　今度は十体同時に動いた。五体はクナイ、五体は徒と手しゆ空くう拳けんで、俺に斬撃や刺突、あるいは蹴けりや拳こぶしなんかを仕掛けてくる。俺は一体一体的確に攻撃を捌さばいていき、覆面どもを反撃で沈めていった。

　だが、無駄。

　魔術人形であるこいつらは、倒してもすぐに起き上がってくるのだ。

「ちっ……こんなことして、ご主人様になんか言われるんじゃねーのか!?」

「玲れい樹じゆ様はそんなに甘い人じゃない。むしろアンタに失望するでしょうね」

　シビアな世界だぜ、まったくよ！

　覆面の攻撃はぼやく隙すきがないほど苛か烈れつになっていく。

「ま、安心しなって。殺しゃーしないから。ただ……」

　忍しのび子こは新しいクナイを抜き、黒光りする刃にそっと口づけをした。

「これ以上リオ様の気を引かれるのも迷惑だから。イブが終わるまで、生死の境をさまよい続けてもらうっての」

　サディスティックな笑み。

　俺はその一瞬、忍子の瞳ひとみに殺意の色を感じ、

「──悪いが、それは私が許さん」

　支配されそうなほどの怖おぞ気けは、介入者の声によって吹き飛ばされた。

「『連装弾花』装そう填てん──ファイア！」

　結界に覆われた裏路地を、ガガガガガッという銃撃音が木こ霊だまする。

　突如撃ち放たれた、魔力による無数の光弾。それらは回避の遅れた覆面を捉とらえ、破壊した。マスターである忍子自身も回避に若干の遅れを取り、不ぶ恰かつ好こうな形で地面を這はう。

　そのとき手中から『端末図書ライブラリ』がこぼれ、俺の足元まで滑ってきた。

　即座に回収。そして、裏路地に立つ銃撃音の主を見やる。

「話が違うぞ忍子。いったいなんだ、これは」

　そこには、ガトリングガンを持って立つ鍵かぎ宮みやリオの姿があった。

　先ほどの銃撃はリオの魔術『連装弾花』によるものか。放たれる光弾はエアガン程度の威力である『弾花』と同等のはずだが、被弾した覆面たちはいずれも再起不能になっている。いつの間にかパワーアップしていたんだな。

「あーあ……リオ様ったら過激なんだ。いきなりぶっ放ぱなすとか酷ひどいですよ」

「黙れ。私は怒っているんだ」

　主人の登場で、さすがの忍しのび子こも攻勢を緩めた。

『連装弾花』の攻撃から逃れた四体の覆面も、その場に棒立ちの姿勢で待機する。

「すまない君きみ色いろ。うちの者が迷惑をかけた」

「謝罪はいい。それよりも説明してくれ。おまえは忍子のこと知ってたのか？」

「うむ」

　リオはガトリングガンを消し、俺おれの隣に立つ。

「忍子は一ヶ月前のあの事件以降、真ま白しろちゃんを陰ながら護衛する任務に就いていた。そして昨日きのう、その任務の一環として真白ちゃんの中学校に転校生として潜入し始めたんだ」

　なるほど。そりゃ陰から守るよりは友達しながら守るほうがやりやすいだろうしな。

「しのちゃんの正体を知っていながら俺に黙っていたのは、なにか理由があるのか？」

「……今日の買い物の話は、真白ちゃんから誘いを受けるよりも先に忍子から聞いていた。一番の目的が、忍子自身の目で君色を見極めることだというのも。だから私は忍子と初対面のふりをし、君色のいつもの姿を見てもらおうとしたんだ。だけど君色が消えた途端、忍子は私に断りもなくいなくなって……なにかあると思い捜してみたら、この有様だ」

「一番の目的が……俺を見極める？」

　視線を忍子にやる。

「言ったはずよ。アタシはアンタが仲間になることに納得いってないって」

「だから見極めようとしたってのか？　買い物なんかで魔術師の素質がわかんのかよ」

「勘違いすんな。アタシが見極めようとしたのは、アンタがリオ様のパートナーとして相応ふさわしいかどうかだっての」

　リオの……パートナーとして？

「戦力的な意味では、そもそも見極めるまでもなく不合格。ただリオ様が好意を向ける男としてはどうかなって思ったんだけど……こっちもダメダメ。てんでダメ」

　先ほど忍子が口にした『リオ様への煮え切らない態度』というフレーズが蘇よみがえる。

　トイレでの俺の叫びを録音してたってことは、あのとき真白たちから離れて近くにいたってことだよな。だとすれば──棗なつめとの会話も聞かれていた可能性が高い。

「リオ様。そいつのシスコンは家族愛でもなんでもなく狂愛です。妹のためなら平気でリオ様を見捨てます。鍵宮家の使用人として、そんな男に主あるじを預けてはおけません」

　忍しのび子この主張に、リオは黙して耳を傾ける。

「リオ様は盲目になっているだけなんです。そこの一般庶民に好意を抱いてしまったのは、いっときの気の迷い。だって考えてみてください。出会って一週間で好きになって一ヶ月で結婚とか、どこの恋愛ストーリーですか」

「私と君きみ色いろのストーリーだが、それがどうかしたか？」

　リオが一歩、前に出た。

　忍子の発言にまったく動揺することなく、自分の言葉を紡いでいく。

「貴様のそれはただのお節介だ、忍子。もとより、君色の中の私が真ま白しろちゃんを凌りよう駕ができていないことは自覚している。だからこそ私は待ちの姿勢を貫いているのだ」

「不毛です。いい加減、目を覚ましてください」

「子供だな」

「は？」

　リオはさらに一歩、前へ。

「これは私の、鍵かぎ宮みやリオの恋だ。私に意見するなら、鍵宮リオになって出直してこい」

　胸に手を当て、リオはそう主張する。

　正直、なんだそりゃと思った。鍵宮リオになって出直してこいって、意味がわからない。

　だけど……リオの小さな背中を見つめる俺おれは、思わず嬉うれしくなってしまう。

　一方、忍子の感情は顔を見るだけでわかった。明らかに苛いらついている。

「それでも、アタシは認めません」

　静かに言い捨てて、直立していた覆面たちがまた動き出した。

　先ほどよりも俊敏な動作で、俺への攻撃を再開する。

「やめろ忍子！　主人の命令だぞ！」

「鍵宮家の使用人は主あるじが間違いを犯していると判断したとき、如い何かなる命令にも背くことが許される──これはアタシたちを拾ってくださったあの方が決めた、絶対遵守のルールです。だからリオ様の言葉は聞けません」

　だが、まだ対処は容易なレベルだ。

　リオが数を減らしてくれたので、俺は苦もなく覆面たちに反撃を返していく。

「とはいえ、リオ様の意思を尊重しないわけにもいきません。ねえ、雑ざ魚こ庶民。もしアンタがアタシに勝てたら、少しは認めてあげてもいいわよ。どう？」

「いい加減にしろ。なにを馬ば鹿かな──」

「言ったな」

　俺は飛びかかってきた覆面の胸ぐらを掴つかんで投げ、リオよりも前に出た。

　忍子の敵意に応えるように、眼光を向ける。

「君色……まさか、やるつもりなのか？」

「……リオ。おまえへの答えはまだ出せねーけどさ。少なくとも、戦力として認められないって言い分はもっともだ。だからいまはせめて、そこだけでも認めさせてやるよ」

「あー、マジ？　ヤダヤダ、冗談のつもりだったのに。でもある意味では雑ざ魚こらしい蛮勇だわ。そういうのは勝算がある奴やつのセリフだっての」

「おまえの『隠おん密みつ人形ドール』、供給型だな」

　俺おれの指摘に、忍しのび子この眉まゆ根ねがつり上がった。

　手元には奪還した『端末図書ライブラリ』がある。



【名：‥剣つるぎ忍子■称号：‥“〝潜影忍者ニンジヤ”〟■魔力：‥62／１７０】

【魔術名：‥『隠密人形』◇系統：‥支配魔術・供給型◇消費魔力：‥３】



　そこには忍子と、覆面を操っている魔術『隠密人形』の情報が表示されていた。

「魔力を随時消費し続けなければいけない供給型は、俺の『契節約ギアスセイバー』と相性最悪って祭まつり子こから聞いてるぜ。なら、破壊できなくても勝ちの芽はある──こいつら、魔力が切れたら動かなくなるんだろ？」

「……まさかとは思うんだけどさあ。どういう狙ねらいか聞かせてくれない？」

「耐える」

　俺の『契節約』はリアルタイムで忍子の魔力を削り続けている。

　果てに待つ数字は０。魔術使用不可を意味する刻印が『端末図書』に刻まれるだろう。

　つまり、

「おまえの魔力が尽きるまで、こいつらの攻撃を耐え続ければ──俺の勝ちだ！」

　──言い放った瞬間、忍子から表情が消えた。

「ばっかじゃないの」

　短く吐き捨て、佇たたずまいに殺気を纏まとわせる。残る覆面四体も攻撃を続行。

「君きみ色いろ！」

「手を出すなよリオ。忍子は俺の力でねじ伏せる」

「そんな……私と君色は二人一組！　『テンサウザンドの節約術師』だろう!?」

「それでも、これは俺一人でやらなきゃならねーんだ！」

　覆面の顎あごに肘ひじを入れ、逆側から迫って来た奴には足払い。

　反撃を受けると倒れはするのだが、すぐに起き上がって攻めてくるところが厄介だ。

　まだまだ対処は追いつくが……さすがに、少し息が切れてきた。

「ウザいのよ、アンタ」

　額ひたいに汗を浮かべる俺の視界奥、忍子が忍者っぽく印を結ぶ。

「魂よ、宿れ──『隠密人形』！」

　目にも留まらぬ速さで手を動かしていき、人の形に切り取られた紙を宙に向けて放ほうり投げた。魔力の光を帯びた紙の数は五枚。それらが一斉に、黒装束の覆面へと変化する。

　初めて見た。これが『隠おん密みつ人形ドール』発動の瞬間か！

　合計九体となった覆面たちが、改めて俺おれの周りを取り囲む。

　その間、忍しのび子こは新たな印を結んでいた。

「潜み、沈め──『人ひと影かげ潜行ダイブ』！」

　掛け声と共に、両りよう掌てのひらを地面に置く。

　次の瞬間、がくん、と俺の身体が右側に傾いた。

　なんだ。なにが起きた？

　視線を足元にやってみると、俺の右足が地面──いや、影・に・埋・ま・っ・て・い・る・!?

「忍子の筆頭魔術『人影潜行』だ！　忍子は本来、影を操る魔術師なんだ！」

　リオが叫ぶ。こいつの筆頭魔術、『隠密人形』じゃなかったのかよ……っ！

　どうにか右足は引っこ抜こうとするが、影はびくともしない。

　そうこうしている間に、俺の周りを取り囲んでいた九体の覆面も影の中に消えた。



【魔術名：‥『人影潜行』◇系統：‥空間魔術◇消費魔力：‥７】



　手元の『端末図書ライブラリ』で詳細確認。名前から想像するに、影に潜り込む魔術か。そしてその対象には相手も指定できるらしい。いや、いくらなんでもそれは強力すぎる。消費魔力の低さに見合わない。なにか限定条件があるはずだ。それよりも魔力。残りいくつだ。五体分の『隠密人形』を新たに使ったから15消費、そして『人影潜行』で７消費。ああいや『人影潜行』は潜り込ませた対象一つにつき７消費って可能性も──

　思考が追いつかない。

　打開策を見つけようとするも間に合わず。

　影より九体の覆面が飛び出て──その勢いを利用し、上空から襲いかかる。

　依然として足が埋まったままの俺は、回避することができない。

　頭上からの九体一斉攻撃を捌さばききることもできない。

　降り注ぐ覆面が悪魔の襲来にも思えた。

　俺は人形の怒ど涛とうに押し潰つぶされる。

「君きみ色いろぉ────っ！」

　肉や骨を打たれる音が騒がしい中、かろうじてリオの悲痛な叫びが聞こえてきた。

　自分がどうなったのか、すぐにはわからない。

　ただただ、全身の痛みと血の味だけが鮮明に残った。

「はっ、無駄に頑丈じゃん。為なす術すべなしなんだから、本当にムダムダだけど」

　今度は忍しのび子この声が聞こえた。そして同時に、周囲にあった人形の気配が失せる。

　右足にも開放感。『端末図書ライブラリ』を持った手を視界まで動かし、確認する。



【名：‥剣つるぎ忍子■称号：‥“〝潜影忍者ニンジヤ”〟■魔力：‥０／１７０】



　忍子の魔力残量がゼロになっていた。

　激痛は消えないが、俺おれの身体はまだ動く。

「よ、し……こ、これで」

「よしじゃないっての！」

　立ち上がり構えようとした俺の眼前、忍子がクナイを手に襲いかかってきた。

　容赦なく放たれる顔面への突き。俺は不ぶ恰かつ好こうに身を屈め、横に転がって衝突を回避。

「マジかよ……っ！　もう魔力ないはずだろ!?」

「忍者なめんな！　考えが甘いのよアンタ！　魔術を使えなくしたら自分のほうが強いだなんて、井の中の蛙かわずも大概にしろっての！」

　投とう擲てきされるクナイ。避よけようとしたが間に合わず、左肩を掠かすめる。

　これは純粋に、忍子の身体能力によるものなのか。瞬時に肉薄して拳けん打だを放ってくる。

　もはや回避も防御もままならない。反撃なんてもってのほか。タコ殴りの運命。

　相手はプロで、俺はただの素人なんだ。

　仕方がない。

　──なんて、そんな弱気な思考を振り払う。

「てめえこそ……節約戦士を甘く見んな！」

　忍子の拳こぶしを掴つかむ。動じず繰り出してきた上じよう段だん蹴げりを片側の腕で受け、そのまま掴んだ拳を捻ひねることで体勢を崩した。崩された本人は立て直しながら俺との距離を取る。

　そこへ飛び込んでくる、影。

　横合いから放たれたリオのドロップキックが、忍子の身体をふっ飛ばした。

「ぐにゃっ！」

　着地に失敗したリオが、尻しり餅もちをつく。

「ばっ……なにやってんだおまえ!?　手を出すなって言っただろ！」

「うぅ、うるさい！　勝手なこと言うな！」

　涙ぐんだ声。

　実際、こちらを睨にらみつけてくるリオの目め尻じりには涙が溜たまっていた。

「なにが手を出すなだ。格好つけるなばかっ！　意味もなくそんなにボロボロになって、貴様はあれか、痛いのが好きな人なのか!?　それなら『弾花』ぶつけるぞ！」

「好きなわけあるか馬ば鹿かっ！　意味がないとか言ってんじゃねーよ！　だいたい誰だれのために身体張ってると思ってんだ！」

「私のためだとでも言うつもりか!?」

「ああそうだよ！」

「それは嬉うれしい……それは嬉しいけど！　でも私は嫌だっ！」

　リオが声を張り上げる。

「私はっ、君きみ色いろにパートナーでいてほしい！　だけど君色が傷つくのは見たくない！　理解したならもうやめろ！　君色も忍しのび子こも、私の前で喧けん嘩かするなっ！」

　その必死な様に、俺おれは──抱きしめてやりたいと思った。

　涙を拭ぬぐって、自分の胸に顔を埋うずめさせて、思いきり頭をなでてやりたいと思った。

　でも、俺にその資格はないとも思ってしまった。

「……悪い」

「謝るなら最初からやるな、ばか……」

　ぺたん、と脱力。リオがその場に座り込む。

　リオに蹴けり飛とばされた忍子は戦意を収め、しょんぼりとした顔で俺たちを見ていた。

　内心はわからないが、どうやらもう攻撃の心配はなさそうである。

　……なにやってんだろうな、俺は。

　根性論で先輩の喧嘩買って、挙あげ句くボコボコにされて、それでリオを泣かせるとかさ。

「本当にごめんな、リオ」

「ん……もういい」

　もう一度、リオに頭を下げた。

　天を仰ぐ。そろそろ本格的に夜といえる時間だ。

　これから家に帰って真ま白しろと晩飯を食わなきゃいけないってのに、大おお怪け我がしちまった。

　男としても兄としても格好悪すぎる。

　そうやって自分を卑下していると、夜空に浮かぶ星がやたらと輝いて見えた。

　と、首を上に傾けていて、気づいた。

　──空・か・ら・鉄・骨・が・降・っ・て・く・る・。

　し・か・も・、リ・オ・の・頭・が・あ・る・位・置・に・。

「なっ──」

　身体はボロボロのはずなのに、驚くほど素早く動けた。

　座り込んだまま気づかないリオを、乱暴に突き飛ばす。

　次の瞬間、上空から飛来した鉄骨が俺の身体を貫いた。

「君色……？　君色ッ！」

　リオに怪我はない。青ざめた表情を浮かべながら、俺の名前を呼んでいる。

　ああ……それもそのはずだ。

　自分の身を見て、納得する。

　腹部に鉄骨が突き刺さっていた。

　痛いは痛いが泣き叫ぶほどではない。逆に痛すぎて声が出ない。感覚としてはひたすらに熱い。流れ出る血液の温かさか。口の中で血が溢あふれた。意識が消えかかる──

「──ッ！　リオ様、上です！」

　空から降ってきたのは鉄骨だけではなかった。

　ドンッ！　と裏路地に降り立ったのは、俺おれと同年代くらいの少女だ。見慣れない制服の上からパーカーを羽織り、耳にヘッドフォンを装着している。異様なのは髪。不自然すぎるほどに逆立っていた。それはもう寝癖か静電気の仕業としか思えないレベルで。

　その少女が、言葉もないままリオに肉薄する。

　即座に忍しのび子こが反応し、少女の放つ拳こぶしをクナイで受け止めた。

「誰だれよアンタ……ッ。アタシまだ結界を解いた覚えないんだけど」

　少女は答えない。顔は機械的な無表情。拳はクナイの刃が触れているというのに切れる様子がない。本人もまるで動じていない。人間なのか。一瞬そんな疑問を抱かせる。

「質問に……答えなさいよっ！」

　拮きつ抗こう状態のまま忍子が腕を払い、少女が大きく後退した。

　羽織っただけのパーカーの紐ひもを翻しながら、再びこちらに迫ろうとして──止まった。

　本当に、突然というタイミングで停止した。握っていた拳を解き、逆立っていた髪が重力のまま下へ。機械的な無表情を作っていた最大要因である瞳ひとみは、とろんと眠たげに眉まゆ根ねを落とした。そしてそのまま、装着していたヘッドフォンを外し首にかける。

「──キルくん。音、止まっちゃっ……うん」

　穏やかな声で、妙な間を作った言葉を投げる。

　俺もリオも忍子も呆あつ気けに取られ、少女の動向を観察することしかできない。

　そうやって目を向けていたら、またもや空から人が降ってきた。

　今度は少年である。

　少女の隣に着地したその外見を見て、俺だけがハッとする。いかにもという感じのシルクハットに、タキシード姿。手に持つのはステッキで、容よう貌ぼうは幼く表情は笑み。加えて髪は金色だ。最近やたらと金髪に縁がある。

　こいつ──デパートで見た少年マジシャンじゃねーか。

「トドメ、刺せてな……うん」

「いやいや上出来ですよ香か穂ほちゃん。うまい具合に舞台が演出できましたから」

　こくんと頷うなずく少女に、少年はあははっと笑って返した。

　なんなんだ、こいつら……っ。

　忍子と相対したときとは別種の怖おぞ気けを感じる。

　胸中の不安を駆り立てるが如ごとく、また空から人が。

　が、今度の二人は安心できる顔だった。

「玲れい樹じゆ様！　それに祭まつり子こも！」

　誰だれよりも早く、忍しのび子こがその名を呼ぶ。

　幾何学模様を柄にしたスリットの眩まぶしいチャイナドレス。その上にジャケットを羽織り、大剣を携えたショートヘアの少女は──“〝神装職人マイスター”〟こと鍵かぎ宮みや玲樹だ。隣にはちゃんと、メイド服を着た祭子もいる。

「姉様……どうしてここに」

「それはこっちのセリフ！　なんで君たちがここにいるのよ!?　っていうか君きみ色いろくん、君死にかけじゃない！　祭子、応急処置！」

　玲樹は手早く指示を出すが、その早口は事態が切迫していることを告げていた。

　この構図、シチュエーション……ああ。

　こういうのも、俺おれやリオが愛読する『オリジンゼロの無創術師』によくあった。

「メインキャストが揃そろったようですし、改めて自己紹介させていただくとしましょう。はじめましてこんにちは。僕の名前はキールハット。称号は“〝数奇術師マジシヤン”〟です。そしてこちらは“〝闘演舞姫ダンサー”〟の戦いくさ部べ香か穂ほちゃん」

「こんにちは、じゃない。はじめまし……うん」

















　少年マジシャン──キールハットは観客に語りかけるように。

　ヘッドフォン少女──戦いくさ部べ香か穂ほは頷うなずきながら。

「我々、共に《大　家　族グラン・フアミリア》で魔術師をやっています」

　それぞれの名前と称号、そして所属を名乗った。

《大家族》──ッ！

　その組織名は覚えている。玲れい樹じゆ言うところの悪の魔術師集団。一ヶ月前、俺おれの妹の真ま白しろを攫さらった“〝闇陶芸師セラミスト”〟の仲間で間違いない。

「なんなんだよ、今日は。いくらなんでも千客万来すぎんぞ……」

「喋しやべらないでください、君きみ色いろ様。無茶をすれば冗談抜きで死にますよ」

　いつもお茶目な祭まつり子こらしくない、真剣な忠告が飛ぶ。

　祭子は俺の傷口──鉄骨が突き刺さっている部分に、治癒効果の魔術が込められたカード『即席魔術インスタント』を当ててくれているが、正直痛みが和らいでいるという感覚はない。油断すれば、すぐにでも意識とおさらばしてしまいそうだ。

「叶かなうなら、みなさんの名前も教えてほしいなーって思うんですが」

「そういう空気だと思う？」

「僕は大切だと思いますけどねえ。こういうバトル前のやり取り」

「同意するけど、状況によるわね！」

　玲樹の持つ剣が消えた。そしてバッ、と地面に向けて手を翳かざす。

「工房展開──ショートカット！」

　足元で魔法陣が展開した。複雑な紋様が走る様は以前も見たことがある光景だが、組み上がるスピードは段違いに速い。

　完成した陣の中から出てきたのは、岩石すら一撃粉砕できてしまいそうな巨大ハンマーだった。玲樹はそれを軽々と抱えてみせる。

「『神装創造クリエイターズゴツド』全工程完了──汝なんじは鎚つち、銘めいは砕さい覇は──オーダー、猛たけしく圧おし潰つぶせ！」

「『部装強化エクイツプ』──対象を我が主あるじの肉体へ」

　祭子も俺の治癒と同時進行で肉体強化の魔術を行使。発動と共に玲樹が駆け出す。

「香穂ちゃん。もう一回『闘タタ神カイノノ舞ウタ』いきましょう」

「うん。ボリュームは？」

「相手は“〝神装職人マイスター”〟です。９で」

　慌あわてず騒がず、香穂はキールハットの指示を受けてからヘッドフォンを装着しなおした。

「『闘神ノ舞』──ボリュームレベル９、スタート」

　ドンッ！　という音が香穂のヘッドフォンから漏れて聞こえた。

　それが魔術発動の合図だったのだろう。香穂の髪はまた逆立ち、眠たげな目め尻じりはキリリと持ち上がった。全身から覇気のようなものが満ち溢あふれ、玲樹を迎え撃つ。

「ハァアアアアアアアアア──ッ！」

　玲れい樹じゆが叫び、頭上高く持ち上げた大おお鎚つちを振り下ろす。

　香か穂ほは声もなく、振り下ろされる大鎚に拳こぶしを叩たたきつける。

　激しい衝突音。

　しかし玲樹の大鎚に香穂の拳、どちらも砕けることはなく、一いつ旦たん弾はじけた。

「忍しのび子こ、サポート！　『人ひと影かげ潜行ダイブ』！」

「魔力切れです玲樹様！」

「あとで反省文！」

　玲樹は攻勢を緩めない。香穂の拳に弾かれた反動を利用し、その場で一回転。遠心力すらも味方につけ、横合いからの打撃を試みる。

　香穂の対応は変わらず、大鎚に自身の拳を打ちつけた。どちらも破壊には至らない。

　が、今度の攻撃は一回では終わらなかった。空いているほうの拳でもう一撃。入れ替わりに離した拳を握り直し、さらにもう一撃。玲樹の大鎚目掛けて、右と左を交互に叩きこむ。超速度で放たれる拳の連打。激烈。ついには大鎚にヒビが生まれた。

「ッ!?　やばっ──」

「避よけろ姉様！」

　壊れる──誰だれもがそう思ったその瞬間、玲樹は大鎚から手を離し飛とび退すさった。

　オーナーに手放された大鎚が、香穂の拳によって破壊される。

　その間、リオの指先は空中に魔法陣を描いていた。

「『界門』極光賢人の箱庭──ノック！」

　正面に展開した魔法陣が門のように開き、洪水の如ごとき勢いで光の矢が発射される。

　標的として定められた香穂は、表情一つ変えることなくこれを回避。光の矢がその動きを追う。地を蹴けり、跳び、壁を蹴り、跳び、香穂はリオの攻撃をことごとく避けていった。

『界門』が消え、光の矢の放出も終わる。

　回避に徹する必要がなくなった香穂は、攻撃に転じようとして──また止まった。

　逆立っていた髪がへたり、緩慢な動作でヘッドフォンをはずす。

「あ、あれ!?　もう効果切れたんですか？　レベル９にしても早すぎません!?」

「わかんない。魔力が切れちゃったのかもしれな……うん」

「うーん、困ったなあ」

　と、キールハットはたいして困った風ふうでもなく言った。

　そしてぺこり、とお辞儀をする。それも、律儀なことにシルクハットを外してだ。

「今日はこのへんで退散します。また来ますので、そのときに相手してください」

「逃すと思ってるの？」

「兄さんと戦ったなら知ってるでしょ？　《大　家　族グラン・フアミリア》の逃走魔術は追えませんよ」

　キールハットはにんまりと笑い──次の瞬間、香か穂ほと共に竜巻のようなものに包まれて、消えた。

　……戦闘終了。

　あとに残された俺おれたちは……しばらく誰だれも言葉を発さなかった。

　重苦しい雰囲気ではあるが、ここはなにか言わなければならない場面だろう。

　特に俺なんかは、頭の中に疑問が山積みである。

　だが不思議なことに、その疑問の数々を口に出すことができない。

「あっ」

　なぜだろう。そんな新しい疑問を抱く俺の横で、祭まつり子こが間の抜けた声を発した。

「申し訳ありません君きみ色いろ様。治癒を続けたいのですが……私も魔力が切れちゃいました」

　と。

　わざわざ報告しないでいいことを報告してくれた。

　痛みが激しくなってきた。意識が遠のく。いっそ手放してしまおうか。一瞬でもそう思ってしまったらもう帰ってこれない気がする。だが一瞬でもそう思ってしまったのだから仕方がない。うん、仕方がない。

　俺の意識は闇に没し、疑問を抱えたまま溺でき死しした。








第四話　闘争はすぐそこに





　目を開けると、見慣れぬ天井がそこにあった。

　こぢんまりとした部屋である。壁や床にはいずれも美しい木目が浮かんでおり、自然の香りが漂っている。家具は俺が横たわっているベッドと、隅に小さな机と椅子が一脚。窓の外は暗く、どうやら夜の森であることが窺うかがえた。

　山中のログハウスってところか。

　と──室内を見渡していてふと気づく。

　ベッドのすぐ横に、椅子に座ったリオがいた。

　上半身をベッドに預けた体勢で、すぅすぅと寝息を立てている。

　安らかな寝顔ではあるが……その目元は赤く、涙の跡のようなものが確認できた。

「リオ……ごめんな」

　リオがこうして隣にいる理由は、考えるまでもない。

　俺は上半身裸の状態だった。そして腹部に包帯が巻かれている。

　手で触れてみると、ちくり、と微かすかな痛み。

　鉄骨に貫かれた腹部は、塞ふさがっている。

　詳しい経緯はわからないが、俺おれの命は助かったようだ……いや、経緯なんて簡単に想像できるか。ここが病院じゃない時点で、答えは明白だ。

「目が覚めたみたいね」

　ちょうどいいタイミングで、玲れい樹じゆが部屋に入ってきた。

　服装はチャイナにジャケットの戦闘装束。歩くたびスリットから覗のぞく白いふとももは、エロスなどではなく緊張感を放っている。

「その子、ずっと君のそばにいたのよ。やれることはないって言ったのに離れなくて」

「そうか……」

　玲樹はリオの隣に椅子を運び、腰を下ろした。

「羨うらやましさのあまりいっそ見殺しにしようかと思ったくらいよ」

「おい」

「昔はね、私が魔術師の修行で家を離れるときなんか『お姉ちゃんいかないで！』なんて泣いて縋すがりついてきたの。あのときの泣き顔を表現するなら、そうね……宝物、かな」

「聞いてねーよ」

　よかった。こいつはいつもどおりの残念淑女だ。

　玲樹が冗談を言っていられるってことは、状況的に見てまだ余裕があるってことだろう。

「ここはどこだ？」

「鍵かぎ宮みや家が所有している《鍵姫宮殿キーパレス》の隠れ家」

「俺が気絶してから、どれくらい経った？」

「丸一日かしら。今日は十二月二十日の木曜日。時刻は午後七時を回ったわね」

　昨日きのう、俺が真ま白しろたちと買い物に出た日は十二月十九日の水曜日と記憶している。

　瀕ひん死しの重傷を負って気絶して、目覚めたら翌日か……なんかバトル漫画みたいだな。ああ、オリゼロにもあった定番の展開だよ。

「専門家は目覚めるまでもう半日くらいかかるって言ってたんだけどね。私は、なら半日くらい早く目覚めるなって読んでいたわけよ。そしたら大正解。君って頑丈よね」

「ありがとうよ」

　玲樹は水の入ったペットボトルを差し出してくる。

　受け取り、俺はさっそく喉のどを潤した。

　うまい。ただの水がこうもうまく感じるなんて。一日飲まず食わずの効果だろうか。

「大変だったんだからね。昨日は『契節約ギアスセイバー』のおかげで祭まつり子こまで魔力を切らしちゃうわ、私とリオは『即席魔術インスタント』を使えないわで、君きみ色いろくん本当に死ぬ寸前だったんだから」

「使えない？　玲樹とリオの魔力も切れちまったのか？」

「そうじゃなくて、相性の問題。私とリオは治癒系の魔術と相性が悪いのよ。だから誰だれでも使える『即席魔術インスタント』でも治癒魔術は発動させることができない。で、あの場には君を治療できる魔術師がいなくなっちゃったのね」

「へえ。そういう相性があるとか、初めて聞いた」

「暢のん気きに言うけど、本当に大おお慌あわてだったのよ。あの後、すぐに運はこび子こを呼んで車で隠れ家まで移動したでしょ。次にリゼッタに頼んであんじぇをここに転送してもらって、儀式型の治癒魔術を一晩。君の『契節約ギアスセイバー』って死にかけでも発動しちゃうみたいだから、途中あんじぇの魔力も尽きかけてホント大変だったわ」

「待った。なんか知らない名前が三人分くらい出てきたんだが」

「運子は鍵かぎ宮みや家の専属運転手で《鍵姫宮殿キーパレス》の一員よ。君も何度か顔を見てるでしょ」

「ああ、あのちょっと格好いい系の人か」

　いつも運転席に座っていた、長身の女性を思い出す。

　颯さつ爽そうとスーツを着こなす姿はたぶん年上だろうが、運子っていうんだな。

「リゼッタは《ソサエティ》に所属する魔術師で、転移魔術が得意な私の友達よ。もう一人のあんじぇは、治療専門のはぐれ魔術師」

「はぐれ？」

「無所属のフリー魔術師ってこと。本人は医者を自称しているわ」

「じゃあ、俺おれの怪け我がを治してくれたのはそのあんじぇって人なのか」

「……エエソウヨ」

　途端、玲れい樹じゆの声が低くなった。

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、不快感を顕あらわにする。

「リゼッタはお願いしたら快く助けてくれたんだけど、あんじぇって奴やつがまたとんでもない守銭奴でね。相当な仕事料をふっかけられたうえに恨み言まで言われたのよ。『魔力を貪むさぼられた。こんなしんどい仕事は二度とごめんだ』って」

「あっ……俺の『契節約』のせいですか」

　いつもの調子で治癒魔術を行使していたら、俺の潜在魔術のせいでガンガン消費魔力が増えていき「魔力が足りなーい！」という事態になりかけたのだろう。我ながらつくづく厄介な能力である。

「あ、そだ。領収書もらってるけど見る？　たぶん一般庶民が卒倒する額よ」

「ひぃ！　そ、そ、それはたいへん申し訳ないことを……」

「ちょっと。この世の終わりみたいな顔しないでよ。別に君に払わせようとか考えてないから。魔術師絡みの怪我なんだし、労災と思ってくれて構わないわ」

　恐怖で竦すくみ上あがったが、その一言で安あん堵どする。なにせ金持ちの玲樹が愚痴を言うほどだからな。はたしてどんな金額か……想像するだけでも恐ろしい。

「それに、うちの忍しのび子こが迷惑かけたみたいだしね。謝るのはむしろこっちのほうよ」

「いや……あいつの言い分はもっともだよ。だからこそ俺おれも喧けん嘩かを買ったんだし」

「だとしても、あの子のやったことは許容しきれないわね。事が片づいたら、きつーくお仕置きしてあげないと……うふふ」

　あっ。悪っぽい笑み。

　そういやこいつの女の子好きって、祭まつり子こ以外の使用人からはどんな風ふうに思われてるんだろう……なんて、そんな疑問が湧わいてきた。でもあんまり知りたくないなとも思った。

「さて」

　俺がペットボトルの水を半分ほど飲み終えたところで、玲れい樹じゆは纏まとう空気を一変させる。

「落ち着いてきたところで本題に入っていいかしら？」

「……あの二人組のことだよな」

「ええ」

　握りしめたペットボトルが、ペコッと音を鳴らした。

「彼ら──“〝数奇術師マジシヤン”〟キールハットと“〝闘演舞姫ダンサー”〟戦いくさ部べ香か穂ほは、自ら名乗ったとおり《大　家　族グラン・フアミリア》の魔術師よ。一ヶ月前に私たちと戦った“〝闇陶芸師セラミスト”〟の仲間ね」

　少年マジシャンとヘッドフォン少女の二人組を思い出す。

　俺の腹を貫いたあの鉄骨は、おそらくヘッドフォンを装着することで超人的な身体能力を発揮していたあの少女──戦部香穂の仕業だろう。祭子の支援を受けた玲樹と互角に渡り合い、リオの『界門』まで避よけてみせたあの実力は、脅威の一言だ。

「昨日きのうの午前中、《ソサエティ》の諜ちよう報ほう部から町の近辺で《大家族》の魔術師を目撃したって話が流れてきてね。私と祭子はその対応に当たっていたの」

「だから真ま白しろの誘いをキャンセルしたのか」

「そうよ。学校が終わる時間帯にはあの二人を発見して、いち早く交戦状態に陥ったわ。でもすぐに逃げられてね。追いかけていったら、君きみ色いろくんが死にかけていたあの現場に遭遇って流れ」

「そもそも奴やつら、なんでこの町に来たんだ？　まさか、また真白を──」

「いいえ。真白ちゃんは今回、標的にはなっていないはず」

　玲樹の指が、俺を差す。

「奴らの狙ねらいは君よ」

　──なにを言っているのかわからなかった。

「俺……だと？　なんだよ、それ。どうして……」

「ここからは推測を交えて話すけど……たぶん、君が“〝闇陶芸師”〟を倒したから」

　ますますもって意味がわからない。

　俺は脳を混乱の波に揺らしながら、玲樹の話を聞いていく。

「《大　家　族グラン・フアミリア》は特殊な一団でね。異常なまでに仲間意識が強いのよ。それは組織内のルールにも表れていて、曰いわく──『家族を傷つけた者には無情なる報復を』という掟おきてがあるらしいわ」

「だから、俺おれが狙ねらわれてるってのか？」

　たしかに“〝闇陶芸師セラミスト”〟にトドメを刺したのは俺のドロップキックだったが。

「そこがわからないところでね。どういうわけか、あの二人は“〝闇陶芸師”〟の件に君が関かかわっていたことを知っているみたいなの」

「“〝闇陶芸師”〟本人が伝えてたんじゃねーのか？」

「それはないと思う。あの男は《大家族》の中でも異質な存在で、メンバーと距離を置いていたみたいなの。真ま白しろちゃんを狙ったのも独断で、組織は関与していない。『凶まが星ぼし』の存在自体、他ほかの仲間は気づいていないはずよ」

「あの戦いの後、“〝闇陶芸師”〟は《ソサエティ》が引き取ったんだよな？」

「ええ。いまは魔力を封じたうえで施設に捕らえられているわ。仲間に真白ちゃんの情報が伝わっていないという事実は、彼本人の証言も加味しているの。魔術で嘘うそを言えなくしていたみたいだから、これは確かなはず」

「じゃあ、自分がやられてから仲間に情報を伝えた……って線もないか」

「たぶん、同時期に一般庶民の君が《鍵姫宮殿キーパレス》に加入した点を怪しまれたのかも」

「《鍵姫宮殿》が“〝闇陶芸師”〟を倒したことは、調べればすぐにわかるんだよな？　じゃあ、知らないところで尾行とか監視とかされてたかもしれないのか」

「その線が濃厚ね。最初は私を狙いに来たのかと思ったけど──」

「敵は玲れい樹じゆとの戦闘を避け、俺のところに来た」

「なにも君一人で“〝闇陶芸師”〟を倒したとは思っていないでしょうから、優先順位をつけただけって可能性もある。最終的な報復対象は君とリオと祭まつり子こと私。《鍵姫宮殿》の魔術師四人だと推測できるわ」

「実際、あの鉄骨は最初リオを狙ってたしな。棗なつめと真白は対象外って見ていいのか？」

「ないとは言い切れないけど、可能性は低いんじゃないかしら。あの二人は“〝闇陶芸師”〟を倒すのに直接関与したわけではないし、《大家族》のルールなら関わっていたと知れても敵視はされないでしょう。そもそもあの二人が狙われるなら、買い物のときに狙われたはずよ」

「確かにそうだな」

　だとすると。

「……奴やつらはまた俺たちを襲ってくる、か」

「でしょうね」

　塞ふさがったはずの傷口が疼うずく。

　魔術師の領域──命がけの戦いの世界。

　俺おれはいまやその渦中にいるのだと、改めて思い知らされる。

「んゥ…………はう？」

　俺が重々しく口を閉ざしていると、隣で寝ていたリオが目を覚ました。

　起き抜けのとろんとした表情で、俺の顔を見やる。

「きみ……いろ？」

「お、おう。おはよう」

「うむ。おは……君きみ色いろっ!?」

　ガタンッ、と椅子が倒れ、リオが俺の首に抱きついてきた。

　女の子特有の柔らかさと甘い匂においが精神的な癒いやしを運び、後から肉体的な痛みが。

「君色っ！　君色君色きみいろ！　君色ぉ──っ！」

「いでぇええええっ！　りりりりリオ!?　け、怪け我が！　俺、怪我人だから！」

「はうあっ!?　ごごごごめんなさい！」

　リオが俺の身体から離れる。

　倒れた椅子を素早く直して座り、今度は慌あわてずゆっくりと、俺の手を取ってきた。

　ぎゅっ……と両手で握り締め、そして嬉うれし涙を見せる。

「よかった……よかった……っ」

　……リオの手は、柔らかい。それでいて、温かい。

　心地いい。

　同時に、この子の泣き顔はもう見たくないな、とも思った。

「チッ。調子に乗ってんじゃないわよシスコン野郎がっ」

「あの、玲れい樹じゆさん？　少しは場の空気とか読んでくれません？」

「安心して。本音で嫉しつ妬とで今夜あたり真ま白しろちゃんを押し倒そうとか考えてるから」

「マジでやめろぉ！」

「えー。じゃあリオがお姉ちゃんの手も握ってくれるんならやめることにする」

　妹に手を握られてほっこりする姉。

　心臓に悪いことこのうえないが、いまはこいつがこういう性格でいてくれてよかったと心底思う。未いまだ庶民気分の抜けない俺に、シリアス一辺倒な空気はつらすぎるからな。

「リオも起きたし、忍しのび子こもいつまでもそんなところにいないで入ってきなさい」

　不意に、玲樹がその名を呼んだ。

　言葉の向けられた先は、一つしかない部屋の入り口。

　ちらちら覗のぞいているのは、床に届くほど長い赤のマフラーだ。

「忍子……いるのか？」

　リオが呼びかけたところで、マフラーを巻いた黒装束の少女が姿を見せる。

　忍しのび子こは萎しおれた表情を作っていた。

　印象的には、真ま白しろの友達を演じていたしのちゃんとも、俺おれに喧けん嘩かを売ってきた鍵かぎ宮みや家専属忍者とも違う。これがこの子の素顔なのかと、俺は純粋に驚いていた。

「あ、あの……っ！　ご……ごめん、なさい」

　部屋に入ってくるなり、頭を下げてくる忍子。

「アタシ、状況も知らずアンタに酷ひどいことしちゃって……っ。玲れい樹じゆ様から敵魔術師が近辺にいるってことは聞いてて、買い物と並行して真白ちゃんの護衛をするよう言われてたんだけど、その、どうしても我慢ならなくて……」

「新人いびりの件は大目に見るとしても、私情を優先して任務を放棄した点は看過できないわ。真白ちゃんが襲われた可能性だってあるのよ。わかるわね、忍子」

「はい……」

　忍子はこちらの調子が狂うくらい、しょんぼりとしてしまった。

　我慢ならなかった、か。

　それはきっと、トイレから出た後の俺と棗なつめの会話が引き金だったのだろう。

　リオへの煮え切らない態度──裏路地での主張を思い出すに、それが忍子の激情を駆り立てた最大の要因だと俺は見る。

「気にすんな。あれはある意味、俺の自業自得だ」

「で、でも！　アンタはアタシのせいで死にかけて、リオ様まで悲しませちゃって……」

「忍子」

　リオが立ち上がり、忍子の身体を抱きしめる。

「君きみ色いろはこう言っている。私もいっぱい悲しんでいっぱい怒ったが、忍子が反省しているならもう大丈夫だ。だから、いつまでもそんな顔をしないでほしい」

「リオ様……」

　優しい抱擁だった。

　姉が妹にそうするような……身長はほぼ同じなのに、不思議とそう思えた。

「そうだぜ。それに、一度くらい死にかけてみるのもいいもんだ。なぜならそのほうがバトルモノの主人公っぽいからな」

「典型的なサポート型の能力者がなに言ってるのよ」

「うるせえ変態愚姉」

「あっ……あと玲樹様。これ反省文です」

「ご苦労様」

　忍子から書類入りのファイルを受け取る玲樹。

　そういや戦闘中、後で反省文とか言ってたな。

「本当に書かせたのかよ……」

「それがプロというものです。君も報告書の書き方くらい勉強しておくことね」

「うへえ」

「まあでも、忍しのび子この気持ちもわかるわ。遅かれ早かれ、誰だれかがそうしたでしょうし」

「うん？　なんの話だ？」

「あら、気づいていなかったの？　忍子のあれは、新人いびりというより婿いびりよ」

「婿いびり……？」

「忍子は君きみ色いろくんに嫉しつ妬としてるのよね。リオを取られちゃったから」

　ぴしり、と忍子の身体が石化したような気がした。

「私ほどではないにしても、うちの使用人たちはみんなリオのこと大好きだから。リオに好かれてる君が気に入らないって子、他ほかにもたくさんいるわよ」

「そう……なのか？」

「ええ。認めているのは祭まつり子こくらいじゃないかしら。今後も夜道には気をつけるべきね。ちなみに忍子がどれくらいリオのことを好きかというと、この子の自室にはオーダーメイドの抱き枕まくらがあって、なんとそれがリオの──」

「れ、れれれれれ玲れい樹じゆたま！」

　忍子が急に口調を崩した。動揺の表れだった。

　抱擁を解き、つつつ、と忍子から距離を取るリオ。

「知らなかった……忍子は姉様の同類だったのか」

「り、リオたま!?　ちちち違うんです誤解なんですそうじゃなくてぇ！」

　忍子は必死になって弁解を試みる。リオの警戒心はなかなか解かれなかった。

　そんな二人の様子を、ひたすら眺めて楽しむ玲樹。

　……重苦しい空気を破壊してくれるのはありがたいが、限度ってものを知ってほしい。

「さてと。それじゃ、そろそろ今後のことについて話しましょうか」

　忍子が落ち着いてきたところで、再び真剣な流れに。

　玲樹と忍子が椅子に座り、リオがベッドに腰掛け、俺おれは上半身を起こした状態で、今後の行動について議論することになった。

「《大　家　族グラン・フアミリア》の目的は私たちへの報復。その対象として君色くんとリオが狙ねらわれた。以上のことを踏まえると……やっぱり、危険なのは君たち二人よね」

「《鍵姫宮殿キーパレス》全員でリオ様たちを護衛するのがいいと思います。アタシも個人的に罪滅ぼしがしたいですし」

「しかし、守りに徹していてはいつまでも決着がつかないのではないだろうか。姉様、こちらから攻める手立てはないのですか？」

「難しいわね。“〝闇陶芸師セラミスト”〟もそうだったけど、《大家族》って神出鬼没だから」

　玲樹、忍子、リオがそれぞれ意見を出し合う。

　俺おれはといえば……相手の動向について、一つ引っかかるところがあった。

　思い出すのはデパートでのおかしな一件だ。あれを考察材料に加えるなら──

「……ひょっとしたら、あいつらの目的は単なる報復じゃないのかもしれない」

「どういうこと？」

「実は俺、襲われる前にキールハットの姿を目撃してるんだ」

　棗なつめと話をしていたとき、デパートのフロアでマジックショーをしていた人物。

　あれは間違いなくキールハットだった。

　時刻的には玲れい樹じゆに追われていた最中だろう。そんな中で俺の前に姿を表し、襲いかかるわけでもなくただ自身の存在を印象づけた。そこが不可解極まりない。

「向こうがこっちに気づかなかったってことはないだろうし、なんらかの意図があったのか……もしくはそう思わせることこそが狙ねらいだったのかもしれない」

「意外に頭が回るわね。オリゼロとやらに似たような展開があったのかしら？」

「茶化すなよ。これでも必死に考えてんだ」

「でも、君きみ色いろくんの考察は的を射ているかもしれないわ。“〝闇陶芸師セラミスト”〟もそうだったけどあのキールハットって奴やつ、どこか演出家気取りなところがあるっぽいし」

「演出家？」

　そういえば、玲樹と祭まつり子こが駆けつけたときも「うまい具合に舞台が演出できた」とかなんとか言ってやがったな。

「単純に報復だけが目的なら、私の目から逃れてデパートに現れた時点でサクッと君を殺して終わりでしょうし。報復と思わせておいて、真ま白しろちゃんの『凶まが星ぼし』を──って魂胆かもしれない」

「あいつら、本当に真白のことは知らないのか？」

「判断材料は“〝闇陶芸師”〟の他ほかの仲間には教えていないっていう証言だけだし、正直なところ言い切れないのよね。君たちを襲う前の交戦で少しカマをかけてみたけど、やっぱり知らない素振りだった。でも」

「知らないふりをしているだけって可能性もある、か」

　疑い出したらキリがない。かといって楽観するのも危険だ。

　玲樹は判断に迷っているようである。安全を最優先するなら、狙われている可能性のある人間みんなで引きこもるって案が浮かぶが、それは現実的じゃないだろう。事情を知らない真白だっているんだしな。

　これが、魔術師の領域に住まうってことなのか。

　日常の暮らしを送りながらも、非日常の敵のことを考えなければいけない。

　奴らはいつこちら側の領域に踏み込み、平和を荒らしてくるかわからない。

　散々覚悟を問われてきた俺だが、はっきり言おう。

　そんな暮らしは、ごめんだね。

「──陽動作戦だ」

　沈黙を破り、俺おれが提案する。

「“〝闇陶芸師セラミスト”〟のときと同じ作戦でいこう。玲れい樹じゆと祭まつり子こが真ま白しろをガードして、俺とリオが囮おとり役をやる。そうすれば、向こうも俺たちを狙ねらいやすくなるだろ？」

　三人揃そろって、きょとんとした顔を浮かべていた。

　それもそうか。いや、自分でも素人がなに言ってんだこいつ。とは思う。

「素人がなに言ってんの、君」

　案あんの定じよう、玲樹がしかめっ面で俺を睨にらんできた。

　でもな、それに返す言葉はもう決まっている。

「いつまでも素人じゃいられねーだろ」

　忍しのび子こに身の程を教えられた俺だからこそ──強くそう思う。

「ビギナーだから詳しく教えてもらってないが、もともと《大　家　族グラン・フアミリア》ってのは魔王復活を狙う悪の集団なんだろ。そのうえ、今後も真白が狙われる危険性がある。なら徹底的に戦ってやろうじゃねーか。俺はずっとおまえに守られてるつもりなんてない」

「現状の弱さを自覚しなさいって言ってんのよ！　もし私が駆けつけられないときに襲われたらどうするの！　また相手の魔力が尽きるまで粘って殴り勝つつもり!?」

「私がいる」

　毅き然ぜんと声を発したのは、俺の頼れるパートナーだった。

「私と君きみ色いろは二人一組、『テンサウザンドの節約術師』だ。君色の支援が受けられれば、私の『界門』はどんな魔術にだって打ち勝てる。キールハットも香か穂ほも一撃必殺だ」

「でも避よけられてたじゃない」

「また避けられたら、もう一発叩たたきこむ」

「ちょっと君色くん！　君の影響でうちの妹が脳筋になっちゃったんだけど！」

　姉がお叱しかりをぶつけてくるが、謝罪はできないな。

　リオの言葉は素直に嬉うれしい。

　自ら危険に飛び込むことは怖くはあるが、こいつとなら──そう思えてしまうんだ。

「玲樹様。リオ様はアタシがガードしますが、どうでしょう？」

「忍子までなに言ってるのよ……無謀な作戦を容認するのが君なりの罪滅ぼしなの？」

「違います。アタシ、コイツのこと少し見なおしたんです」

　忍子は生意気な瞳ひとみを取り戻し、じっとこちらを見据えてくる。

「コイツは昨日きのう、リオ様の頭上に鉄骨が降ってきたとき……アタシよりも先に助けに動いたんです。その結果がこの重傷ですけど、少なくともリオ様を守るという点においては信頼できます」

　そして、ひたすらに真しん摯しな態度で頭を下げた。

「改めてお礼を言うわ。リオ様を守ってくれて、ありがとう」

「忍しのび子こ……」

「……か、感激してんじゃないっての！　で、でも見なおしたのは本当だし、雑ざ魚こ庶民から使える肉壁くらいには認識を改めてあげる！」

　まだ少し棘とげがあるが、逆にそれが気持ちいい。仲間として対等な感じがする。

「ああもう……わかった、わかったわよ」

　忍子の後押しもあって、ついに玲れい樹じゆが折れた。

「じゃあこうしましょう。明日になったら、リオと君きみ色いろくんは普段どおりの生活に戻る。忍子は二人を陰から護衛。私と祭まつり子こは真ま白しろちゃんをガードしつつ敵魔術師への警戒に当たるわ。君たちは敵魔術師と遭遇したらすぐに連絡を寄よ越こすこと。無茶な戦闘は禁止。《鍵姫宮殿キーパレス》の他ほかの面々にもそう伝えておく」

「そういや、祭子はどうしてるんだ？」

「運はこび子こと一緒に真白ちゃんのそばについているわ。こっちが潜んでいる間に、君の最大の弱点が狙ねらわれたら元も子もないからね」

「助かる」

「あと君色くん。君に改めて課題を出しておくわ」

「課題？」

「リオとの結婚の話よ」

　どくん、と心臓が跳ね上がった。

　心なしか、隣でベッドに腰掛けるリオの身体もビクゥ！　と跳ねた気がする。

「な、なんでいまその話を……」

「言ったでしょ？　君とリオの仲がよくなれば『契節約ギアスセイバー』はパワーアップしてリオの魔術を使える回数も増える。手数が増えれば、それだけ戦力もアップする。つまりキールハットと戦いくさ部べ香か穂ほの二人と戦闘になっても勝てる見込みが高くなるのよ」

「そりゃ、理論上はそうかもしれないが……」

「ま、これは二人の気持ちの問題だから私がどうこうできるわけじゃないけどね。いつ敵に襲われるともわからない現状、絆きずなを深めることは急務だと思いなさい」

　いまさらのように思い出させられる。

　クリスマス・イブ──十二月二十四日までに答えを出せと、玲樹は言った。

　今日は十二月二十日だから、期限はあと四日。

　改めて日付を認識してみると、新たに気づくことがもう一つあった。

　明日は十二月二十一日、金曜日。

　二学期の終わり──終業式だ。








第五話　その名は《大家族グラン・フアミリア》





　翌日の朝。家には戻らず、直接隠れ家から学校に向かった。

　鍵かぎ宮みや家専属運転手の剣つるぎ運はこび子こに車を出してもらい、リオと共に終業式へ。式は校長が「冬休み中に羽目をはずしすぎないように」というお決まりの呼びかけをして終わった。

　その後は教室で通知表をもらい、担任が校長と似たようなことを言ってホームルームも終了。また来年、よいお年を、そんな挨あい拶さつが学校中で飛び交っていた。

「終業式前日に彼女と一緒にサボりとか、一足お先に聖夜気分ですかこの野郎」

「ああ。まあそんなところだ」

「うぅ、最近俺おれの親友が冷たい……」

　俺はすぐには帰らず、教室でコウタと駄だ弁べっていた。

　駄弁っていたんだが……どうにも、素そっ気けない返事を返すことしかできない。

　気が気じゃないからだろう。

　いつ敵が襲ってくるかわからない緊張感が、俺を──いや、違うか。

　俺が真に気にかけているのは、敵魔術師ではなくリオのことだ。

　強くなるためにも、リオへの想おもいを明確にする必要がある。

　理屈じゃわかっているのだが──

「君きみ色いろ」

　帰り支度を済ませたところで、俺の席に棗なつめがやってきた。

　どこか鬼気迫る表情だ。背後には、叱しかられた子供のように肩を落としたリオもいる。

「コウタ。ちょっと君色借りるわね」

「おお？　なんだ、どうした棗嬢。修羅場か？　修羅場なのか？」

「モブキャラは黙ってて」

　モブキャラ呼ばわりされたコウタは膝ひざを折った。

　棗は俺の腕を掴つかみ、教室の外まで引っ張っていく。リオは口を挟まずついてきた。

　廊下をしばらく進み人ひと気けがなくなったところで、棗が足を止める。

　振り返り、向けられた表情は──見るからに怒っていた。

「リオから詳しい話、聞いた。君色ってあれでしょ。バカでしょ？」

「フッ……この俺を愚劣と罵ののしるか。だがな、俺にも考えがあって──」

「そういうノリやめて。あたしは二人のこと心配して言ってんのよ」

　……棗の真剣な物言いに、俺はただただ反省する。

　俺おれが隠れ家に運ばれた時点で、棗なつめは玲れい樹じゆから電話を受け事情を聞いたそうだ。そして今日、登校したリオの口から今後の対策についても教えられたらしい。その結果が、目の前のご立腹な従姉妹いとこである。

「あたしも、魔術ってやつに少しは触れてみたけどさ。それでも、やっぱり……あんたたちがそういう、命がけの戦いやってるのは、なんか違うと思う」

「違うって、なにが」

「うまく言葉にできないけど……なんか、嫌なのよ。だって、死んじゃうかもしれないのよ？　常つね日ひ頃ごろから節約言ってる友達が、魔術師と戦って死ぬとか……ジョークでしょ」

「死なねーよ。俺が真ま白しろを残して死ぬと思うか？」

「一度死にかけた奴やつが軽く言わないでよ！」

　廊下の端まで届く声で、棗が叫んだ。

　通行人が一瞬だけ振り返り、すぐに通りすぎていく。

　きっとリオも同じようなことを棗に言われたのだろう。

　くいくいっ、としょげた様子で俺の服の袖そでを引っ張ってきた。

「君きみ色いろ。棗は本当に、私たちのことを心配して言ってくれているんだ」

「わかってるよ」

「じゃあ！」

「でも、逃げるわけにはいかない。これは俺が選んだ道だ」

　棗には悪いが、こんな討論はもう俺の中ではとっくに終了しているんだ。

　故ゆえに視線を逸そらすことなく、正面から向き合う。

　先に折れたのは、棗のほうだった。

「……帰る」

　怒りを声に宿したまま、しかし表情を隠そうとするその仕草は、悲しそうで──

　棗にこんなに心配かけて、俺はなにをやっているんだと思わされた。

「今度死にそうになったら、ぶっ飛ばすから」

「安心しろ。絶対に死なねーよ」

「あと、冷蔵庫の中のもの勝手に食べるから！　自分のケータイ君色の家のコンセントで充電したりするし、おすそわけだってもう持っていってあげないんだから！」

「それは真面目まじめにやめ──」

　ダッ！　と。言い終わる前に、棗は走り去ってしまった。

　……俺だって、少し前までは一般庶民の代表みたいな人間だったんだ。

　いまだって庶民感は抜け切らないし、庶民をやめたくないとも思っている。

　だからこそ、棗の気持ちもよくわかっちまう。

　非日常を生きるってことは、思ったよりも大変だ。

「……私たちも帰ろう、君きみ色いろ」

「おう」

　リオに促され、俺おれたちは昇降口に向かう。

　明日から冬休みだっていうのに、この晴れない気持ちはなんだろう。

　窓の外は曇天だ。冬らしい冷気が校内の廊下にまで行き渡っている。

　もうすぐクリスマスなんだよな──と。

　不意に手首を掴つかまれて、足が止まった。

「どうしたリオ」

「君色……あれ」

　俺を制止させた張本人であるリオは、廊下前方を指差す。

　そこには昇降口が見えていて、下駄箱の隣には自販機が置いてあるのだが。

「は？」

　床・に・這・い・つ・く・ば・っ・て・下・を・覗・き・込・む・、ヘ・ッ・ド・フ・ォ・ン・の・少・女・が・い・た・。

　懸命に腕を伸ばし、なにかを取ろうと四苦八苦している。

　というか、あの……スカートが捲めくれて、ピンク色の下着が見えてしまっているんですけど！　夢中すぎて本人気づいていないんでしょうか!?

「ハッ！　み、見るな君色！」

　赤面する俺の視界を、リオがぴょんぴょん跳ねて遮ろうとする。

　そんなことをしていたもんだから、さすがに向こうも気づいたようだ。

　這はいつくばることをやめ、その場に女の子座りして俺たちを見上げる。

「……な、なにやってんだ、おまえ」

「お金、自販機の下に落っことしちゃっ……うん」

　こくん、とヘッドフォンの少女が意味もなく頷うなずいた。

　そのときである。

「おお！　やっと出会えました！」

　昇降口近くの男子トイレから出てくる、陽気な声。

　いつかの少年マジシャンが、ハンカチで手を拭きながらにこやかに歩み寄ってくる。

　な、なんだよこいつら……っ！

　なんだってこんな、軽いノリで──

「嫌だなあ。そんなに身構えないでくださいよ。こっちにその気はありませんから」

　少年マジシャン──キールハットは手元のハンカチを弄もてあそびながら言う。

　パッ、とハンカチが花束に化けた。

「はい、友好の証に。ちなみにこれは魔術じゃなくて手品ですよ。趣味なんです」

　花束を手渡されるリオ。

　どうしようという顔をしていたので、俺おれはリオから花束を奪い後ろに投げ捨てた。

　キールハットは嫌な顔一つ浮かべず、こうもちかけてくる。

「立ち話もなんですし、どこかでゆっくりお話ししませんか？」



　俺たち四人は学食に移動した。

　終業式のため人はいない。厨ちゆう房ぼうの奥でおばちゃんが後片づけみたいなことをやっていたが、特に俺たちのことを気にした風ふうでもなかった──それが逆におかしい。

「部外者のおまえらが奇異の眼まな差ざしを向けられないのは、どういうカラクリだ？」

「認識結界を纏まとっていますので。僕たち二人、いま存在感がすっごく空気なんですよ。魔術師でもない限り、僕たちに気づくことは不可能じゃないかな」

　と説明する、シルクハットにタキシード姿のいかにもマジシャンな風ふう貌ぼうの少年。

　その隣に、見慣れぬ制服の上からパーカーを羽織り首にヘッドフォンをかけた少女。

　俺とリオは、二人の対面の席に隣り合って座っている。

「改めて自己紹介を。僕は《大　家　族グラン・フアミリア》のキールハット。称号は“〝数奇術師マジシヤン”〟です」

「……戦いくさ部べ香か穂ほ。称号は“〝闘演舞姫ダンサー”〟。よろしくお願いしま……うん」

　ヘッドフォン少女、香穂は妙な間の後に頷うなずき、そこで挨あい拶さつを終えた。

「すいませんね。彼女、言葉の途中で自己完結しちゃう癖があるんですよ」

「そこまで言ったんならもうちょいがんばれよ。あと『す』だけだろ」

「僕も日ひ頃ごろからそう言ってるんですけど、なかなか直らなくて」

　そう語る少年マジシャン、キールハットの表情はどこまでもにこやかだった。

　俺はどうにか緊張感を保とうとするものの……正直、もう気勢をそがれてしまっている。

　まさかこうも早く仕掛けてくるとは。いや、仕掛けてくるっていうか話をしにくるとは思わなかった。こいつら、俺たちの命を狙ねらってんじゃなかったのか？

「ふふふ……綾あや瀬せ君きみ色いろくん。君がなにを考えているのか、僕にはよくわかりますよ」

「なに？」

　キールハットの口ぶりに身構える。

「君──いま香穂ちゃんの胸を見ていたでしょう！」

　身構えるだけ損だった。なに言ってんのこいつ。

「図星のようですね」

「図星であってたまるか！　意味わかんねーこと言ってんじゃねえ！」

「ええっ？　でもほら、見てくださいよ。香穂ちゃん巨乳ですよ」

　キールハットが指を差すので、思わず視線をやってしまう。

　なんていうか……載っていた。

　特大のものが机に、どかんと。

　注意して見てみると、確かに巨乳だ。しかし身体の線は細く、身長も低い。胸だけがでかい。最近女の子の知り合いが増えたが、いままでになかったタイプのスタイルである。

「君きみ色いろ……」

「はっ！」

　横合いから突き刺さるジト目に、汗が吹き出す。なに誘導されてるんだ俺おれは！

　香か穂ほは頬ほおを染めながらぼそりと、

「……キルくん、セクハラ」

「あははっ。場を和ませるためですし、許してくださいよ」

「おまえら本当になんなんだよ……行動が意味不明すぎるぞ」

「えー。意味不明なのはこっちのセリフですよー」

　頭を抱える俺に対し、キールハットは冷静に切り返した。

「僕たちの目的が報復で、自分たちが狙ねらわれているってことは知ってますよね？　なのに学校で終業式って、僕たちが言うのもなんですけど、暢のん気きじゃありません？」

「これは貴様たちをおびき寄せるための作戦だ」

「こっちとしても早めに決着つけたいしな」

「なるほど。でも僕たちがこんなんだから、がっくりきちゃったと。じゃあここは悪役っぽく、学校を舞台に一般庶民のみんなを巻き込んで大暴れでもしてみせようかな？」

「できもしないことを言うな」

　キールハットの挑発めいた言葉を、リオは一言で切って捨てた。

「魔術とは世間から隠匿されて然しかるべきものだ。もし公に存在を明かすようなことをすれば《ソサエティ》をはじめ世の多くの魔術師から目の敵かたきにされる。《大　家　族グラン・フアミリア》は敵を作りたくないのだろう？」

“〝闇陶芸師セラミスト”〟だって、魔術戦を仕掛ける際はきちんと結界を張っていた。こんなところで大暴れなんて、魔術師としては自殺行為とも言える所業なのである。

「冗談ですよ、冗談。最初に言ったとおり、今日のところは戦う気もありませんから」

「じゃあ、なにしに来たんだよおまえら」

「香穂ちゃんの筆頭魔術について教えておこうと思いまして」

　一瞬、耳を疑った。

「香穂ちゃんの『闘タタ神カイノノ舞ウタ』はヘッドフォンを装着し大音量の音楽を流すことで身体能力を向上させる限定条件つきの強化魔術です。強化中はいわゆるトランス状態になりまして、本人の意識は失われますがオートで敵と認識した相手に攻撃したり自分の身を守ったりできます。あと僕の指示も聞いてくれます。髪が逆立つ点は特に意味はありません」

「おまえ、なにを……」

「ボリュームレベルが十段階に分かれていて、レベルが高いほど強くなりますが効果時間が短いです。逆にレベルが低いとあんまり強くないですが、効果は長持ちしますね。一度発動させちゃうと外からは解除できないんで、最初のレベル設定に苦労するんですよ」

　俺おれもリオも唖あ然ぜんとする。だって、ありえないだろう。

　仮にも敵対している相手の前で、パートナーの能力をべらべら喋しやべるとか……いや、バトルモノとかじゃそういうキャラよく見るけど。オリゼロにもいたけど。だけどこいつの場合、たぶん意味合いが違う。

「以上です。一応言っておきますけど、嘘うそは入ってませんので」

「……強者の余裕から能力解説したくなった、ってわけじゃないよな？」

「相手に秘密を明かされると、自分も秘密を明かしたくなりません？」

「どういう意味だ」

「君きみ色いろくんの秘密も教えてくださいよ」

　親しげに「君色くん」などと呼んでくるキールハットに、俺は警戒を強める。

「僕たちが調べたところ、バー兄さんが倒されたことには間違いなく君という一般庶民が関かかわっているはずなんですよね。君は同時期に《鍵姫宮殿キーパレス》に加入しているみたいだし」

「バー兄さん？」

「“〝闇陶芸師セラミスト”〟のことですよ。彼、本名はバーレット・ウォーグっていうんです」

　そういや初めて聞いたな。あの男、そんな格好いい名前だったのか。

「でも、君が具体的にどう関わったのかが定かじゃないんですよ。そもそもただの一般庶民が魔術師に、それも鍵かぎ宮みや家の人間だけで構成されている《鍵姫宮殿》に入るだなんて、おかしな話です。きっとなにか秘密があるんじゃないか。そう考えたしだいで」

「それを聞くために、いきなり襲わず話をしに来たと」

「はい」

「でも俺、おまえたちのおかげで一度死にかけたんだぜ？」

「それならそれで問題なかったですけど？　少し興味があるって程度の話ですし」

　ナチュラルに毒を吐く奴やつだった。

　いけ好かない。俺はそう認識を改めながら、続けて耳を傾ける。

「君色くんがバー兄さんを倒す立役者になったってところまで調べがついていますから、きっと兄さんと相性のいい潜在魔術でも秘めていたんじゃないかと睨にらんでいるんですよね。どんな能力か、教えてくれません？」

「教えるわけねーだろ」

「ついでに言うと、バー兄さんがこんな辺へん鄙ぴな町でなにをやっていたのかも気になるんですよ。彼、よく僕たちに隠れて単独行動する癖があるんで。《鍵姫宮殿》のみなさんならなにか掴つかんでるんじゃないかなーって思ったんですけど、リオちゃんはどうですか？」

「知らんな。知っていても貴様には教えない」

「二人ともケチだなー」

「フッ、俺おれたちは人呼んで『テンサウザンドの節約術師』だからな」

「手持ちの情報も無駄遣いはしない」

　しかし、いまの発言ではっきりした。

　こいつらは俺の『契節約ギアスセイバー』のことや、真ま白しろの『凶まが星ぼし』のことを知らない。知らないからこそ、それを探ろうとしている──もちろん、この行動自体がそう思わせるための演技って可能性も捨て切れないがな。

「キルくん……おなか空いた」

「話が終わったらなにか食べにいきましょう。君きみ色いろくんたちもどうですか？」

「命狙ねらってる相手を食事に誘ってんじゃねーよ」

「つれないなあ。じゃあサービスでもう一個、こちらの情報を提供しますよ」

「今度はおまえの使う魔術についてか？」

「いいえ。僕たち《大　家　族グラン・フアミリア》の目的──魔王復活についてです」

　思わぬアプローチだった。

　俺もリオも息を呑のみ、キールハットの言葉を聞く。

「素人上がりの君はまだ教えてもらっていないかもしれませんが、魔王というのはその名のとおり、異界を統すべる王の名です。僕たちはその魔王を、こちらの世界で復活──いえ、召喚しようと企んでいます」

「異界……ってなんだよ」

「これもその名のとおり。すべての魔力の源とされている、こことは違うあちら側の世界のことですよ。召喚系統の魔術は、だいたいこの異界からなにかを呼び寄せ力を行使します。たしかリオちゃんが使っていた魔術もそうでしたよね？」

　俺はリオを見やる。

「私の筆頭魔術『界門』の先に繋つながっている場所が、この男の言う異界だ。しかし異界というのは召喚魔術による一方通行で、行き来することはできないし、知性ある生命体が住むなんて話も聞かない。そんな異界を統べる王がいるなど、ありえないだろう。多くの魔術師にとって、魔王は単なるお伽とぎ話ばなしなんだ」

「でも《ソサエティ》は僕たち《大家族》を危険視している」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言わんばかりのリオに、キールハットは笑顔で返した。

　魔王が復活すればどうなる──かつて俺が問うたとき、玲れい樹じゆはこう答えた。

　世界が滅ぶ、と。

「おまえら、魔王をこっちの世界に呼んでなにをするつもりだ？」

「それは魔王が決めることで、僕たちが決めることじゃありません」

「復活以上の目的がないだと？　魔王とは縁のない貴様たちが、なぜそうまで──」

「縁ならありますよ。だって僕たちは《大　家　族グラン・フアミリア》ですから」

　キールハットは空気を一転、真面目まじめな口調で言う。

「僕たちは魔王の家族なんですよ。家族なら一緒に暮らしたいと思うのは当然でしょ？」

　──家族。

　そのフレーズが、やけに耳に残る。頭には、真ま白しろの笑顔が浮かんだ。

「……魔王は異界を統すべる王なんだろ？　その家族って、じゃあおまえらは異界人かよ」

「そうじゃないですけど……うーん、これ以上話しちゃうのはさすがにサービスしすぎかな。どうですか？　そろそろ君たちのことも話してくれません？」

「誰だれが話すか」

「困った。想像以上にケチな人だ」

　キールハットは肩を竦すくめ、そして席を立った。

「今日はもう帰りましょうか、香か穂ほちゃん。僕もおなか空きましたし」

「やった」

「じゃあ、そういうことで」

　香穂は小さくガッツポーズし、キールハットに続いた。

　えっ……本当にこの流れで帰るの？　俺おれはまだこの二人の性格を掴つかみ切れていない。

「あっ。あのね」

　席を離れようとしたところで、くるりと香穂が振り向いた。

「私は、絶対に魔王を迎えるよ。だって──うん」

　途中で自己完結してからの、決意表明。

　うん、と頷うなずいたその仕草からは、悪意が感じられない。

「あ、そうそう」

　と、今度はキールハットが足を止め振り向く。

「──次は本気で狙ねらっていきますので、油断しないでくださいね」

　そこでようやく──ああ、こいつらは俺たちの敵なんだと再認識できた。

　最後の最後に、緊張感を煽あおってくるとはよ。

　キールハットと香穂が学食を出ていっても、俺はすぐに立ち上がることができなかった。

「リオ様」

　同じく座ったままのリオの足元から、声がした。

　見ると、床から金髪が──いや、影から忍しのび子この頭が突き出ている。

　影に潜る忍子の筆頭魔術『人ひと影かげ潜行ダイブ』である。

　こいつは俺たちの護衛として、ずっとリオの影の中に潜んでいたのだ。

「仕掛けますか？　アイツらたぶんアタシには気づいてないですよ。いまなら──」

「やめろ忍子。学校を戦場にはしたくない」

「了解です」

　リオが言うと、忍しのび子こはまた影の中に隠れた。

　当初は、俺おれたちが囮おとりになって襲ってきたところを迎え撃つって作戦だったんだがな……まさか向こうにその気がないってのに、こちらが攻撃するわけにもいくまい。

「……帰るか」

「うむ」

　このまま学食にいても仕方がないので、俺とリオも下校することにした。

　昇降口まで戻り、上履きから自分の靴に履き替える。

　と、リオが下駄箱を見つめながらなにやら動きを止めていた。

「リオ。どうした？」

「な、なんでもないっ」

　俺が声をかけると、リオは慌あわてて靴に履き替える。

　鞄かばんになにかしまったようだが──ああ、なんだ上履きか。

　そうだよ。明日から冬休みなんだから、俺も持って帰らなきゃな。



　校門を出て、いつもの帰宅コースを歩く。

　忍子に警戒してもらっているが、辺りに魔術師の気配はないようだ。

「お兄ちゃーん！」

　住宅街に差しかかったところで、前方に見慣れた姿を目視する。

　元気よく手を振るネコミミフードつきコート着用の少女は──真ま白しろだ！　俺の天使だ！

「お兄ちゃん二日ぶり！　昨日きのうは帰ってこなかったから寂しかったよぉ！」

「真白ぉ──っ！　俺も寂しかったよぉ！」

「ちなみに真白ちゃんの寂しさはフレアが埋めてあげましたので、ご安心ください」

　再会の抱擁を交わす綾あや瀬せ兄妹きようだい。学校帰りだろう。フレアも真白と一緒にいた。

　俺が負傷して家に帰らなかったことについて、真白には祭まつり子こから『玲れい樹じゆさんの秘密のお仕事に向かった』と説明してもらっている。それで一切の疑心もなく再会を喜んでくれるのだから、俺の妹はかわいい。

　そのまま四人で帰り道を行く。影の中には忍子がいるので実は五人だが、魔術師の領域なんて知らない二人はそんなこと思いもしないんだろうな。

　リオと真白が談笑しながら前を歩くその後ろ、フレアが声を潜めて話しかけてきた。

「君きみ色いろお兄さん。昨日は大変だったみたいですね？」

「ん。なにがだ？」

「なにってお仕事ですよ。正義の魔術師として悪の魔術師として戦っていたのでしょう？」

　あ、そのネタまだ覚えてたんだ。

　おもしろい返しを期待しているのだろう。俺おれはフレアのわくわく顔に応えるべく、

「ああ……実は一度死にかけてな。おまえからもらったお守りがなかったらやばかった」

「それはよかったです。ということは、お兄さんにもついに気づかれちゃいましたか」

「気づく？　なににだよ」

「実は、フレアも君きみ色いろお兄さんと同じ魔術師だったんですよ」

　ぽこん、とフレアの頭を軽く小突いた。

「あいたっ。なにをするんですかお兄さん」

「悪ノリもほどほどにしておけ。俺の職務は子供の遊戯ではないのでな」

「そんなっ。フレアが真ま白しろちゃんのマスコットに仕込んだ超エネルギーバリアが発動してお兄さんを守ったのに？　あのとき現れた仮面魔術師の正体はフレアなんですよ？」

「悪いな。死にかけたときの傷のせいか記憶が飛んでいるみたいだ」

「むう。君色お兄さんのいけず」

　ぷくーっと頬ほおを膨らませるフレアを見て和んでいたら、真白がくるりと振り向いた。

「ねえお兄ちゃんリオさん。クリスマス・イブの夜ってなにかご予定ありますか？」

「イブ？　いや、別になんもないぞ」

「私も特には」

「おや、イブなので二人でデートでもするのかと思いましたが、ないんですか？」

　俺とリオの間に入って、交互に顔を見るフレア。

「クリスマスといえば、世の恋人が逢あい引びきをする日ですよ？　おわかりですよね？」

「俺にとってのクリスマスは、家族でチキンとケーキを食べる日だ」

「リオ先輩。この人こんなこと言っていますが」

「ん」

　フレアに話を振られても、頬を赤らめるだけで満足に返せないリオだった。

　あっ、これはたぶん意識してるな。クリスマスといえば恋人たちが語らう聖なる日で、イブといえば俺がリオに答えを出さなければならない刻限の日で、つまり──うん。

「あのね。もし二人きりですごす予定がないんなら、あの、みんなでクリスマスパーティーをやろうって考えてるんだけど、どうかな？」

「クリスマスパーティー？」

「うん！　わたしとお兄ちゃんとリオさんとフレアちゃんと、あと玲れい樹じゆさんと祭まつり子こさんと大家さんも誘って！　雛ひな森もり荘のみんなで！」

「おまえも来るのかよ」

「孤独なんですよぉ。フレアも真白ちゃんと一緒にチキンとケーキ食べたいです」

「あと予定が空いてるなら、棗なつめちゃんとしのちゃんも誘いたいなって！」

「……それは楽しそうだな」

　本心からそう思った。

　雛ひな森もり荘の六畳二間の部屋にみんなで集まって、チキンやケーキなんかの料理を囲いながらツリーを飾ったりサンタ帽被かぶったりプレゼントを交換しあったりするのか……。

　そんなクリスマスがすごせたらいいな、と思った。

　そんなクリスマスをすごすためにも、目の前の問題を片づけなきゃなとも思った。

「あっ、もちろんそんなに豪勢なのは考えてないよ？　ケーキはケーキ屋さんのじゃなくて手作りの予定だし、チキンはスーパーで買うから！」

「あと我が家でやるなら、もやし鍋なべな」

「そう、もやし鍋！　去年もやったよね！」

「よく覚えてるな」

「だっておいしかったもん、お兄ちゃんのもやし鍋！」

　手袋を嵌はめた手で両りよう頬ほおを包む真ま白しろ。きっとほっぺが落ちちゃうくらいおいしかったと表現したいのだろう。俺おれはそんな妹の頭を愛いとおしげになでてやった。

「君きみ色いろ……私も、真白ちゃんやフレアちゃんと一緒にパーティーやりたい」

「じゃあ、決まりだな」

　リオの賛同も得られたところで、クリスマスパーティーの開催が決定した。

　……あと三日か。

　真白のためにも、それまでに決着をつけなければならない。

　決意を新たにした俺は途中でフレアと別れ、雛森荘に到着。

「あ、君色」

　真白が先に部屋に入り、俺も扉を潜ろうとしたところで、リオが声をかけてきた。

　自分ちの玄関の扉を開け、そこに身を隠しながら、頭だけを覗のぞかせてこちらを見る。

「その……明日はお休みじゃ、ないですか」

「ああ。まあ明日から冬休みだしな」

「そ、そうでしたね」

　口調が丁寧語になっている。

　頬が紅潮している様子から見ても、緊張しているのは明らかだ。

　リオはそのまま数秒、瞳ひとみをうるうるさせ、熱っぽい視線を向けてくる。

　俺はなにも言わず、ただリオの言葉を待った。

「君色に、お願いがあります」

　顔を限界まで真まっ赤かにしたリオが、震えた声と共に勇気を振り絞る。

「明日の夜、その、私の部屋に……泊まりに来てください」
















第六話　君色が好きだから





　十二月二十二日。冬休み初日。

　本日のご予定はリオさんの家でお泊まり会のようです。

　……いや、ホントなんでこんなことになったのか自分でもわからないんだが、リオが誘って俺おれがそれに乗ってしまったんだから、説明するべき流れがあるとすればそれだけか。

　ちなみに真ま白しろはというと、

『真白ちゃん、今日一日うちの別宅で預かるから』

　午前中に玲れい樹じゆと祭まつり子こがやってきて、そのまま運はこび子この運転する車でつれていかれた。

『リオに頼まれたのよ。君きみ色いろくんと二人きりになることで、一気に仲を進展させるつもりなんでしょう。私としてもそっちのほうが真白ちゃんを守りやすいし、一石二鳥ね』

　玲樹の言う一石二鳥はことごとく信用ならん。

『まあ心配しないで。今日一日だけなら“〝闇陶芸師セラミスト”〟のときみたいに『凶まが星ぼし』が暴走する危険もない。警備も前回以上に固めるわ。私と祭子は町に残って警戒を続けるけど』

　しかし真ま白しろはどういう風ふうに納得したのかと思うと、

『お料理修業だよ、お兄ちゃん！　鍵かぎ宮みや家専属料理人の究きわめ子こさんにクリスマスケーキの作り方を教えてもらうの！　わたし、絶対に秘伝のクリームをマスターしてくるからね！』

　というような意気込みを俺おれにぶつけてくれた。

　真白のクリスマスケーキ、楽しみです。

　で、まあ……午前中に真白と玲れい樹じゆと祭まつり子こが出ていってしまったので、雛ひな森もり荘は早々に俺とリオの二人きりになってしまった。ちなみに金髪ポニーという名の大家も不在である。

　日中は冬休みの宿題を片づけたり、決戦が近いということで自主トレを積んだり、リオと一緒に食材の買い出しに行ったり、トイレに立ったところで影から忍しのび子こに「リオ様に変なことしたら殺すから」と釘くぎを刺されたりした。

　そして、夜。

「お、おじゃましますっ」

「い、いらっしゃいませ」

　……二人揃そろってぎこちない。なんでこんなに緊張しているんでしょうかね、俺たち。

　なにげにリオの部屋には初めて入る。

　そこには同じ六畳二間の部屋とは思えないような女の子空間が広がっていた。

　カーテンや壁紙で部屋全体をパステル調な色合いに整え、フリースペースにはぬいぐるみや観葉植物が並ぶ。テレビやエアコンなどの贅ぜい沢たく品も完備。うちと比較しても、置いてあるのも布団ふとんではなくベッド、ちゃぶ台ではなく楕だ円えん形けいのおしゃれなテーブルだ。

「……ここは本当に、雛森荘の一室なのか」

「ね、姉様が引越しの際にいろいろ運び込んだんだ」

　恥ずかしそうにもじもじするリオさんは、かわいらしい部屋着姿である。白のワンピースに薄手のカーディガン。そして素足。冬をすごすに相応ふさわしい格好とはいえないが、暖房のあるご家庭ならむしろこのくらいが普通なのだろう。それくらい室内は暖かい。

　しかし驚いた。まさか前職ニートのリオの部屋がこんなに女の子らしいとは。

　スライド式本棚にびっしりと並べられた、オリゼロ他ほか数点のライトノベルを見ると実にこいつらしいと思えるのだが──おや。一つだけサイズの違うこの本はなんだろう、って。

　背表紙に気になる単語を発見し、思わず手に取る。

「『誰だれでも簡単に始められる１００の節約術』……」

「あうっ！　そ、そそそれはっ！」

　慌あわてたリオが俺から本を奪い取る。

「その……君きみ色いろが以前、節約は心構えが大切だと言っていたので。お金の節約術を学べば、魔力の節約にも活かせるかと……」

「自分で勉強してたのか」

「う、うむ」

　本を抱えながら頷うなずくリオ。その本にはかなり読み込んだ跡が見られる。

「……本で勉強もいいけど、あんまり難しく考えるなよ？」

「えっ？」

「節約っていうのはそんなに難しいものじゃないんだ。高いのより少し安いので我慢する。無駄になるようなことは避ける。欲望に唆そそのかされない。基本はこんなところだ。まあ先人のテクニックを知るのはいいことだけどな」

「う、うむ。心得た」

「知りたいことがあるんなら、なんでも俺おれに訊きけ」

「そ、そうか。あの、じゃあさっそくなんですが」

「おう、なんだ？」

「き、君きみ色いろはパジャマとネグリジェと裸ワイシャツだったらどれが一番好きですか？」

　…………はい？

「待て待て待て。なんだその節約とまるで関係のない質問は」

「つ、突き詰めて考えれば魔力の節約に繋つながる重要なことなんだ！」

「俺の寝間着の趣味が!?」

「だだだって！　君色が好きなのにすれば、君色はもっと私を……」

　顔を真まっ赤かにしながら説明、そして語調を弱めながら俯うつむいていくリオさん。

　玲れい樹じゆの言葉を思い出す。

　俺と二人きりになることで、一気に仲を進展させようとしている──っていうあれだ。

　目の前のリオの態度を鑑みれば、戯ざれ言ごとと切って捨てることはできない。

「……そういう気遣いは、いいから。ほら、それよりも早く飯の準備しようぜ」

「うむ……そうですか」

　俺はリオの背中を押しやり、台所へ向かう。

　キールハットたちに狙ねらわれている現状、二人が離れるのは得策ではない。むしろ常に一緒にいるのが好ましい。そんな状況下でのリオのお誘い。家を開けた家族連中。

　シチュエーションはバッチリすぎるほどバッチリ揃そろっている。

　揃ってはいるが……俺に具体的になにをしろというのか。

　一ヶ月前の同居生活のときは、こんなことで悩まなかったのに。



　料理はほとんどリオが一人で作った。

　俺もなにか一品と思ったのだが「本日は私が君色に手料理を振る舞いたいので」とおっしゃったリオさんは手伝いくらいしか許してくれず、なんともぎこちない作業を見守ることとなった。エプロン姿のリオは真ま白しろに匹敵すると言っても過言ではない家庭的な魅力が……ああいや。なんでもない。

　完成された料理は節約の勉強をしているというだけあって、コストパフォーマンスに優れた食材で固められている。味は及第点といったところだ……いえ、すいません。素直においしかったです。くそう、感想を言うのも照れくさい。

「お、お風ふ呂ろが沸いたので、お先にどうぞ」

「えっ。いや、風呂なら自分ちのに入るよ。ガス代かかっちゃうし」

「私も入るのだから問題ない。それに、いまから沸かすほうがガス代の無駄だろう」

　食事を終えた後、リオの勧めで先に風呂をいただくことになった。

　人様の家の風呂に入るだなんて、まるでお泊まり会だ……というかお泊まり会でしたね。

　さすがに同じ建物だけあって、風呂の中は見慣れた作りである。ただ置いてあるシャンプーやボディソープ類は、うちではまず使わないようなお高いものが揃そろっていた。

　いかにも女の子用って感じのラインナップだが……リオはこれで、あの艶つやのある黒髪や人形みたいに白い肌を洗っているのか……洗っちゃっているのか……。

「いかん」

　想像したらのぼせてきた。

　とっとと出るべきか。いやそもそもまだ風呂に入っていない。

　ざぶん、と雑念を払うように浴槽へ。その瞬間、しまったと思う。このあとリオが入るんだから、先に身体洗っとくのがマナーだった。なにやってんの俺おれ。

　ああ、でもあったかい……いつもこの浴槽にリオが浸かっているんだよな……って。

「また想像してるし、俺……」

　ぶくぶくぶくぶく、口まで湯に浸かる。

　風呂はいい。考え事をするのに最適だ。俺はいまなにを考えるべきだろう。敵魔術師への対抗策だ。答えは出ている。俺自身が強くなればいい。そのためには『契節約ギアスセイバー』をパワーアップだ。そのためにはリオと仲良くなるんだ。リオと──

「結局はそこに戻るんだよな……」

　リオと絆きずなを深めれば。

　リオの告白に答えを出して、結婚すれば。

　どいつもこいつも簡単に言うが、やっぱり悩ましい。人の感情なんて嘘うそをつけるものではなく、『強くなるために』なんて建前でリオを受け入れるのは違うと思う。

　だから俺は、誠実にリオと向き合わなければならないんだ。

　というか、答えはもう出ている。

　棗なつめにもそう言った。あとはリオ本人に告げる決心をするだけなのに。

「……女め々めしい」

　自分が嫌いになりそうだ。

　浴槽に頭まで沈み、息が苦しくなったところで一気に立ち上がる。

　身体洗って頭洗ってさっさと出よう。

　そして──リオに俺おれの気持ちを伝えよう。

「よっしゃ！」

　ぴしゃん、と両りよう頬ほおを叩たたいて気合を入れる。

　湯船から出て鏡の前に立ったところで、

「君きみ色いろ」

　ビクゥ！　と心臓が跳ね上がった。

　リオの声がしたからだ。見ると、磨すりガラスのドアに人影が映っている。

「り、り、リオか？　なんだ、どうした？」

「えと、その……お、お湯加減はどうかと、思いましてっ」

「も、問題ないです」

「そ、そうですか」

　なんだ、湯加減を聞きに来ただけか……一瞬どきりとしてしまった。

「では、あの……私も一緒に入って、いいでしょうか？」

　もう一回どきりとした。

　私も一緒に入っていいでしょうか。

　いま、そう聞こえなかっただろうか。そう聞こえたよね？　えっ？

「おじゃまします……」

　磨りガラスのドアが開きかけたその瞬間──俺は迅速にタオルを掴つかみ、女の子に見せてはいけない部分をガードする。

　バタン、とドアが閉まる音。左横に人が立つ気配。

　俺は努めて視線を向けないようにして……三秒しかもたなかった。気づけばそっちを向いていた。

　バスタオルで前を隠した、裸のリオがいる。

　胸や腰回りなどの重要部分はきちんと隠されているが、ところどころから覗のぞく柔肌はほんのり桃色に上気していて、なんていうか、もう、目が離せない。

「ああああああああの、リオさん？」

「は、はひ。な、なんでしょうかっ」

「なぜに、あなたが、俺と風ふ呂ろへ？」

　視線を合わせることができず、リオの肩とか腰とか、ふとももとか足の指先とかを見ながら尋ねる。リオは服を脱いでもやっぱり小サイズで、お人形みたいだと思いました。

「……だから」

「えっ？」

「君きみ色いろのことが、好きだから」

　なんともストレートな理由だった。

　そうだよね。好きな人なら一緒にお風ふ呂ろに入りたいと思うよね。ああ、なんて素直な気持ちだろう。そこには常識とか倫理観とか羞しゆう恥ち心しんとか邪魔なだけである。いや羞恥心はあるみたいだけど！　というか俺おれが羞恥心全開だけど！

「おおおおお、俺はちょうど、身体を洗おうとしたところでして！」

「……じゃあ、私が手伝う」

　手伝う!?　身体を洗うのに女の子の手伝いがいるの!?　どこの王様だ！

　などという強気なツッコミは声に出ず、俺は黙りこくったままリオの挙動を目で追う。「ここ」と風呂イスに座るよう促されたのでそのとおりにする。背後でリオがしゃがむ。ごくりと唾つばを飲んだ。首筋に「はぅ」という声と吐息がかかった。

「ひょっとしてこれは、あれでしょうか。お背中お流しします。ってやつでしょうか」

「…………うむ」

　なにかを決意するような、リオの力強い受け答え。

　背後に回ってくれたため、その刺激的な全姿を見ることはかなわなくなったが──と思ったら見えた。目の前の鏡に少しではあるが映っていた。

　俺の背中の向こうに覗のぞく黒髪は湯気のせいかいつもより艶つやがあるように思える。横に置いてあるボディソープに伸ばした腕は白く細く、その先にある肩、そして首筋は、触れたら壊れてしまいそうなほどに華きや奢しやで弱々しい。

「君色は節約戦士ですよね」

「お、おおう」

「節約戦士は我慢強さが特徴ですよね」

「そ、そうだな」

「我慢強い君色を……そ、そそ、その気にさせるのは、たいへん難しいと思いますがっ」

　その気ってどういう気ですか、リオさん。

「がんばりますので、君色も、あの……あんまり我慢、しないで」

「いっ──いや！　まずいだろ！　我慢しないとまずいでしょ！」

　露骨な誘惑の言葉に、俺は少しだけ我を取り戻した。

「忍しのび子こ！　そうだ忍子！　このシチュエーションはまずいっていうかバレたら殺される！」

「忍子は家の外で周囲を警戒しているので、お風呂の中のことまでは認知していない」

「ほ、ほら！　超絶シスコンなお姉さんもいますしね！　あっちにバレるのも怖い！」

「姉様はいまや私の幸せを第一に考えてくれる人なので、全面的に許してくれるはず。というかこの特攻作戦は姉様の発案なのだ」

「えっ」

「姉様に相談したところ、色仕掛けで落とせとの助言をいただいたので……」

　色仕掛けっ！

　ああああああああの変態愚姉は、なんてものを仕込んでくれやがるんだ！

「というわけで……身体を洗います、ので。いつでも……どうぞ」

　なにがどうぞじゃ────っ！

　もう駄目だ。興奮のあまり卒倒しそうだ。鼻血が出ないのが不思議なくらい。というかいますぐ振り返って欲望の赴くままに支配したりされたりしてしまいたい。

　だがそう、俺おれは節約戦士！

　リオの言うとおり我慢が信条の節約戦士。忍耐力には自信がある節約戦士。この世の欲という欲を敵に回したとしても屈しない最強の節約戦士だ！　だから俺は……超我慢！

　平常心……平常心……と心中で唱え続ける。

　その間も、リオは泡立ったタオルで俺の背中を、こしこし。

　うぅ、くすぐったい。でも気持ちいい。他人に背中を任せるのってこんな感覚なの。

　あ、でも逆に落ち着いてきた気がするぞ。この分なら持ちこたえられる気がするぞ。

　──ぴとっ。

　不意に、背中に心地良い感触と温かさを感じた。

　前方の鏡を見て確認。

















　バスタオルを取っ払ったリオが、俺おれの背中に抱きついていた。

「リオさん────っ!?」

「うぅ～…………っ！」

　恥ずかしさが限界値を超えてしまったのか、リオは悶もん絶ぜつするような声を発していた。

　俺はというと、もう大変である。

　だって抱きつかれているのだ。裸のリオが裸の俺に抱きついているのだ。背中を包む柔らかい感触はリオの身体の前面に備えられた胸とかおなかとかお顔とかで、俺の胸をがっちりホールドしているのは泡にまみれた白く細い両腕である。

　物理的にも精神的にも逃げ場なし。

　俺はリオに捕獲された。

　──こうなってしまっては、もう仕方がない

　俺はリオの腕を強引に振りほどき、風ふ呂ろイスから立ち上がった。

「き、君きみ色いろ」

　極力リオの身体は見ないようにし、俺は洗面器で浴槽の湯を掬すくって背中についた泡を洗い流す。ついでに髪も濡ぬらしておいた。犬みたいにぶるぶると頭を振って水を切る。

　そして、風呂場から脱出。

　呼び止めようとするリオの声が聞こえたが耳を貸さず、俺は自分の下着と服を回収して風呂場を離れた。と思ったら回収した中にリオの黒下着が交ざっていたことに気づき、慌あわてて戻ったらそこで全裸のリオと鉢合わせた。

「あっ」

　風呂から出て、湯気のヴェールもバスタオルのブラインドもない、真の意味での裸。

　俺も服は回収したものの着替えずに出ていこうとしたので、同じく真の意味での裸。

「────っ！」

　お互いの顔が爆発した。

　そのあとのことは、よく覚えていない。

　俺はとにかくここにはいられないという一念から逃走を図り、隣の自室に退避。頭の中の煩悩を振り払おうと畳の上をゴロゴロ転がりまくり、落ち着いてきたところでようやくまだ自分が服を着ていないことに気づいたのだった。



「君色……あの、いますか？」

　それからたぶん、一時間は経過しただろうか。

　逃げてくるときに慌てすぎた俺は、リオの部屋に下着と服を落としてきてしまったようだった。取りにいくのも気恥ずかしかったのでタンスから新しい下着を出し、服は平常心を取り戻そうという狙ねらいから自分の持っている服の中で一番きっちりしている制服に袖そでを通した。

「君きみ色いろ……入るぞ？」

　そしてそのままずっと、畳の上で座禅を組んでいた。

　部屋の中に入ってきたリオは俺おれを見てまず驚き「なにをしているんだ」と尋ねてきた。

「フッ……精神統一をちょっとな」

　ニヒルに返す俺に、リオは「そうですか」と素そっ気けなく返してくる。

　そしてそのまま、俺と向かい合う形で正座。

　リオの服装は見慣れぬ制服姿に変わっている。白を基調とした上着に青いスカートは高級感が漂っていて、ラノベなんかでよく見る魔術師養成学校の制服みたいだ。

「初めて見る服だな。どうしたんだそれ？」

「これは、姉様が用意してくれた魔術師の衣装だ」

　ほう。玲れい樹じゆのチャイナと同じようなものか。

　でもなぜ風ふ呂ろあがりにこんなパリっとした服を──と訝いぶかっていると、唐突にリオが頭を下げてきた。

「先ほどは慎みがなく、ごめんなさいでした」

「えっ……あ、いや」

　律儀な謝罪に、俺は虚を突かれてしまう。

　想定外だ。いったいなんて返せばいいんだよ。と言葉を探しているうちに、

「で、でもなんであんなことしたんだ？　色仕掛けなんて、リオらしくないっていうか」

　俺の馬ば鹿か。

　そんなの、わかりきってることじゃないか。なのにいまさらそれを問うのかよ。

　自分の発言を取り消したいと思うも、リオの返事は早かった。

「君色が……好きだから」

　もう──答えなんてそれしかなかったんだ。

　幾度となく聞いてきたセリフを、俺はここで改めて受け取ることになる。

「状況は、弁わきまえているつもりだ。でも、だからこそ……早く先に進まなきゃ、と。焦りを、感じてしまった。これでも、反省はしているんだ」

　ぽつり、ぽつりと、リオはゆっくり言葉を紡いでいく。

　俺はただ黙って聞いていた。

「先月出たオリゼロの新刊でもあっただろう？　主人公が絶体絶命のピンチに陥るものの、ヒロインとキスしたことで奇跡的なパワーが宿り大逆転という展開が」

「あれはちゃんと伏線あったぞ」

「わかってる。でも私は、ああいうのは愛の力だと思う」

　愛の力。

　自分の気持ちに素直なリオだからこそ口にできる、恥ずかしくも素敵な言葉だと思った。

「私と君きみ色いろが結ばれれば、あの二人にも勝てるかもしれない。そう思ったら、居ても立ってもいられなくなって……私にできることをしよう、って」

「……だからって、あれは焦りすぎだ。その、俺おれだって困る」

「だって焦るだろう！　君色は……一度殺されかけたんだ」

　ぽたっ、という水音。

　見ると、膝ひざの上に置いたリオの手の甲に……涙が落ちていた。

「私はもう、君色が傷つく姿なんか見たくない。あの一瞬でどれだけ後悔したかは、語りつくせない。君色と出会わなければ、君色に好きなんて言わなければ、君色のところに戻ってこなければ、そんな風ふうに思いさえした！　私は……怖いんだ」

　俺は涙を拭ぬぐうこともできず、ただぼろぼろと泣くリオの姿を見る。

　なんで……なんで俺はまた、こいつのこと泣かせちまってるんだよ。

「私と一緒にいたら、このまま魔術師の領域に居続けたら、君色はもっと傷つく」

「魔術師の道を選んだのは、俺の責任だ。リオが気にするようなことは──」

「じゃあ、なんで私のことを好きって言ってくれないんだ！」

　リオの叫びが、冬の冷たい空気を引き裂いた。

　赤く腫はれた泣き顔が、助けを求めるように俺を見る。

　抱きしめたい。思い切り抱きしめてなでてやりたい。

　だけど、俺にその資格はない。

「……わかっているさ。君色は真ま白しろちゃんのことが好きなのだろう？　真白ちゃんのいる日常が捨て切れないのだろう？　私は……君色にとって、真白ちゃん以上の存在にはなれない。だから──」

　リオは制服のポケットからなにかのメモを取り出し、俺の前に置いた。

「リオ……これ！」

「昨日きのう帰るとき、下駄箱に入っていたのを見つけた」

　それは、キールハットからの挑戦状だった。

　明日の深夜零時、町外れの丘公園に一人で来いと。一人で来れば一般庶民の俺には手を出さないと。そんな古典的な罠わなが書かれた手紙を、リオはいまのいままで隠していた。

「これから行こうと思う」

　時刻を確認する──深夜零時まであと十五分ほどしかない。

「おまえ……まさかこんなの信じるっていうのかよ!?　要求を呑のめば片方は助けてやるとか、悪役の常じよう套とう句くってレベルじゃねーぞ！　各個撃破が目的に決まってんだろうが！」

「そんなことは先刻承知だ」

「なら！」

「しかし、君きみ色いろは傷つかずに済む」

　俺おれにはリオがなにを言っているのかわからなかった。

「私が一人で行って一人で奴やつらを倒してくる。そうすれば君色は傷つかない」

　言葉の真意を読み取ったところで、立ち上がる。

「行かせるわけ──」

　いますぐリオの身体をふんじばって説教してやろうと思った。

　なんでそういう結論に達するんだよと文句を言ってやりたかった。

　そして気づいてしまったんだ。

　リオの人差し指が、いつの間にか小さな魔法陣を描いていることに。

「『界門』催眠妖花の栽培地──ノック」

　コースターみたいに小さな円に、こつんと拳こぶしを打ちつける。

　開かれた魔法陣から、芳しい花の香りが漂ってきた。

「雛ひな森もり荘には姉様の結界が張られている。だからここで寝ているうちは安全だ」

　なんだこれ……すごくいい匂におい……急に、眠気が……。

「ごめん、君色」

　リオが、泣き顔で無理やり笑顔を作って、笑いかけてくる。

　俺は、そんなリオになにもしてやることができず──深い眠りへと落ちていった。








幕間　決闘開幕





　目的の場所である丘公園は、雛森荘から歩いて十五分ほどの距離にある。

　長い階段を上った高台の上、遊具はまばらだが敷地は広いその公園こそが、魔術師たちに選ばれた今こ宵よいの決闘場だった。

　魔術師の戦闘装束に着替えてきた鍵かぎ宮みやリオが、いま現地に立つ。

「あれ、本当に一人で来たんですか？」

　迎えたのは、タキシードを着込んだマジシャン風ふうの少年だ。金髪の上からシルクハットを被かぶり、手にはステッキを持っている。

「きっと素直な……うん」

　少年の隣で頷うなずくのは、首にヘッドフォンをかけた少女。このあたりでは見かけない制服姿、さらに上からパーカーを羽織り、スカートを折りたたんでブランコに座っている。

「そちらの要求を呑んだのだから、もっと歓迎してほしいものだな」

　リオは確固たる敵意を持って二人と相対した。

　少年マジシャン──“〝数奇術師マジシヤン”〟キールハット。

　ヘッドフォン少女──“〝闘演舞姫ダンサー”〟戦いくさ部べ香か穂ほ。

　共に《大　家　族グラン・フアミリア》に所属する魔術師として、報復対象であるリオと対たい峙じする。

「揺さぶりをかけるだけのつもりだったんですが、釣れたんならそれはそれで。君きみ色いろくんという不確定要素を相手にするよりは、リオちゃん一人のほうがやりやすいですし」

「貴様……私が一万の魔力を有する魔術師だと知らないのか？」

「知ってますよ。鍵かぎ宮みやの落ちこぼれ。規格外の魔力を持つ天才児でありながら消費魔力をコントロールできない欠陥品。魔術師としての戦闘経験だってほとんどないんでしょ？」

「だが、貴様らの仲間の“〝闇陶芸師セラミスト”〟はそんな私に敗北したぞ？」

　リオからの挑発──それが戦闘開始の合図となった。

「香穂ちゃん。レベル９で一気に決めちゃいましょう」

「うん」

　キールハットの指示を受け、香穂が首にかけたヘッドフォンを装着する。

「『闘タタ神カイノノ舞ウタ』──ボリュームレベル９、スタート」

　ドンッ！　という衝撃音の後、香穂の身体に変化が訪れた。髪が逆立ち、気けだるげだった身に覇気を纏まとう。しっかりと見開かれた双そう眸ぼうが、標的であるリオを捉とらえた。

　駆け出す。

　リオは向かってくる敵に、しかし動じず、薄く笑みを作ることで応えた。

『闘神ノ舞』による神速の打撃が、顔面を穿うがつ──かと思われたそのとき、リオの身体は足元の影へと沈み、消失。

「消えたっ!?」

　驚嘆の声を上げるキールハットの背後、月明かりに形作られた影が蠢うごめき、そこから金髪の少女──“〝潜影忍者ニンジヤ”〟の称号を持つ剣つるぎ忍しのび子こが飛び出してくる。

　なんとか反応してみせたキールハットは振り向き様にステッキを繰り、忍子の繰り出すクナイの攻撃を防いだ。咄とつ嗟さの動きで落ちそうになったシルクハットを片側の手で庇かばう。

「一人じゃなかったんですか!?」

「忍者なめんなっ！　リオ様には指一本、触れさせないっての！」

　クナイとステッキが弾はじけ、忍子がキールハットから大きく距離を取る。

　リオという標的を見失った香穂は、攻撃目標を忍子に切り替えようとして、

「──影に潜れ、忍子！」

　背後で声。

　キールハットと香穂が視線を移す。その先、大型滑り台の頂上にリオの姿があった。

　影に潜り影の間を行き来する忍子の筆頭魔術『人ひと影かげ潜行ダイブ』。

　仲間からの移動支援を受け、リオはおおよそ完かん璧ぺきと呼べる形で二人の背後を取った。

「『界門』雷帝の巨塔──ノック！」

　忍しのび子こは既に、影の中に退避している。

　リオの正面に展開された魔法陣、拳こぶしを打ちつけ開かれた異界の門からは、雄々しく猛たける雷竜の姿が。その轟ごう音おんと威光にキールハットは身動きを封じられ、石化を余儀なくされる。

「喰くらえッ！」

　リオが命令をくだすように叫ぶ。

　魔術師たちの頭上を高速で泳ぐ雷竜。香か穂ほは疾風迅雷が如ごとく公園を駆け、飛来する雷の奔流を回避した。もちろん、途中で相方の身を抱きかかえ救出しておくことも忘れない。

　雷竜が衝突──地面には盛大な焦げ跡が作られていた。

　リオは滑り台の上から、姿を表した忍子と共に舌打ちする。

「音、止まっちゃっ……うん」

　香穂は健在だった。焦げ跡の際に立ち、悠長にヘッドフォンの具合を確かめている。

　キールハットもまた、香穂の足元で四よつん這ばいという不ぶ恰かつ好こうな体勢ではあったものの、雷竜の猛威から無事に逃れたようだった。

「いやあ、危なかった！　レベル９じゃなかったらとても避よけ切れませんでしたよ！」

　間一髪という心境が充分に伝わってくる語気で、キールハットが声を荒げた。

　しかし腰を抜かしたわけではないらしい。すぐに立ち上がり、トランス状態から脱した香穂に指示を送る。

「香穂ちゃん、もう一度『闘タタ神カイノノ舞ウタ』を──」

「させるか！　忍子！」

「はいリオ様！　潜み、沈め──『人ひと影かげ潜行ダイブ』！」

　その隙すきを見逃すほど、《鍵姫宮殿キーパレス》の二人は甘くなかった。

　忍子が魔術を行使すると同時、キールハットと香穂の片足が数センチほど影に沈む。

　二人とも力ちから尽ずくで抜こうとするものの、影は掴つかんで離さない。足首を拘束されたも同然の形で、今度は物理的に身動きを封じられた。

「これなら避けられまい！　『界門』──」

　回避不可の状況を作り上げたうえで、リオが二発目の『界門』を発動させようとする。

　だが──

「雷帝の、きょ……」

　リオの言葉が止まる。

　宙を走っていた指も、魔法陣を実体化させることなく制止した。

「り……リオ様！　魔力計って！」

　主人の不可解な様子を見てなにかを察した忍子は、リオの手を取り自前の魔力チェッカーを作動させる。『端末図書ライブラリ』とは違い、現在の魔力値のみを測定するその魔道具は──無常にも２０００の数値を表示させていた。

『界門』の消費魔力は２５００。

　リオは家を出るときに『界門』を一回使っているので、魔力７５００の状態で戦場を訪れた。そこから使用した魔術は『界門』一回のみ。しかし現在の魔力が２０００ということは、あの雷竜の一撃で５５００の魔力を消費してしまったという計算になる。

「もう……『界門』を使えるだけの魔力はない」

　リオには魔術を行使する際、魔力を消費しすぎてしまう悪癖があった。

　故ゆえに、魔力２５００消費の魔術を使おうとして５５００消費してしまうこともままある。

　魔術師としての致命的な欠陥。本来は綾あや瀬せ君きみ色いろの潜在魔術『契節約ギアスセイバー』で安定化させることができるのだが、距離が離れてしまっている現状では魔術契約の恩恵も受けることができない。

「どうやらチャンスみたいですね」

　そうこうしているうちに、キールハットと香か穂ほが影の捕縛より脱した。『人ひと影かげ潜行ダイブ』は術者本人、即すなわち忍しのび子こ以外を対象にした場合、数秒しか効果を持続させることができない。

「香穂ちゃん。ここは持久性を重視してレベル３でいきましょう」

「弱すぎない？」

「僕がサポートしますよ」

「うん」

　頷うなずき、香穂がヘッドフォンを装着し直す。

「『闘タタ神カイノノ舞ウタ』──ボリュームレベル３、スタート」

　再びドンッ！　という衝撃音。

　髪が逆立ち、表情が変わり、戦いくさ部べ香穂は戦闘モードに移行した。

　覇気のある眼光をリオに向け、瞬く間に距離を詰める。

「くっ……『弾花』！」

　自身最大の武器である『界門』を封じられたリオは、もう一つの得意魔術『弾花』を行使する。指先から放たれる光弾は消費魔力も少なく連発が可能だが、威力も速度もとても実戦レベルではない。高速で向かってくる香穂には掠かすりもしなかった。

「退ひいてくださいリオ様！」

　忍子がリオの前に出る。

　香穂は強く大地を蹴けり、そのまま滑り台の頂上まで跳躍。上体を捻ひねりながらの飛とび蹴げりが、忍子の華きや奢しやな身体を弾はじき飛とばした。

「し、忍子！」

　リオは忍子が作ってくれた隙すきを縫い、斜面を転がり落ちながら滑り台より離れる。

　忍子は地面に倒れていた。どうにか立ち上がろうとするところ、上空から飛来した香穂に踵かかとを落とされた。背中が地に沈む。全身が叩たたきつけられる。「ぐあっ」という痛ましい呻うめき声ごえが聞こえた。

「うっ、あ」

　そんな忍しのび子この姿を見て、リオの口からも悲痛の声が漏れる。

　あっという間に恐怖がきた。

　雛ひな森もり荘を出た時点で決別したと思い込んでいた恐れが、いま頃ごろになって身を震わせる。

　香か穂ほがこちらを見た。

　忍子はまだ息があるが、立ち上がれない。

　ターゲットを変更して、香穂がリオに襲いかかる。

　足が竦すくみ、逃げることができなかった。

　ダメだ。やられる。

　君きみ色いろっ。

　涙ぐむリオの顔面を、“〝闘演舞姫ダンサー”〟の拳こぶしが粉々に破壊しようとして、

「──あんたたち、あたしの友達になにしてくれてんのよ！」

　寸前──リオの後ろから飛んできた何者かの蹴けりが、香穂の拳を打ち落とした。

　不意の反撃に香穂は動揺もなく、しかし形成を立て直すためか、リオから距離を取る。

　そして、リオは見た。

　傍らに、ここにいるはずのない友人が立っている。

「な、棗なつめ……なんでっ」

「……君色とリオが二人きりだって聞いて。心配になって雛森荘まで見に行こうとしたら、ちょうどリオが一人で家から出てきてさ。追いかけてみたらこれよ」

　塙はなわ棗は、場に相応ふさわしい緊張感のある顔つきで答えた。

　彼女の乱入を訝いぶかしんだのは、戦場奥に立つキールハットである。

「《鍵姫宮殿キーパレス》……じゃない。リオちゃんのお友達ですよね？　結界を張っておいたはずなんですけど、どうやって中に入ってきたんですか？」

「おかげで時間がかかっちゃったけどね」

　ピッ、と手に持った数枚のカードを見せる棗。

　それは魔術師の間で普及しているカードタイプの魔道具『即席魔術インスタント』だった。

「棗、どこでそれを？」

「護身用にってことで、祭まつり子こさんからもらってたのよ。あたしも自分で自分の身くらいは守れるようになりたいからね」

「なるほど。結界破りの『即席魔術』ですか！　あれ高いんですけど、さすが鍵かぎ宮みやはお金持ってるなあ。というか君も魔術師だったんですね。香穂ちゃん！」

　得心のいったところで、キールハットが前線の相方に声を送る。

　瞬間、停止していた香か穂ほが動き出した。標的を、今度はリオから棗なつめに変更する。

「自分の身は自分で守る。これはそのための力。だけどっ！」

　棗が香穂にカードを向ける。表面に魔力の光が灯ともった。

「いまは友達を守るために使う！　『即席魔術インスタント』発動──『ウッド・キューブ』！」

　唱えると同時、棗の前方上空に巨大な立方体の樹きが出現した。立方体は重力のままに落下。ちょうど真下を走っていた香穂に降りかかる。

　走り抜けるよりも先に地に落ちる──リオも棗もそう見て捉とらえた。だが意外にも香穂は足を止め、攻撃対象を頭上の立方体へと移す。対処法があるのか。あるのは拳こぶし一つ。香穂はまっすぐに腕を突き上げ、立方体の樹を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕した。

「馬ば鹿かな！」

「ッ、まだよ！　『即席魔術』発動──『ストーン・スフィア』！」

　続け様に棗が『即席魔術』を行使する。

　カードから放たれたのは見事な球形の岩石だ。凹凸がまったくなく、それでいて人一人を押し潰つぶすには充分すぎるほどの大きさ。進路を塞ふさがれた香穂はやはり足を止め、腰を深く沈める。対処法はやはり拳一つ。大砲の如ごとき勢いで射出される岩石の中心を捉え、そこに正拳を叩たたき込んだ。『ストーン・スフィア』が粉こな微み塵じんに砕け散る。

　そんな、と顔を歪ゆがめる棗。

　障害が消えたことにより一気に接近する香穂。

　正面からの拳が胸部を狙ねらう。棗は持ち前の反射神経を活かしてそれを防いだ。しかし重い。威力を殺そうとしてもうまく殺せない。ならば、と苦し紛れに放った反撃の蹴けりは容た易やすく防がれ、顎あごに膝ひざ蹴げりのカウンターを食らってしまう。

　棗の身が地面を滑った。衝撃でポニーテールをまとめていたリボンが解け、髪が泥だらけになる。だがそんなことは気にもせず、棗は戦意を宿したままの顔で立ち上がった。

「もうやめてくれ！　いきなり現れて、なんでそんな！　これは私の戦いだぞ！　棗が傷つく必要は──」

「ふざけんな！」

　悲痛に訴えるリオを背後に置きながら、棗はひたすらに前を見据えていた。

「なにが魔術師よ……人のこと散々振り回しておいて。あたしや君きみ色いろや真ま白しろちゃんの生活めちゃめちゃにして！　いまさらそんなこと言うなっ！」

「なっ──」

「私、ずっと悔しかった！　魔術師の領域だかなんだか知らないけど、こちとら普通の女の子よ！　そんな反則技持ち込んでんじゃないわよ！　リオなんて……ただでさえかわいくて、君色の趣味どストライクなのに！　勝てるわけないでしょうが！」

「な、なんの話を……」

「でもっ！　あたし、それでもいいやって思っちゃったの！　あんたたち二人を見てたら……君きみ色いろとリオの、二人が好きになっちゃったの！　羨うらやましいより嬉うれしいが先にきちゃったんだから、仕方がないでしょ!?」

　リオには、棗なつめがなにを言いたいのかよくわからなかった。

　でも、なんとなく。

　怒られているような、咎とがめられているような、そんな強く厳しい口調なのに……どこか安心できる、嬉しい言葉のように思えた。

「だから……だからせめて、あたしにも二人のこと守らせてよ！」

　トドメを刺そうと駆けてきた香か穂ほに、真まっ向こうからの体当たりで挑む棗。

　その手には五枚のカードが握られていた。

「『即席魔術インスタント』発動──『ファイア・ダーツ』五連弾！」

　香穂の懐に飛び込んで『即席魔術』五枚同時発動。

　放たれた炎のダーツが、超至近距離から香穂を襲う。

　腹部に全弾命中。『闘タタ神カイノノ舞ウタ』により強化された肉体は焼けも焦げもしなかったが、衝撃により六、七歩後退する──が、倒れるまでは至らない。

「これも駄目なのっ!?」

「ならこれでどうだっての！」

　棗の驚きよう愕がくの後、復活を果たした忍しのび子この威勢が続く。

　次の瞬間、公園内の至る箇か所しよにある影から、黒装束に覆面の人形が飛び出してきた。

　忍子の使役する『隠おん密みつ人形ドール』──その数、三十体。

　一瞬のうちに香穂を取り囲み、各おの々おの連携を取りながら襲いかかっていく。

「うわっ！　三人になったと思ったら十倍くらいに増えた！　僕たち二人しかいないっていうのに、みなさん少しおとなげないんじゃないですか!?」

「男のくせして一人だけ観戦決めてる奴やつが、文句言ってんじゃないっての！」

「ええっ、そこで僕をバッシング!?　仕方ないなあ。それじゃあ僕も参戦しますよ」

　戦闘の中心地から一人距離を置いていたキールハットが、前に歩み出る。

　リオ、棗、忍子。三人の注目を集めながら、つい、と右手の人差し指を空に翳かざした。

「『ナンバートリック』──クイズです。これ、何本に見えますか？」

　キールハットからの問い。

　あざけているとしか思えない、あまりにも突然な問いだった。

　だが、不思議と答えを誘われる。人差し指を出して何本か、なんて。そんなことは考えるまでもない、見たままを答えればそれで正解な、簡単すぎるクイズだった。

　故ゆえに、三人は声を揃そろえて答える。

「三・十・本・」

　──はたしてそれは、正解だったのか否か。

　キールハットは結果を告げず、シルクハットを目深に被かぶって口元だけで微笑ほほえんだ。

　なんなんだ。誰だれもが怪け訝げんに思い、意識を香か穂ほのほうに移したところで、見た。

　香・穂・の・数・が・、百・人・に・増・え・て・い・る・。

　三人とも驚きのあまり声も出ない。なぜかは知らないが、パッと見ただけで百人いると認識できてしまった。忍しのび子この『隠おん密みつ人形ドール』よりも多い。公園を埋め尽くさんほどの強敵がそこにいた。

「分け身の術──なんちゃって。いやいや手品ですよ。なんせ僕“〝数奇術師マジシヤン”〟なので」

　もう、君きみ色いろの傷つく姿は見たくないから──

　その一念で臨んだ戦いは、三三対一○一という圧倒的劣勢に陥ってしまった。

「そうそう、増援を期待しても無駄ですよ。リオちゃんのお姉さんたちはいま別の場所で僕たちの家族と戦ってますから、手が離せません。念押しに結界も強化しておこうかな。謎なぞの助っ人とかが現れないとも限らないですし」

『隠密人形』は次々に破壊されていく。『界門』はもう使用できない。忍子も棗なつめも魔力が尽きかけていた。キールハットと香穂のみが未いまだ余力を残したまま。

　絶望が訪れようとしていた。








第七話　家族愛にまつわる節約論





　目覚めると、そこは白い部屋だった。

　白い天井に白い壁に白い床。置かれているのは白い椅子。そして俺おれは白いベッドの中にいる。ここまで白い部屋は見たことがない。が、真に異質と言えるべき点は他ほかにある。

　天井と前方左右四つの壁。

　それら一面に、びっしりと──俺の妹の真ま白しろの写真が貼はられている。

　中学校の制服を着た真白。エプロン姿で料理をする真白。ランドセルを背負った真白。水着の真白。薄着の真白。はいはい歩きの真白。生まれたばかりの真白。いろんな真白。

　そこには最近のものから俺ですら覚えていないような昔のもの、いつ撮ったんだってシチュエーションのものまで、ありとあらゆる真白フォトが取り揃そろえられていた。

　なんだろう、ここは。ひょっとして真白記念館か。いやいやなんだそりゃ。

　もっと現実的に考えよう。

　かわいいかわいい真白だらけのこの空間……フッ、答えなんてわかりきってるな。

「なるほど──楽園エデンか」

「違いますよ」

　即座の否定。

　そうか、違うのか……だとしたら本格的にどこだよ、ここ。

　と、俺おれがおもむろに視線を動かしたその先──見知った少女の姿を発見する。

「……なんでおまえがここにいるんだ」

「なんでって、ここはフレアの秘密基地ですので」

　──フレアだと？

　銀髪に碧へき眼がん、おしゃれな羽根つき帽子がトレードマークの小柄な女の子。なにやら見たことのない、神秘的な白いドレスを身に纏まとっているが人違いではないだろう。

　目の前にいるのは、真ま白しろの親友──来くる巻まきフレアだ。

「目覚める寸前の出来事を覚えていますか？」

　そのフレアが、俺に質問してくる。

　質問したいのはこっちだ。いや、でも待てよ。目覚める寸前……？

　それを思い出せば、すべての謎なぞが解けるような──

　そしてあっさり思い出した。

　脳裏に浮かんだのは、無理やり笑おうとするリオの泣き顔だ。

















　俺おれは居ても立ってもいられず、ベッドから飛び降りた。部屋を出ようとして気づく。この部屋、どこにも扉がない。窓も。ミステリー小説もびっくりの完全なる密室だった。

「慌あわてなくても大丈夫ですよ。この部屋は時間が止まっていますので」

　フレアが諭すように告げる。

「ですから、いくらでもここで休んでいって構いません。たくさんの真ま白しろちゃんフォトに囲まれながら、存分に疲れた心を癒いやしていってくださいな」

「……フレア。おまえいったい何者なんだ？」

　俺は警戒しながら尋ねる。

　目の前の少女は、来くる巻まきフレアで間違いない。

　だけど、少なくとも俺の知っているフレアではなかった。

　──実は、フレアも君きみ色いろお兄さんと同じ魔術師だったんですよ。

　ふと、昨日きのうフレアが口にしていた冗談が脳裏に蘇よみがえる。

　まさかと思う俺を尻しり目めに、

「──“〝ストレーガ”〟──」

　フレアは歌うように、その名を口にする。

「名乗る肩書きがあるとすれば、それだけですよ」

　俺は、じっとフレアの目を睨にらみつけた。

「ストレーガ……？　魔術師じゃないのか？」

「違います。フレアは異界人です。この世界の人間じゃないんですよ」

「は……？　い、異界人？　それって、まさか──」

「ピンときたようですね」

　そのキーワードは、昨日耳にしたばかりである。

　異界。リオの筆頭魔術『界門』が繋つながっている先。こことは別の世界。

《大　家　族グラン・フアミリア》が復活を目もく論ろんでいる魔王は、この世界を統すべる王だと聞く。

「フレアの目的は、魔王復活の阻止です。そのために、フレアは以前から『凶まが星ぼし』を宿す真白ちゃんをお守りしてきました。つまり、フレアは君色お兄さんの味方ですよ」

　にっ、と微笑ほほえんだその少女は──たしかに、真白の親友の来巻フレアだった。

　いや、待て待て。

　フレアはただ、好奇心旺おう盛せいでノリがよくておもしろいことが大好きで、そんなどこにでもいる普通の女の子だったはずだぞ。それがいきなり、異界人って──

「──信用できない。っていうか……受け入れられないだろ」

「事実です。現にフレアは、これまでに何度も真白ちゃんの身をお守りしてきました」

「そんなこと言われても」

「たとえばこの前の買い物のとき。お兄さんたちが《大家族》の魔術師に襲撃を受けている間もフレアはずっと真ま白しろちゃんのそばにいました。一ヶ月前の戦いのときも同様です」

「真白が“〝闇陶芸師セラミスト”〟に攫さらわれたときのことを言ってんのか？　ふざけんな。あのとき真白を救ったのは俺おれだぞ。ずっと守ってたんなら、どうしてあそこで登場しなかった」

「それは君きみ色いろお兄さんのためですよ」

「俺のため？」

「はい。あの場にフレアが介入してちょいちょいと敵をやっつけることは簡単でしたが、それだとお兄さんが主人公になれないでしょう？　故ゆえに、自らを気遣い上じよう手ずと自負するフレアは裏方に引っ込み、お兄さんに見せ場を譲ってあげたわけです」

「そうかい。言うだけならタダだよな」

　ああ、こりゃフレアのいつもの冗談だな。と俺は頭を振った。

「では聞きますが──君色お兄さんは真白ちゃんが学校に行っている間、自分がそばにいないのに『凶まが星ぼし』が発動しないのかどうか、疑問に思ったことはありませんか？」

　このまま適当に聞き流そう。

　そう考えようとした俺の意識を、フレアは掻かっ攫さらっていく。

「周囲に不幸を撒まき散らす潜在魔術『凶星』。その発動はオートであり、真白ちゃん自身に制御することはできない。放ほうっておけば大惨事は必定です」

「真白の『凶星』は魔力を消費する。必要とする消費魔力は真白の持っている魔力総量とほぼ同じだ。だから俺がそばにいれば『契節約ギアスセイバー』の影響で『凶星』の必要魔力量が増加、結果として魔力不足に陥り『凶星』は不発に終わる。だが潜在魔術は不発に終わったとしても魔力だけは消費してしまう。そういう仕様だ」

「よく勉強していますね」

「だからたとえば朝、眠りから覚めた魔力マックスの真白が『凶星』を発動させようとするだろ？　そこに俺が参上し『契節約』を発動させる。そうなれば『凶星』は勝手に発動しようとしても『魔力が足りません』ってな状態になって、その日の真白は早々に魔力ゼロになるわけだ。学校に行って俺がそばにいなかったとしても、そもそも魔力がないなら『凶星』が発動する心配はない。疑問に思う余地がねーよ」

「理屈のうえではそうでしょう。でも事実は違います」

「なんだと……」

「だってそれ、『凶星』をよく知らない魔術師たちの勝手な推測でしょう？」

　──ポケットの中の『端末図書ライブラリ』に、思わず手を当てる。

　フレアの指摘はそのとおりだった。俺が散々偉そうに垂れた高説は、すべて玲れい樹じゆから聞き齧かじった知識。いや推測だ。真白の魔力についても『凶星』についても、明確にわかっていることは少ない、手探りの状態だとあいつは言っていた。

　その証拠の一つとして──俺の『端末図書』は、真白の魔力値や『凶星』の消費魔力量を観測できない。理由は不明。ただ何度試しても駄目だったという事実だけがある。

「……フレアは知ってるって言うのか。俺おれや玲れい樹じゆが知らない『凶まが星ぼし』の秘密を」

「はい。ずばりですね、真ま白しろちゃんの『凶星』はお兄さんの『契節約ギアスセイバー』のような常時発動型の潜在魔術ではなく、ランダム発動型の潜在魔術なんです」

「ら、ランダム？」

「なのでさっきのお兄さんのたとえで言えば、『凶星』は必ずしも朝起きたタイミングで発動するわけではありません。『契節約』は近くで魔術を使いさえしなければ無害ですから、真白ちゃんの魔力もゼロになっているとは限らないのです」

「……ランダムってことは、いつ発動するか決まっていない。俺がそばにいないとき、真白が学校に行っている間に発動する可能性は、充分にあるってことか」

「そうです。そこで登場するのが真白ちゃんの騎士ナイトであるフレアですね」

　フレアはその場で一回転、これみよがしに純白のドレスを翻した。

「フレアはそりゃもう真白ちゃんの大親友ですから。学校では四六時中一緒にいます。フレアには君きみ色いろお兄さんみたいに『凶星』の発動を防ぐことはできませんが、周囲に不幸を振りまくというその特性を無効化することはできるのです」

「つまり、なんだ。おまえは物理的な意味で真白を守っていたわけじゃなく、『凶星』発動による不幸という現象から真白を守っていたと、そう言いたいのか？」

「はい。要するに守護霊みたいなものですね」

「……じゃあ質問だ。『凶星』の効果を無効化って、具体的にどうやってるんだよ？」

「周囲からの隔絶です」

「隔絶？」

「お兄さんは、なぜ真白ちゃんに友達がいないのか不思議じゃありませんでしたか？」

　心臓が跳ね上がった。

　なにかが繋つながったような、そんな閃ひらめきが脳内を駆け巡る。

「それはですね、学校のみんなが『凶星』の影響を受けないよう、フレアが真白ちゃんを周囲から隔絶し孤立させているからです。まあ認識結界の一種と考えてください。これがあるために、周囲の人々は真白ちゃんに深く関かかわることができません。がんばっても『消しゴム貸して』『うんいいよ』がせいぜいです。例外は君色お兄さんを介しての接触が基本となる棗なつめ先輩や雛ひな森もり荘の大家さん、そしてしのちゃんを始めとした鍵かぎ宮みや家のみなさん──と、魔術師の方々にはもともと効果がないように作っているんですがね、この隔絶は」

「…………」

「唖あ然ぜんとして声も出ないという感じでしょうか」

　唖然もなにも。

　フレアは真白を、友達を守るために。

　そのために、新しい友達を作れないようにしたのである。

「怒って、罵ののしってくれてもいいんですよ？」

　嘲あざけり笑うフレアの姿は、まるで叱しかられることを望んでいるようだった。

　だけど──俺おれはとても、そんな気にはなれない。

「そんな真ま似ねして放置してたってなら許せねーさ。だけどフレアは、真ま白しろの友達になってくれたじゃないか」

　それはなによりも、真白を思ってこその選択、行動なのだろう。

「だから俺が兄として言うべき言葉は一つだ──真白を守ってくれて、ありがとう」

　俺が感謝の意を述べると、フレアは少しだけ驚いた顔を浮かべ、そして笑った。

「はいっ。なにせフレアは真白ちゃんのことが大好きなのでっ」

　俺も同感だ。心から。

「──で、それはそれとして、だ」

「はい？」

「フレアが全面的に真白の味方で、魔術師どころか異界人で、魔王復活の阻止を考えていて、俺たちの事情も全部知ってる超常の存在ってことは、どうにか理解できた」

「我ながらミステリアスですね」

「そう、ミステリアスなんだよ。俺にはおまえの立ち位置がわからない。目的や行動を見れば、俺たちの味方で《大　家　族グラン・フアミリア》の敵ってことはわかる。だけど玲れい樹じゆたちや《ソサエティ》はどうなんだ？　そもそも他ほかの魔術師連中はおまえの存在を認知しているのか？」

「そこはぼかしておきたいところなんですが、ミステリアスすぎるのも好感度が下がる気がするのでお答えしましょう。現状、フレアの正体を知っているのは君きみ色いろお兄さんだけです。なにせ超常の存在なもので」

「おまえはまた、玲樹並みに話をもったいぶる奴やつだな……それ以上は話すつもりはないってことか？　魔王との関係とか、こうして俺にだけ正体を明かしている理由とか」

「君色お兄さんはなんでも知りたがりすぎなんですよ。でもそうですね。お兄さんに正体を明かした理由と、この秘密基地に招待した理由くらいは教えてあげてもいいですよ」

「ぜひ聞きたいね」

「お兄さんがあまりにもうじうじしていたので」

「……は？」

　思わず真顔で聞き返してしまった。

　フレアも真顔で続ける。

「リオ先輩の告白にいつまで経っても返事をすることができず、挙あげ句くの果てには眠らされ命をかけた戦いに置いていかれる。そんなお兄さんを助けてあげたくなったんです」

　俺は眉み間けんを押さえながら、ここで言うべき言葉を探した。

「……おまえ、俺おれとリオの直前のやり取り知ってるの？」

「超常の存在なもので」

　来くる巻まきフレア。属性、異界人。及び、なんでもあり。

　なにやら物語の舞台裏に迫るすごい話が展開されていたかと思いきや、帰り着く場所はそこなのか……いや、俺としても無視はできない問題だが。まさかフレアに言われちまうとはな。

「助けるって、お助けアイテムでもくれるのかよ？」

「いいえ。フレアがプレゼントするのは時間です」

「時間ね。そういや、この部屋の時間は止まってるって言ったな」

「はい。君きみ色いろお兄さんが望めばすぐにでも出してあげますし、外に出れば自室で目覚めます。時間はほとんど経っていませんので、そのままリオ先輩を追いかけるも二度寝するも自由です。結論が出るまでたっぷり悩んでください。真ま白しろちゃんに囲まれながら」

　そこが一番のネックだった。

　写真とはいえこんな、真白の視線が無数にある部屋でリオのことを考えろだなんて。

　フレアの秘密基地──時間の静止した永遠の部屋。

　そこは都合のいい逃げ場所のようでいて、退路を塞ふさがれた袋小路も同然だった。

「一つ訊きくが、おまえがリオを助けに行くって展開はないのか？」

「ありませんね。真白ちゃんを守るとはいいましたが、フレアは基本的には中立の立場ですので。人同士の争いに神様が介入しないのと同じように、異界人が魔術師の戦場に立つことはないとお考えください」

「神様気取りかよ」

「いいえ、どちらかというとお助けキャラですよ」

「お助けキャラねえ……」

「まあそんなわけで、フレアとしては納得のいく答えを待ち望むのみです。真白ちゃんのためにも、君色お兄さんにはそろそろ大きく成長してもらいたいので」

　成長……ね。こいつは俺になにを期待しているんだか。

　しかしこれはいい機会だとも言える。

　改めて考えよう。

　リオの告白、玲れい樹じゆからの結婚しなさいという課題、これらに対してどう答えを返すか。

　俺の中ではもう決まっていた。実際の言葉にする覚悟も決まっていた。だけど言葉にするまでもなく、リオは俺の気持ちを悟っていたのだ。で……結果、置いていかれた。

　選択肢を誤ったのかもしれない。

　だけどリオが先読みした俺の答えは、紛れもない綾あや瀬せ君色の本心である。

　リオのことは好きだ。好きだけど、それ以上に真白の存在が大切なんだ。

　あいつは、たった一人の家族だから。

　兄が妹を見捨てることは、できない。

　リオはその答えに納得できないからこそ──いや、大いに納得してしまったからこそ、俺おれを魔術師の領域から切り離そうとした。その判断には俺だって納得できてしまう。

　じゃあ、ここから出たとしてどうする？

　どの面下げてリオに会いに行くんだよ。俺のことを本気で好きと言ってくれる女の子に、ビジネスパートナーの関係を貫けっていうのか。そんなの俺が許せん。不誠実すぎる。

　そもそも俺がリオのことを好きなのだって本心なんだ。だから──

「このすかぽんたん！」

「あてっ」

　今後のことを必死になって考えていたら、頭をぶたれた。

　見ると、フレアは頬ほおを膨らませて「ぷんすかぷんすか」と口ずさんでいる。

「な、なにすんだよ」

「たっぷり悩めと言われて本当にたっぷり悩む人がありますか」

「ええっ？　だっておまえが悩めって……」

「はあ。君きみ色いろお兄さんってあれですよね。ケチですよね」

　フレアの呆あきれるような眼まな差ざし。そして思い出す。

　──君色ってさ、ケチよね。

　棗なつめにも同じようなことを言われた経験がある。

「せっかくもらった永遠の時間なんだから、たっぷり使ってやろうって魂胆ですか。甲か斐い性しようのある主人公なら、ここはすぐにでもヒロインを追いかけていく場面ですよ」

「悪かったな。俺は根っからの貧乏性なんだよ」

「だからって、愛情まで節約する必要はないんじゃないでしょうか？」

　──愛情まで節約する必要、ないと思う。

　それも棗に言われたことがある。愛情。金でも魔力でもなく、愛情の節約。

「確かに真ま白しろちゃんはかわいいです。でもお兄さん、いつも言ってるじゃないですか」

　その言葉の意味を懸命に考える。

　フレアは俺の思考の行く先を照らすように、導きの言葉を告げた。

「シスコンは家族愛だって」

　──そうだった。

　あ、やばい。なんだよこれ。自分の馬ば鹿かさ加減に自分で自分を殴りたくなってきた。

　そんなことをしている暇はない。せっかくたどり着いた、答えの先の答えなんだ。

　すっくとベッドから立ち上がる。

「俺、行くわ」

「ご出立ですか」

「ああ。ちょっと欲張ってくる」

　フレアにそう告げると、部屋の中央に扉が出現した。

　ここを潜れば現実の世界に戻れるのだろう。部屋の主あるじは否定したが、ここは俺おれにとって楽園みたいな場所だったよ。なんせこんな大事なことに気づかせてくれたんだからな。

「クリスマスパーティーが終わったら、また真ま白しろちゃんについて語り合いましょう」

　扉を開け、その先の光ある未来に進もうとした俺に、フレアが言う。

　このミステリアスな友達には、あとでいろいろツッコミを入れとかないとな。

　諸もろ々もろの真相や秘密を知るのは後だ。

　いまはリオ。おまえを迎えに行く──



　──そうして、俺は雛ひな森もり荘の自室で目を覚ました。

　フレアがなにかしてくれたのか。眠気は驚くほどにない。頭の中はすこぶるクリアだ。

　すぐに時計を確認。時刻は──くそっ、零時を少し回っている。

　戦いはもう始まっているのか。場所が丘公園なら全速力で走って何分だ。忍しのび子こはちゃんとリオについているんだろうか。考えているだけ時間の無駄だ。一刻も早く家を出なければ。

　大急ぎで玄関に向かう。

　そこに、浮遊する真白の姿があった。

「なっ……!?」

　いや、違う──真白の姿を模した、手製のマスコット人形だ。

　この前の買い物のときにフレアからもらったお守りが、ふよふよと宙に浮かんでいる。人形なので表情は変わらないが、どこか俺を急せかしているように感じられた。

「頼りになる友達だぜ、まったくよ！」

　靴を履き、雛森荘を出る。

　深夜の町を疾走する俺の前方、真白のマスコット人形は先導するように空を駆ける。ものすごいスピードだ。追いかけようとする意思が働き、俺の足も自然と速くなる。

　結果としては十分もかからなかっただろう。俺は丘公園へと繋つながる階段下に到達した。

　厄介なのはこの階段だ。勾こう配ばいが急なうえに、段数もかなりのものである。だからといって立ち止まってはいられない。俺はひたすらに膝ひざを上げた。

　しかし階段の中腹あたり、魔力光による障壁のようなものを視認する。

「結界魔術か……っ！」

　目に見えるタイプの結界は物理的侵入を阻むものだと、一ヶ月前に祭まつり子こから教わった。“〝闇陶芸師セラミスト”〟も自分の陣地に同様のものを張っていたからな。あのときは結界侵入の『即席魔術インスタント』があったのでどうにかなったが──って!?

　足踏みしかけた俺おれの前で、真ま白しろのマスコット人形が突撃した！

　結界に人が通れるくらいの穴が開き、次の瞬間、マスコット人形はぱたりと地面に落ちてしまう。ここまで一緒に来てくれたのは、というか俺にこの人形を渡したのは、結界を破るためだったのか。まったく、あいつはどこまで先のことを読んでいたんだろうな。

　フレアの助力には感謝だが、ここから先は俺の舞台だ。

　真白のマスコット人形を拾い、今度こそただのお守りとして、階段を駆け上がる。

　そしてたどり着いた戦場は──もはや終局を迎えようとしているところだった。

「あれ、君きみ色いろくんだ！　おっかしいなー、また結界が破られちゃったのかな！」

　俺の登場に逸いち早はやく気づいたキールハットが、嬉き々きとした声を上げる。

　その隣には香か穂ほの姿もあった。髪が逆立っているところを見るに戦闘モードのようだ。

　問題は、二人の敵魔術師の反対側──

　リオと忍しのび子こ、それになぜか棗なつめもいる。三人とも地面に手や膝ひざをつき呼気を荒げていた。俺に気づき視線を向けてくるも、反応は鈍い。心身共に衰弱しているのが見て取れた。

「……おまえたちがやったのか」

「そういうわかりきった質問します？」

　優勢に立っている者の余裕なのか、それとも素なのか。キールハットの態度は学校で遭遇したときから変わらずにこやかだった。

　俺は『端末図書ライブラリ』を起動し、戦況を確認する。



【名：‥鍵かぎ宮みやリオ■称号：‥未登録■魔力：‥０／１００００】

【名：‥剣つるぎ忍子■称号：‥“〝潜影忍者ニンジヤ”〟■魔力：‥０／１７０】

【名：‥塙はなわ棗■称号：‥未登録■魔力：‥０／42】



　画面には三人の残り魔力が表示されていた。

「三人まとめて魔力ゼロ……どうやら登場が遅すぎたみたいだな」

「へえ、魔力が測定できるんですか。それがバー兄さんを倒した秘密かな？」

　俺はキールハットの質問には答えず、リオたちのもとに駆け寄る。

　リオは弱々しい顔つきでこちらを見上げた。その瞳ひとみには恐怖によるものだろう涙が浮かんでいて、俺は感情を揺さぶられる。確固たる敵てき愾がい心しんを持ち、二人の敵を睨にらみ据えた。

「君色……なんで来たんだ」

「黙ってろリオ。あとは俺がなんとかする」

「む……無理だ！　目の前の軍勢が見えないのか!?　一人でどうこうできる数ではない！」

「たった二人だろ。軍勢っていうなら“〝闇陶芸師セラミスト”〟の魔獣軍団のがよっぽどだったぜ」

「二人って……なにハッタリ言ってんのよ君きみ色いろ」

「ハッタリってなんだよ。奴やつらどう見たって──」

「どう見たって、百人はいるっての！」

　忍しのび子こが怒鳴る。リオも棗なつめも言動がおかしい。こいつらなにを言っているんだ？

　目の前の敵はキールハットと香か穂ほの二人だけだ。どこに百人の軍勢がいるって──

「君色くん。クイズをしましょうか」

　怪け訝げんに思う俺おれに、キールハットが呼びかけてくる。

「『ナンバートリック』──これ、何本に見えますか？」

　右手の人差し指を俺に向けて翳かざしてきた。

　なにがクイズだよ。この状況下で頭おかしいんじゃねーのか？

「そんなもん、見たまんまだろ。三・○・七・本・だ」

　──は？

　俺は自分の口から出た言葉が信じられなかった。

　待て。俺いまなんて言った？　三○七本？　馬ば鹿か言うなよ、人差し指だぞ？　冷静に考えてそんなにあるわけないだろ。人の指ってやつは九六七一本しかないんだから。

　それもおかしい。

　なんだ、この感覚。なんかおかしいぞ。数が──なっ!?

「君色くんもかかったみたいですね。僕の『ナンバートリック』に」

　いつの間にか、香穂の数が増えている。

　百人どころではない。五・千・人・はいた！

　そんな人数、この公園には入り切らない。そもそもパッと見ただけで数え切れる数じゃない。なのに俺は、香穂が瞬時に五千人いると認識できてしまった。

　なんなんだ、これは──

「解説してあげましょう」

　動揺する俺に、キールハットの声が届く。その姿は五千人に増えた香穂の陰に隠れ、どこにいるかわからない。声はすぐ近くに感じるというのにだ。

「僕の筆頭魔術『ナンバートリック』は数の認識を狂わせます。君たちはいま、僕が指定したものの数を誤認している状態なんですよ。その指定したものの一つが、香穂ちゃんです。彼女は実際には一人しかいませんが……君たちの認識のうえでは違う。奇妙な感覚でしょう？」

　訊きいてもいないのに始まった能力解説に、俺は歯は噛がみする。

「ペラペラ喋しやべったって、こっちの能力は教えねーぞ」

「これは単に僕が喋りたいだけですよ。それに、仕組みを理解したところで攻略できる魔術じゃありませんし」

　俺おれは『端末図書ライブラリ』での確認を試みる。

　そこに表れているデータを見た瞬間、さらなる驚きよう愕がくが俺を襲った。



【名：‥戦いくさ部べ香か穂ほ■称号：‥“〝闘演舞姫ダンサー”〟■魔力：‥８８３３４／５４２２１】

【魔術名：‥『闘タタ神カイノノ舞ウタ』◇系統：‥強化魔術◇消費魔力：‥２７８９】

【名：‥キールハット■称号：‥“〝数奇術師マジシヤン”〟■魔力：‥３２１／１００３１】

【魔術名：‥『ナンバートリック』◇系統：‥幻想魔術◇消費魔力：‥６６６】



「『ナンバートリック』は一回の発動につき数の認識を狂わせる対象を三つまで指定することができます。一つは発動条件にもなっている人の指の数。もう一つは香穂ちゃんの数。そして最後の一つは──魔力数値を指定させてもらいました」

『端末図書』がバグっているわけじゃない。

　俺の感覚が、画面上の魔力数値を正しく認識できなくなってしまっているのだ。

「あははっ！　困っているみたいですね。君きみ色いろくんはやっぱりデータ型の魔術師だったのかな？　だとしたら魔力を正確に計れないのはまずいですよね」

　キールハットの愉快そうな笑い声が耳に届く。こいつ、俺を翻ほん弄ろうして楽しんでやがる。

「さあ香穂ちゃん！　そろそろ攻撃を再開しましょう！」

　そして攻撃開始の合図が飛び──五千人の戦部香穂が俺に襲いかかってきた。

　四方八方から拳こぶしや蹴けりが飛んでくる。一斉に放たれたように見えるそれは、しかし集中してみると一撃ずつ身体に命中していた。

　そう、一撃ずつだ。理屈ではそうわかっていても、己の認識を誤ご魔ま化かすことはできない。俺は袋ふくろ叩だたきにされている感覚を味わいながら、拳けん打だの衝撃にぶっ飛ばされる。

「僕がなぜ、わざわざこんな大舞台を用意したのかわかりますか？　演出のためですよ」

　地面を滑り、口内に砂と血の味がやってきた。ああ、くそっ。戦闘モードの香穂はただでさえ強敵だってのに、こんな数相手にできるかよ。

「報復を達成することは簡単です。《大　家　族グラン・フアミリア》の総力を結集して君たちを一人ずつリンチにするのもいいですし、寝ているところを闇討ちするのもいい。でもそれじゃ僕たちが満足できないんですよ。バー兄さんだって浮かばれません」

　漫画とかでよく見る分身の術とは違い、どれか一人が本物で他ほかはすべて偽物というわけではない。かといってすべて本物というわけでもない。すべて本物と誤認させられている状況。なにをどう対処していいのか、まるで見当がつかなかった。

「逆襲には最高の舞台を用意し、魔術師としての本領を最大限に発揮した形で、完全なる勝利を。故ゆえの演出──それが《大家族》のやり方です」

　殴られ、打たれ、蹴けられ──やがて俺おれの身体は動かなくなった。

　全身の肉という肉が悲鳴を上げている。骨は軋きしみ、いくつかは折れただろう。歯も折れている気がする。痛い。ただひたすらに激痛だ。意識を手放しそうになるほどの。

「──君きみ色いろ！」

　声が。

　リオの声が聞こえる。

　地に這はいつくばる俺の前で、盾のように仁に王おう立ちしていた。

「ばっ……なにやってんだおまえ！　あとは俺に任せろって言っただろうが！」

「嫌だ！　貴様こそ引っ込んでいろ！　というか何度言わせればわかるんだ！」

　怒鳴り返してくるリオの顔が、歪ゆがむ。

　香か穂ほに蹴り飛ばされたのだ。リオは俺や棗なつめと違って肉弾戦の心得なんてない。受け身も取れず、不ぶ恰かつ好こうに地面を転がった。

　痛いはずなのに──なのにこいつは、すぐに立ち上がる。

「……がはっ！　わ、私は、君色が傷つくのが嫌なんだ！　君色が死にそうになるのが怖いんだ！　忍しのび子こにボロボロにされたときも言っただろ！　私がもっと強ければ、君色をこちらの世界に引き込まなければって、いっぱい後悔したのに……っ！」

　なおも続く主張。

　俺は立ち上がり、リオの身を庇かばいながら言い返した。

「そんなことはわかってる！　だが言わせてもらうぞ！　俺だってな、おまえが傷つく姿なんて見たくねーんだよ！　だからここにいるんだ！　それくらいわかれ！」

「私は魔術師だぞ！　これは私の戦いだ、私がやらなければならない！　一般庶民の君色こそ、自分の家で真ま白しろちゃんと節約でもしていろ！」

　リオはそんな俺の身を押しやり、自らが前に出ようとする。

　だが俺は引き下がらない。リオの身を押し返してまた盾になろうとする。

「あのな、はいわかりましたとでも言うと思ってんのか！　それなら最初から好きだとかパートナーだとか言ってんじゃねーよ！　自分勝手に突っ走りやがって！」

「だからそれはいっぱい後悔したと言っているだろう！　貴様との魔術契約は解消だっ！　今後は私一人で『テンサウザンドの節約術師』だ！　君色は即刻その指輪を返せ！」

「節約戦士が人からもらったもんそう簡単に手放すと思ってんのか！　だいたい魔力枯らしてる奴やつが偉そうなこと言ってんじゃねーよ！　ああもう、つーかめんどくせえ！　いい加減察しろよおまえも！」

「なにをだバカ！」

「俺はおまえのことが好きなんだよ！」

　──リオの反論が止まった。

　子供っぽく怒った顔が、みるみるうちに平静を取り戻していく。

　しかしその変化も一瞬で、顔面はすぐ驚きの赤に染め上がっていった。

「おまえのことが好きだからこうやって身体張って守ってんだ！　おまえが俺おれのこと好きだから一人で戦おうとしたのと一緒だよ！　自分だけだと思うなよ馬ば鹿か野郎ッ！」

「う……嘘うそを言うな！　だって、だって君きみ色いろはシスコンで、真ま白しろちゃんのことが──」

「俺のシスコンは家族愛だ！　だけどリオのは恋だよ！」

　力強く叫ぶ。

　今日一番の声が出たような気がした。

　ふと周りを見渡してみると、棗なつめも忍しのび子こも五千人の香か穂ほも揃そろってきょとんとした顔を浮かべていた。さらに香穂の群衆に隠れていたキールハットも姿を見せ、なに言ってんだこいつって視線を向けてくる。

　ああ、ちくしょう。よりにもよって、なんでこんな公衆の面前で返事することになっちまったんだ。先延ばしし続けた俺の自業自得ですか。わかってますよこんちくしょう。

　だけどな──ここまできて、いまさら後には引けねーだろ！

「確かに真白のことは大切だよ。あいつとの暮らしを捨てるくらいなら魔術師なんてやめてやる。でもな、俺は真白と同じくらいリオのことが好きだ。どっちか、なんて取捨選択することが間違ってたんだ。俺はリオも真白もどっちも好きなんだよ」

「だ、だったら……」

「だから真白のは家族愛でリオのは恋だって言ってんだろ！　真白は永遠に俺の妹だけど、俺はおまえと恋人になって結婚して家族になりたいって思ってんだよ！　そんな簡単なことにいまさら気づいたんだ！」

「そ、そんな突然……」

「ああ笑うなら笑え！　自分でもびっくりしとるわ！　でも俺は本当にどうしようもないくらリいオのことが好きなんだよ！　外見はめちゃめちゃ好みだし挙動は小動物みたいでかわいいしそのくせ言動は不ふ遜そんでおもしれーしデレリオはもはや破壊兵器だ！　だいたいあんだけかわいく好き好き言われて惚ほれないわけねーだろうが！」

「ほ、惚れ……」

「そんで偉そうなこと言ってるわりにはビビリでへなちょこで戦場に立ったらすぐ泣きやがるしで、真白と同じでものすごく『守ってやりたい』って思えちまったんだよ！　いまだけじゃないぞ！　この先ずっとこいつのこと守ってやりたい、この先一生、こいつのそばにいてやりたい！　そんなアホみたいな願望持っちまったんだよ！」

「さ、さささ、さっきから嬉うれしいことばっかり言うなぁっ！」

「嬉しいんじゃねーか！　だったらもっと言ってやる！　俺はリオのことが好きです好きになりました俺の本当の家族になってください！」

「私の告白をなぞるな──ッ！」

「香か穂ほちゃーん！　もういいからやっちゃってくださーい！」

　キールハットの空気を読まない大声が響いた。

　その声を受けて、五千人の香穂が動き出す。

　先陣を切ってきた一人が殴りかかってくるが俺おれはその手首を掴つかみ、

「人の一世一代の告白を邪魔してんじゃねぇええええええええええええ！」

　一本背負い。

　地面に叩たたきつけられる香穂。その衝撃で装着していたヘッドフォンが外れた。

　ゆっくりと起き上がり、外れたヘッドフォンを胸に抱えながら、

「キルくん。音、止まっちゃっ……うん」

　と頷うなずく。戦闘モードはどうやら解除されたようだ。

　そのままたったったっ──いや、どかどかどかっと仲間のもとに駆ける。キールハットの背後に五千人の香穂がずらーっと並んだ。奇観である。

「香穂ちゃん、魔力計ってください。あとどれくらいいけますか？」

「えっと……レベル５なら一回分」

「それじゃレベル５でラスト一撃、終わらせましょう」

「うん」

　香穂がヘッドフォンを装着しなおす。

「き、君きみ色いろ。奴やつらまた──」

「リオ」

「なんだ？」

「好きです」

　ぼふんっ！　とリオのお顔が大噴火した。

　身振り手振りのなんかよくわからない挙措で、恥ずかしいのを誤ご魔ま化かそうとしている。

「い、いいいいまは！　いまはそういうのは！　不意打ちというか！」

「うるせえ。おまえだっていつも不意打ちだったろうが」

「それはそうかもしれませんが！　いやさすがの私も戦闘中は！」

「いいから聞かせろ！　リオも自分の気持ちをぶつけろ！　そんで俺を安心させろ！」

　俺が肩を掴むと、リオは「あぅ……」と困った顔をした。

　その間、後ろでは香穂が魔術を発動させたようだ。ドンッ！　という衝撃音が五千人分聞こえてくる。

　だが俺は振り返らない。

　じっとリオの赤面した顔を見つめやる。

　視線が合うのを待った。口が開くのを期待した。あの聞き慣れた言葉を望んだ。

　やがてリオは。

　ごくんっ、と唾つばを一回飲み込んでから──

「好きっ！」

　ありたっけの想おもいを、その一言に集約した。

　想いをぶつけられた俺おれは……全力でにやけてしまう。嬉うれしくて死にそうだった。

　それはきっと、リオだって同じだろう。だって俺以上に顔がにやけてるし。

　そして羞しゆう恥ちに耐え切れなくなったのか、その場にへなへなとしゃがみ込んでしまった。

「あぅああ、ああっ～……なんか、すごい。なんか、いまならなんでもできる気がする」

「同感。俺も、いまならなんだってできる気がする」

『端末図書ライブラリ』は使い物にならなくなっちまったが、口ぶりから察するに香か穂ほの魔力はそろそろ尽きるはずだ。

　ならもう少し粘ってやろうじゃねーか。リオにはもちろん指一本触れさせねえ。

　そう決意して五千人の香穂と対たい峙じする俺。

　──突如、その足元に異変が起こった。

「なっ……なんだ、これ」

　座り込んでしまったリオを起点として光の線が走り、地面に複雑な幾何学模様が描かれていく。何度か目にしたことのあるこれは、『界門』発動の際に展開される魔法陣だ。

　ただしいつもと規模が違う。いつものがマンホールサイズなら、これはもっと大きい。土俵をさらにもう一回り拡張したかのような規模である。

「君きみ色いろ、来てるわよ！」

　棗なつめの声が飛ぶ。

　足元から前方に視点を移すと、香穂が迫っていた。

「させるかっての！」

　忍しのび子こが叫び、ふとももに装着したホルダーからありったけのクナイを投とう擲てきする。

　香穂は前進を止め、向かってくるクナイを拳こぶしで弾はじき落おとした。防ぎきれない分は二、三歩後退して回避。やはり戦闘モード状態の香穂に生半可な攻撃は通用しない。

　だが忍子が時間を稼いでくれたその間、魔法陣にさらなる変化が表れた。

　線上の光は瞼まぶたを閉ざしたいほど強く発光し、そのまま天にまで昇っていく。そして俺たちの頭上十メートルほどの位置にも同様の魔法陣が描かれ、こちらも強烈に発光。俺とリオは巨大な円筒型の光に包まれた。

　これは……『界門』なのか？

　いや、でもリオの魔力はもうゼロだったはずだ。

　じゃあこれはいったい──？

「君色」

　リオが嬉うれし涙を見せながら微笑ほほえんだ。

　そのまま、左手を翳かざして見せてくる。

「指輪、嵌はめなおしてほしい」

　俺おれの右手中指に嵌められた指輪と、リオの左手中指に嵌められた指輪。

　二人の魔術契約の証が、張り裂けんばかりの輝きを放っている。

　リオの言葉の真意を察した俺は、薄く笑ってリオの手を取り──

　中指に嵌められた指輪を、そっと薬指に嵌めなおした。

　自分のも同様に、薬指に嵌めなおす。

　お互い、照れくさそうにはにかみあう。

　そして次の瞬間、リオは左手の拳こぶしを天高く振り上げた。

「『界門』覇道勇者の絶対領域────ノック！」

　唱え、念じ、大地に向かって振り下ろす！

　ガンッ！　と叩たたかれた魔法陣は真まっ二ぷたつに割れ、異界へ繋つながる門となった。しかも足元と頭上のものが同時に。天と地のダブル『界門』だ。

　開かれし扉から放たれるのは──一言で言うならば森羅万象。

　あるいは極光の豪雨。あるいは岩石の砲弾。あるいは雷神の金かな槌づち。あるいは竜巻の刃。あるいは怒ど涛とうの水流。あるいは灼しやく熱ねつの鉄拳。あるいは凍結の吹雪。あるいは鋼鉄の騎馬。あるいは王者の宝剣。あるいは霊樹の蔓つる草くさ。あるいは神速の魔弾。あるいは──

　異界に存在しそうなありとあらゆるものが、こちらの世界に召喚された。

　そしてそれらは、五千人の香か穂ほとキールハットを襲う。

　何人いようと関係ない。公園全域を埋め尽くさんほどの広範囲全属性攻撃だ。

　空を駆け、地を走り抜ける魔術の数々。

　稲妻の轟とどろき、風の吹く音色、燃えたぎる炎の熱波。

　なにもかもが戦場を蹂じゆう躙りん、殲せん滅めつし、悲鳴すら音として残さない。

　それらすべての攻撃衝動が収まったとき──戦闘の終しゆう焉えんを告げる粉ふん塵じんが舞った。

「君きみ色いろ……」

　リオが俺の名をつぶやく。

　魔法陣は消え、召喚された水やら炎やら武器やらもすべて消失した。ただ焼け焦げた跡や陥没した地面の穴など、わずかな痕こん跡せきを残すのみである。不思議なことだが……魔法陣の中にいた俺とリオは当然として、棗なつめや忍しのび子こ、遊具などには一切被害が出ていなかった。

　被害を受けたのはただの二人のみ。

　その二人──キールハットと香穂は、ズタボロの状態で地面に突つっ伏ぷしていた。

「勝った……」

　よく見ると手足がぴくぴく動いている。だが起き上がるだけの力はないらしい。

　死んではないだろう。行動不能といったところか。つまり。

「ああ。私たちの勝利だ──君きみ色いろ！」

　バッ、と俺おれの両手を取るリオ。

　喜悦に満ちた表情を作り、その場でぴょんぴょんジャンプする。

「できた！　私にもできた！　魔力の節約っ！　完成したんだ！」

　魔力の節約って──ああ、そうか。やっぱりそういうことか。

　俺は『端末図書ライブラリ』を取り出し確認する。
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　キールハットの魔術も解けたのだろう。

　正しく表示されたリオの魔力数値は、依然としてゼロのままだった。

　なのに消費魔力２５００の『界門』を使えてしまったのは、どういうことか。

　答えは本人が口にしたとおり、魔力の節約。

　リオは魔力を消費しすぎてしまう悪癖を矯正し、俺の『契節約ギアスセイバー』の恩恵を最大限に受けることで、『界門』を消費魔力ゼロで使用することに成功したのである。

　消費魔力をタダにしちまうなんて……それはもう節約の域を超えている気もするが。

　奇跡が起きたわけではない。玲れい樹じゆの言ったとおり、俺とリオの絆きずなが深まったから。

　お互いの精神的な結びつきが強くなったから、契約者の精神力──すなわち魔力に影響を与える『契節約』の効果がパワーアップしたのである。

「聖夜を待たずして目標達成、か」

　リオの手のぬくもりを感じながら、薬指に嵌はめられた契約の指輪を眺める。

　……まさか本当のエンゲージリングになっちまうとはな。

「おめでとう。君色、リオ」

　祝福の言葉を添えて、よろよろと立ち上がった棗なつめが俺たちのもとに歩み寄る。

　穏やかな笑みを浮かべた後、軽く握った拳こぶしで、ぽかっ。

　俺の頭を叩たたいてきた。

「ったく、君色は素直になるのが遅いのよ。リオには素直になれとか言ったくせにさ」

「ぐ、ぐぬう……返す言葉もございません」

「そういう棗は素直になったのか？」

　リオが訊きくと、棗はにひひっと歯を覗のぞかせて、

「あたしはあたし。君色と真ま白しろちゃんの従姉妹いとこだから、それでいいの」

　──俺は、棗の気持ちを知っている。

　本人は否定したとはいえ、秘めた想おもいは一ヶ月前に言葉として受け取り済みだ。

　だけど眼前の親友は、心から俺おれたちを祝福してくれている。

「あたしの友達のこと、泣かせたら許さないんだからね」

「……ああ。任せとけ」

　棗なつめが突き出してきた拳こぶしに、ガチッと拳を合わせる。

　その向こうで、呆あきれ顔がおの忍しのび子こが立っているのを確認した。

「忍子はなんか言ってくれないのか？」

「……もう呆れてなにも言う気になれないっての。小こっ恥ぱずかしい。っていうか──」

　ジト目を作っていた忍子の双そう眸ぼうが、カッと見開かれる。

　なんだ、どうした？

　そう思いながら、俺は問うよりも先に忍子の視線の先──背後へと顔を向ける。

　そこに立っていたのは、死神のような姿をした少女だった。

　黒一色のローブのようなもので、リオよりもさらに小さい身体をすっぽりと覆っている。髪色は白。一番特徴的なのは、顔の側面につけた二種類の仮面だろう。右が笑顔で、左が泣き顔。そして二つの仮面に挟まれた素顔は、絶句するほどの無表情。身なりからして小学生くらいに思えるが、その姿からはまるで子供っぽさが感じられなかった。

　その少女は、じっとキールハットと香か穂ほの二人を見下ろしている。

「てめえ……《大　家　族グラン・フアミリア》か」

　俺が声を放ほうると、少女はゆったりとした速度で視線を移してきた。

「……安心を推奨。目的は回収。闘争は回避。報復は保留」

　ぼそぼそと口を動かし、肯定の意と取れるセリフを吐く。

　安心しろ。目的は仲間の回収だ。戦う気はない。報復は後回し……ってところか？

　変な喋しやべり方をする少女だが、そこが逆に異質でもある。

　俺たちは警戒を強め、少女の一挙手一投足を観察した。

　しかし、

「“〝凶星魔王ストレーガ”〟は我々が迎える」

　簡素に告げたその一言が、別れの挨あい拶さつとなった。

　少女の身を黒い霧のようなものが包み、足元に倒れるキールハットと香穂ごとまとめて覆い隠す。その霧は数秒で晴れたが、そこにもう《大家族》の面々は存在していなかった。お得意の逃走魔術である。

　戦いは今度こそ終わった。

　捕まえるべき敵には逃げられた形になっちまったし、最後の最後で不穏な捨て台詞ぜりふを残していかれたが、なにはともあれようやく一息つけそうである。

　満天の星空を見上げながら吐く息は白い。

　隣のリオを見やりながら思う。

　今年のクリスマスは人生で最高のクリスマスになりそうだ。








エピローグ　クリスマスに、家族みんなで





　激闘から二日後のクリスマス・イブ。俺おれとリオは新たなる戦場を訪れていた。

『──ただいまよりタイムバーゲンを始めます！　もやしがなんと一袋五円！』

　夕方四時の開戦報告。戦場はかつて訪れたデパ地下、食料品売場である。

　野生の勘に囁ささやかれこの地に足を運んだが、ちょうどいいタイミングだったみたいだな。

　俺はリオに手荷物を預け、目の前の集団に飛び込む決意をする。

「リオ、プランＢ２でいくぞ」

「うむ。『界門』疾風銀花の妖よう精せい王国──ノック」

　リオが胸元で小さな魔法陣を描き、軽く小突いて門を開く。

『界門』から吹く柔らかな風が、俺の身体を優しく包み込んだ。

　咲けば疾風を吹かせるという銀の花が彩りし妖精の国。異郷より齎もたらされる恩恵をその身に宿し、俺はまさしく疾風のごとき素早さで戦場を駆け抜けた。

　杖つえをついたおじいちゃんも、あちこち動き回る好奇心旺おう盛せいなお子様も障害にはならない。縦横無尽、電光石火。目標物たるもやし一袋五円を獲得するため、俺おれは該当の陳列棚を目指す。

　そんな俺の前に、やたらと長い金髪のポニーテールが現れた。

「金髪ポニー！」

「はっ！　よくよくおめェとは縁があるな。また負けに来たのか？」

「ぬかせ！　今日の俺は一味違うんだよ」

　金髪ポニーは聖夜も変わらず、Ｔシャツにジャージの動きやすそうな格好をしていた。あ、こいつたぶん彼氏いねーわ。とは出会った頃ころから抱き続けてきた印象である。

　野菜売り場はそれほど混雑しているわけではない。だというのに、金髪ポニーは俺の行く手を塞ふさぐつもりのようだ。なぜか。俺の分のもやしを自分で購入し、おすそわけと称して大家さんの面目を保つつもりなのである。

　けっ、そうはいくかよ。

　今日くらいは自腹で買ってやらあ！　そしていつもお世話になってます！

　俺は大家さんに感謝の意を込めつつ突撃。

　その鉄壁とも言えるディフェンスを巧みなステップで躱かわしにかかる。

　しかし大家さんの動体視力はプロのスポーツ選手レベルだ。すぐに俺の動きを捉とらえ、利き腕を掴つかみにかかった。なんという攻撃的な防御ッ！　瞠どう目もくせずにはいられないッ！

　が、

「──残像だ」

　俺は疾風の速度で大家さんの背後を取り、格好良く決めた。

　人生で一度は言ってみたかったセリフ！　それを宿命のライバル相手に言えるとは！

　俺は感無量の喜びを胸に抱きながら、もやしコーナーに到達。目標の回収に成功する。

「よっしゃあ！　ゲットだ──っ！」

「君きみ色いろっ！　私も取れた！」

　俺と大家さんの横合いからひっそりと詰めていたリオももやしを手に入れた。

「やるじゃん」

　その後、大家さんも普通にもやしを取っていった。今日の分のもやしはまだいっぱいあるようだった。たぶん売り切れの心配はない。

　レジでの会計を済ませた大家さんは「クリスマスだからな」と俺たちにおすそわけをくれた。ファストフード店の紙袋の中にはチキンやらポテトやら、パーティーの定番食品がたくさん入っていた。俺とリオは素直に頂ちよう戴だいし、礼。

　ありがとう大家さん！



　デパートを離れた俺たちは、近くの公園に寄り道した。

　ここはしのちゃん──忍しのび子こと初めて会ったとき待ち合わせに使った場所である。

「ふぅ……つらく厳しい戦いだった。魂が燃え尽きるかと思ったぜ」

「それは大げさな気がする」

「いやいや。節約戦士にとって買い物は戦争なのさ」

　ベンチに座りながら、隣のリオとそんな会話をする。

　真冬の五時近くとなれば夜の訪れも早い。空は薄暗く、早くも星が瞬いて見えた。

　俺おれとリオは私服の上からお揃そろいのコート（祭まつり子こからもらった）を着込み、両手に二人で「はあ～」なんて息を吐いて遊んでみたり。そういうなんでもない時間が、いまは無性に楽しく思える。

　たぶん、リオと一緒だからなんだろうな。

「君きみ色いろ。いまなにを考えていた？」

「うん？　ああ、この幸せに至るまでの苦難の道程とかを少々な」

「し、幸せって……」

　頬ほおを朱に染めるリオ。なんだかぽかぽかしてそうだった。

　──このたび、俺とリオは正式に恋人同士となりました。

　一昨日おととい（深夜だったので正確には昨日きのうか）、戦勝報告と同時にそのことを玲れい樹じゆに伝えたのだが「おめでとう。チッ」というお祝いのメッセージと一緒に舌打ちを受け取った。なんでも玲樹自身、俺たちが戦っている時刻に《大　家　族グラン・フアミリア》の別の魔術師と戦っていたそうなのだが、あと一歩のところで逃げられたとのこと。

　しかしその後、魔術による治療を受け全快してから、改めて祝辞を告げられた。

『君色くんの普段のシスコンっぷりを思えば、リオを大切にしてくれることはわかるしね。姉としても安心して預けられるわ。なんなら私のこともお姉ちゃんって呼んでいいのよ？』

　もともと年上だが玲樹には敬称をつけていない俺である。丁重にお断りした。

　玲樹の他ほか、祭子も素直に祝福してくれたし、忍子も「リオ様にやましいことしたら殺すから。足元の影に気をつけることね」とかリオに聞こえないように脅しをかけてきたが、内心では祝ってくれているに違いない。うん。

　そして、お料理修業から戻ってきた真ま白しろにも改めて報告した。

『おめでとうお兄ちゃん！　それに、リオお姉ちゃん！』

　その言葉を受け取ったときのリオの浮かれっぷりといったら、録画して永久保存したいくらいの珍妙さだった。俺の大好きな女の子二人が仲なか睦むつまじくハグしあう光景は、もはや国宝と言ってもいい。

「そういえば君色。一応だが、私の魔力を確認してみてくれないか？」

「そうだな。ちょっと待て」

　俺は『端末図書ライブラリ』をリオに向ける。



【名：‥鍵かぎ宮みやリオ■称号：‥未登録■魔力：‥１００００／１００００】



　画面上に表示されたのは、リオの現在の魔力量だ。

　魔力一万。これは基本ステータスのまま、つまりマックスの状態である。

　さっき一回『界門』を使っているのに、マックスなのだ。

「……やはり、まぐれではなかったのだな。未いまだに実感が湧わかないのだが」

「自信持てよ。俺おれたちは名実ともに『テンサウザンドの節約術師』になったんだから」

　キールハットと香か穂ほを倒した一撃は、たった一回の奇跡──では終わらなかった。

　あれ以降、俺の『契節約ギアスセイバー』は超パワーアップを果たし、リオの魔術使用における消費魔力を常時ゼロにするというチート能力に進化した。つまり『契節約』の恩恵を受け続けている限り、リオはノーコストで魔術使い放題なのである。

　これは予想以上の成果だったのか、話を聞いた玲れい樹じゆは「そんなアホみたいな魔術聞いたことないわよ！」とキレ気味に取り乱していた。魔術師の領域全体で見ても、俺とリオはとんでもなくすごいことをやってのけたらしい。

　近いうちに《ソサエティ》も交えて今後のことをいろいろ話したいそうだ。

　ついでに言うと、俺とリオは正式に婚約という扱いになるため、いまは海外に遠征している鍵宮家の現当主──リオの親御さんと挨あい拶さつをする機会も設けたいとのこと。

　魔術師として成長を遂げ、敵組織の存在も明確になり、恋が叶かなった女の子との結婚話と……なんだか一気に多忙になってきたが、いまのところはとりあえず。

　──家族みんなで、クリスマスパーティーを。

　俺は魔術師であると同時に一般庶民でもある。日常のイベントだって疎おろそかにはしない。

　あそこでリオと真ま白しろの両方を取ったように。

　俺という節約戦士は、欲張ることを覚えたのだ。

「君きみ色いろ、そろそろ帰らないか？」

「ん……もうちょいここでまったりしてたい。二人きりだしな」

　なにげなく言うと、リオが「あぅ」と赤面した。

　雛ひな森もり荘でケーキを作っている真白たちのため、俺とリオは買い出しに行ってきた。いまはその帰り。ちなみに先程のもやしはクリスマスにおける綾あや瀬せ家の定番、もやし鍋なべのための食材である。

「リオ」

　そっと。ベンチ上に置かれたリオの左手に、俺の右手を重ねた。

　お互いの薬指に嵌はめられた指輪が、カチリと音を鳴らす。

　成長した俺とリオなら、真白の『凶まが星ぼし』を取り除く魔術も問題なく使えるだろう。

　その後もまた、俺おれたちの物語は続いていく──って、あれ？

　重ねた手が跳ね除けられ、リオはそのまま、つつつつつ、俺から距離を取った。

「あの……リオさん？」

「は、はひぃ！」

　ビクゥ！　と震え上がる俺の婚約者。

「なんで離れるんだよ。傷つくぞ」

「だ、だってそれは、その……恥ずかしいし」

「……おまえ、少し前までは自分から手握ってきたりしてたじゃん」

「あ、あれは君きみ色いろの態度が素そっ気けなかったからっ！　だから、その、いざデレられると戸惑うと言いますか、嬉うれしさのあまりニヤニヤが止まらなくなってしまうと言いますかっ」

　と、ニヤニヤした顔でおっしゃるリオさん。

　俺も釣られてニヤニヤしてしまうくらい、かわいい。

　しかしこう、あれですよ。俺も健康な男の子なわけで、それなりに願望があるわけですよ。欲張ることを覚えたとかさっき言ったばかりだしね。ぶっちゃけもっといちゃいちゃしたい。

　なのでここは、ベンチ端に逃げたリオを追って距離を詰めてみる。

　そして改めて、リオの右手を、ぎゅっ。

「ぎ、ぎみいろさん!?」

「おまえだって散々デレたんだから、俺にもいっぱいデレさせろ」

　リオはうろたえながらも嬉しがるという奇妙な態度を取った。

　ああもう、こいつは本当にかわいいな。そんなに頬ほお染そめてんじゃねーよ。りんごかおまえは。許されることならこの場でゴロゴロ転がりたい。身み悶もだえしながら地面をバンバン叩たたいて「リオ世界一かわいいよぉーっ！」と空に叫びたい。我ながら完全に病気だなこれ。これが恋の病ってやつなのか。

　俺が懸命に衝動を抑えていると、

「君色……あの。だったら、その……」

「うん？」

「クリスマスプレゼントが……欲しいな。なんて」

　えへっ、とはにかみながら、リオがそんなお願いをしてきた。

　危うくノックアウトされかかったものの踏みとどまり、平静を装って返す。

「た、高いものじゃなければいいぞ」

「じ、じゃあ」

　リオは熱っぽい瞳ひとみで俺を見つめながら、

「キス」

　と。

「キス……してほしいです」

　と。

　お願いしてきた。

　……お願い、されてしまった。

「あの……その、ええと、ううううう、えっ、きき、キス？　接せつ吻ぷん？　口づけ!?」

「うん」

「いや『うん』って！　そんな、いきなり!?」

「いきなりではないだろう。こうしてお願いしているのだから」

「そうだけど！　と、とととというかですねっ」

　平静を装う？　無理！　もう無理！　ギブアップです！

　というかどうしよう！　なにそれ心の準備が！　あわわわわっ！

「ほ、ほら！　俺おれたちまだ恋人になって二日しか経ってないわけだし、それはまだ早いっていうか、もうちょっと段階を踏んでですね！」

「……ヘタレ」

「はぐあっ！」

　否定しようのないご指摘が俺の心を深く傷つける。

　ええい、ちょっとは手加減してください。こちとら恋愛初心者だぞ。いやリオだってそのはずだけど。というか本音をぶっちゃけるなら──

「君きみ色いろは、その……したくないですか？」

「…………したいです」

　答えなんて決まっていた。

　俺はベンチから勢いよく立ち上がり、リオも同様に立ち上がる。

　その場で三百六十度ぐるりと回転、四方八方を目で確認。

　よし、野次馬もお邪魔虫もいない。影に忍しのび子こが潜んでいるなんてオチもなし。

　腹は決まった。

　リオの肩に手を置き、その華きや奢しやな身体をそっと抱き寄せる。

　期待に潤んだ瞳ひとみと、寒さに震える紅い唇。俺はどちらにも心を奪われた。

　……が、本当にしちゃっていいものなんでしょうか？

　ここでこういうことしちゃうのは飛躍しすぎというか、先が心配になるというか。

　あ、そうだ。こういうときのお茶の濁し方を、たしかオリゼロで学んだ記憶がある。

「言っておくが、おでことか頬ほおとかにしたら怒るからな？」

「先手を打たれた!?」

「フッ、君色の考えていることなどお見通しだ」

　くそう、したり顔で決める俺おれの彼女がかわいい。

　でもなんだか手玉に取られてる感じがするな。

　男として、ここは意趣返しの一つでもお見舞いしたいところだ。

　そう考えた俺は、リオの唇ではなく、まずは耳元に顔を寄せる。

「リオ。好き」

　甘い囁ささやき。

　自分でも背中が痒かゆくなるほどの行動は、どうやら効果覿てき面めんだったみたいだ。

　リオの顔はボッ！　という音が聞こえそうなくらい真まっ赤かに染め上がり、撃沈。

　沈んだかと思ったら再浮上して、えへへっ、と。

　心の底から幸せですって感じに笑ってきたので、俺も同じように笑い返した。

　唇を合わせる。

　そのまま何秒も、何分も、何時間も。

　好きという幸福が、永遠のことのように感じられた。





　リオと手を繋つないで雛ひな森もり荘に帰り着いた頃ころには、もうとっぷり日が暮れていた。

　軒先から二階の部屋を眺めやる。クリスマスリースが飾られた扉の向こうでは、真ま白しろたちがパーティーの準備を済ませてくれているに違いない。お手製のケーキはどんな出来栄えだろう。早くも楽しみになってきた。

















　しかし。

　鉄製の階段を上って二階に上がろうとしたときだった。

　部屋の扉が急に弾はじけ飛とび、中から人影が飛び出してくる。勢いづいた人影は階段の手すりを越え、宙を舞った後、地面に落下。盛大な衝撃音を鳴らし、動かなくなった。

　その姿を確認する。

　鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆだった。

「姉、様？　…………姉様っ！」

　リオが駆け寄り、その身を抱きかかえる。

　猛烈な悪寒に襲われた俺おれは荷物を放ほうり捨て、階段を駆け上がった。

　扉の外れた自室、その玄関から中の惨状を見て──愕がく然ぜんとする。

「おかえりなさい、君きみ色いろお兄さん」

　祭まつり子こが倒れていた。

　棗なつめが倒れていた。

　そして、奥の畳部屋で真ま白しろが倒れていた。

　ただ、真白のそばに一人だけ立っている人物がいる。

　それが来くる巻まきフレアだった。

「なんだよ……これ」

　これは。

　この惨状は。

　理解はできないが、予感はする。

　だけどそんなはずはない。だってこいつは。フレアは真白の友達なんだ。

「おまえ、俺の味方だって──」

「はい。フレアは君色お兄さんの味方ですよ」

「……っ！　それに、目的は魔王復活の阻止だとも！」

「それはそうですよ。だって、魔王はもう既に復活しているんですから」

　トレードマークの羽根つき帽子を深くかぶりなおし、銀色の髪を軽く掻かき分ける。

「魔王は復活済みなのに、魔王復活の儀式のために真白ちゃんを生いけ贄にえにされるわけにはいかないでしょう？　お兄さん風ふうに言えば、それは『凶まが星ぼし』の無駄遣いです。だからこそ、フレアは君色お兄さんにフレアの家族を止めてもらったのですよ」

　俺は、なにかに囁ささやかれるように『端末図書ライブラリ』を取り出した。



【名：‥来巻フレア■称号：‥“〝凶星魔王ストレーガ”〟■魔力：‥測定不能】



　──そこに表示されていたのは、登録されていないはずのフレアの名前。

　そして、いつだったかこいつが「名乗る肩書きがあるとすれば、それだけですよ」と口にしていた称号。

　──ストレーガ。

「おかしくはありません。その『端末図書ライブラリ』はもともとフレアが作ったものですし」

　衝撃の事実をさらりと口にするフレア。

　そう、フレアだ。

　真ま白しろの親友で、俺おれとも友達で、魔王と同じく異界の住人であると告白していたフレア。

　そのフレアが、《大　家　族グラン・フアミリア》のことを家族と呼び。

　さらには玲れい樹じゆや祭まつり子こや棗なつめまで打倒し。

　魔王復活の鍵たる『凶まが星ぼし』を宿す真白を、足元に置いている。

「さあ、君きみ色いろお兄さん。『弟子』のお仕事を再開しましょう」

　なんで。

「修行の第二段階は完了しました。次が最終段階です。

　真白ちゃん、リオ先輩、君色お兄さん。

『凶星』──『界門』──『契節約ギアスセイバー』。

　フレアの欲しかったものはすべて揃そろいました」

　なんでこいつが。

　なんでフレアが──師匠の声で、師匠と同じようなセリフを口にしているのか。

　わからない。

　なにもかもがわからない。

　俺は棒立ちのまま、真白を救いに走ることもできず。

　フレアの碧へき眼がんに、愛いとおしげに見つめられることしかできなかった。










あとがき



　はじめまして、あるいはお久しぶりです。

　真ま野の真ま央おです。『スリーピング・ストレーガ２　刻限聖夜の凶星魔王』をお届けします。

　いきなりですが、本作は攻守交代制によるいちゃらぶシステムを導入しております。一方が攻め（デレ）れば一方が守（照れ）る。一方が守（照れ）れば一方が攻め（デレ）る──という初々しさ満点の画期的システムです。たまにお互い守り（照れ）を忘れ、捨て身で攻め（デレ）合います。そうすると、もれなく作者が砂糖を吐きます。甘ったるさのあまりエンドレスシュガーブレスドラゴンなんていう架空の生物を生み出してしまい、執筆中も空想の世界でちょくちょく戯れていたほどです。原稿のおかげでコーヒーが甘い。そんなことを思いながら書き連ねた物語がこの二巻になります。具体的に誰だれと誰がいちゃらぶしているのかは本編でご確認ください。

　さて、一巻のあとがきでこのお話のテーマの一つは「節約」であるという話をしました。

　こちらが表のテーマだとすれば、裏のテーマはずばり「家族」です。

　一巻は「姉と妹」の話でした。そして二巻は「俺おれと嫁」の話となっております。はい、紛れもなく家族です。誰が俺で誰が嫁なのかは、やはり本編でご確認ください。次巻も引き続き家族の話になる予定です。順当にラストまで読んでからこのあとがきを読んでいる方は、先の展開について想像を膨らませておいていただけると作者が舞い喜びます。

　そろそろ謝辞に移りたいと思います。

　イラストの風ふ瑛えいなづき様。ゴスロリとポニーテールの親和性についての証明、お見事でした。要約すると「にょわー！　口絵のゴスロリオかわいいよー！　（ゴロゴロゴロ）」ということです。一巻と同様に絵が送られてくるたびに床をローリングしていたような気がします。奇行ではありません愛ゆえです。本当にありがとうございます。

　担当の児こ玉だま様。新人ゆえ「二巻ってどうやって書くの？」な状態だった私をここまで導いてくださり、本当にありがとうございます。引き続きご指導いただけますよう、よろしくお願い申しあげます。

　そして編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、出版や販売に関かかわってくださった多くの方々。こうやって無事に二巻を出せたのは皆様のおかげです。この場を借りて、心より御礼申しあげます。

　最後に、日々を支えてくださった家族や友人の皆様、様々なアドバイスや激励をくださった新人賞同期組の皆様、一巻刊行時にあたたかい寄せ書きをくれた皆様、そしてなにより、この本を手に取ってくださった読者の皆様へ──ありがとうございます。

　それでは、またのご縁がありますように。
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スリーピング・ストレーガ２

刻限聖夜の凶星魔王



著者名……真野真央

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１３年２月28日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2013 Mao Mano





OEBPS/nav.xhtml



		
プロローグ　踏み外す、第一歩



		
第一話　魔術師のいる日常



		
幕間　　妹の交友関係



		
第二話　彼女だからこそわかってしまうこと



		
第三話　忍び寄る影



		
第四話　闘争はすぐそこに



		
第五話　その名は《大家族》



		
第六話　君色が好きだから



		
幕間　　決闘開幕



		
第七話　家族愛にまつわる節約論



		
エピローグ　クリスマスに、家族みんなで









OEBPS/image/o_p123.png





OEBPS/image/o_p023.png





OEBPS/image/o_p257.png





OEBPS/image/o_p051.png





OEBPS/image/o_p209.png





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg





OEBPS/image/o_p099.png





OEBPS/image/o_p172.png





OEBPS/image/o_p069.png





OEBPS/image/o_p185.png





OEBPS/image/o_p061.png





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg
EECes 0

ST A






OEBPS/image/o_kuchie04.jpg





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg
)|

n;;?g’)*

SHE
Hgwal=






OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





